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はじめに
本書を開かれている皆様は、何らかの理由または目的のために Claris® FileMaker® プラット
フォームの利用を検討されている、もしくは既に利用されていることと思います。初級編では基本
的なカスタム App の作成を学び、中級編ではチームで利用するためのより高度なカスタム App 
の作成を学びました。そして上級編では作成したカスタム App をチームで共有し安全に運用する
ための知識と方法を学習します。

トレーニングを始める前に皆様は FileMaker プラットフォームに対してどのような印象をお持ち
でしょうか？一般に他のベンダーが提供するリレーショナルデータベースシステムと比較しても、
FileMaker プラットフォームは導入が容易で管理者に求められる IT の知識もそれほど高くないと
考えられています。ただしそれは FileMaker プラットフォーム単独で完結する小規模～中規模の
カスタム App をオンプレミスで運用した場合に限りいえることではないでしょうか？現実には 
FileMaker プラットフォームを単独で導入できるケースもあれば、以下のような IT の知識、スキ
ルを活用して FileMaker プラットフォームをより高度に利用するケースもあります。

•ODBC や ESS Adapter を使った他システムとの連携

•OAuth や Active Directory を使ったより高度なセキュリティ要件の獲得

•FileMaker Data API や WebDirect など Web テクノロジーの利用

本書はそれらの高度な要求に対応できるスキルを実習（Claris が提供する公式ヘルプ、ナレッジ
ベースを元にした手順、ノウハウの紹介）と演習（本トレーニング独自の開発教材）を通して体得
します。紹介する Tips の多くは実際の現場で役立つものばかりです。それらを通して FileMaker 
プラットフォームばかりではなく、それらを取り巻く IT の基盤についても学習していきましょう。

なお、演習ファイルは以下の URL からダウンロードできます。デスクトップなど、開きやすい場
所に保存しておくと便利です。

https://content.claris.com/ja_fmb19_jokyu

※本ドキュメントの記載は Claris FileMaker Server™ 19.1.2 の仕様に基づいていますが、一部、
19.0.1 での画面キャプチャも含まれています。

最新版の仕様等は、Claris の Web サイト（https://www.claris.com/ja）を参照してください。
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3章
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6章

付録

第 1章 FileMaker Server の導入

目標
• FileMaker Server をインストールできる
• セキュリティが強化された Windows ファイアウォールを設定できる
• FileMaker Server Admin Console を使用して FileMaker Server を管理できる

1.1 FileMaker Server とは
Claris FileMaker Server™ とは、カスタム App を共有するための専用ソフトウェアです。開発し

たカスタム App をチームで共有するには専用のサーバーマシン、または専用のインスタンス（仮想コ
ンピューティング環境 ）を準備し FileMaker Server をインストールする必要があります。ファイル
共有やウェブ公開といった別サービスを提供しているサーバー環境に FileMaker Server を追加インス
トールしてサービスを併用することは避け、稼働時の安定性を高めるために専用のサーバー環境を準備
して FileMaker Server をインストールしてください。複数のサービスを提供しているサーバー環境で
はサービス間で機能の干渉が発生する恐れや、万が一障害が発生した場合に併用するサービスも同時に
ストップする恐れがあるからです。FileMaker Server をインストールするサーバー環境は障害発生時
の復旧方法も考慮して慎重に検討する必要があります。

1.2 インストールを始める前に
サーバー環境の方針を決めた後は、実際に FileMaker Server をインストールするサーバーの仕様を

決定します。運用するカスタム App や利用人数にもよりますが最低限、Claris が公開しているシステ
ム条件とハードウェアの必要条件の両方を満たす必要があります。

（引用）Claris FileMaker 19 動作環境
https://support.claris.com/s/answerview?language=ja&anum=000034947

システム条件
• Windows Server 2019 Standard Edition (デスクトップエクスペリエンスをインストール済み)
• Windows Server 2019 Datacenter Edition (デスクトップエクスペリエンスをインストール済み)*
• Windows Server 2016 Standard Edition (デスクトップエクスペリエンスをインストール済み)
• Windows Server 2016 Datacenter Edition (デスクトップエクスペリエンスをインストール済み)*  
    *Windows Server Datacenter は FileMaker Server 19 と互換性がありますが、完全には検証されていません。

• macOS Catalina 10.15
• macOS Mojave 10.14
• CentOS 7.8

必須条件
CPU：デュアルコア｜RAM：8 GB 以上｜ハードドライブ：500 GB 以上、ファイルサイズに依存、ドライブの
空き容量 20% 以上。ソリッドステートドライブ (SSD) の使用を推奨します。
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より安全な FileMaker Server 運用のためにオンプレミスではハードドライブの RAID 化、さらに
バックアップファイルをサーバーとは別の機材（オフサイト）に退避させることも検討してください。
ハードドライブを RAID 化する場合は RAID 1（二重化）、または RAID 5（ブロック単位でのパリティ
分散記録）を採用します。ハードドライブのいずれかに物理的な障害が発生した場合でもデータを復
旧できる可能性が高くなります。またバックアップファイルは通常、外付けハードディスクか NAS
（Network Attached Storage）に保存します。サーバーのハードドライブが完全に読み取れなくな
る災害が発生してもオフサイトに保存されたバックアップファイルからカスタム App を復旧できます。
また「FileMaker WebDirect、OAuth / Active Directory 認証、または FileMaker Data API」を利
用する場合、FileMaker Server を展開するネットワーク構成も事前に検討してください。FileMaker 
Server で利用できる機能の一部はインターネットとの通信が必要であったり、IP アドレスではなく 
FQDN（Fully Qualified Domain Name）による名前解決が必要です。

EC2上の FileMaker Server オンプレミスでの FileMaker ServerFileMaker Cloud

基幹システム認証プロバイダー

Relational Database

Amazon Google Microsoft

Directory サービス

FileMaker GoFileMaker Pro FileMaker WebDirect Data API / Admin API

</>
API

FileMaker GoFileMaker Pro FileMaker WebDirect
OAuth 2.0 認証

Claris ID、外部 IdP 認証

他システムとの連携

バリエーションに富んだ接続VPNなどによるアクセス

図 1-1 ネットワーク構成例

FileMaker Cloud

Claris は、2020 年 5 月に新しい Claris FileMaker Cloud® バージョン 2.19 を発表しました。

新しい FileMaker Cloud は、これまでの FileMaker Cloud for AWS と同様に Amazon Web Service (AWS) 
でホストされていますが、Claris の専任チームが、AWS の保守だけでなく FileMaker Cloud 環境の保守やセキュリ
ティ管理等の業務を実施するので、ユーザは AWS をほとんど意識する必要がありません。また、Claris Customer 
Console (CCC) や FileMaker Cloud Admin Console (CAC) といった Web ベースの管理コンソールを使って、共
有データベース（カスタム App）だけでなく、ユーザやサブスクリプションも簡単に管理することができます。

さらに、Claris ID をアカウント認証に利用することによって、複数のカスタム App をシングルサインオンで利
用することができます。

詳しくは、Claris の Web サイトをご覧ください。
https://content.claris.com/FM_Cloud_Resources_LP_JA
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付録

1.2.1 ［実習］FileMaker Server のインストール
サーバー環境・サーバースペック・バックアップ構成・ネットワーク構成の検討を終えて FileMaker 

Server をインストールする準備ができました。本実習では最も基本的なサーバー環境としてオンプレ
ミスにある 1 台のサーバーに FileMaker Server をインストールします。また各手順は Windows 版 
FileMaker Server のスクリーンキャプチャを使用して説明しますが macOS 版 FileMaker Server の
インストール手順も基本的には同じです。手順にしたがって FileMaker Server をインストールします。

（引用）Claris FileMaker Server 19 インストールおよび構成ガイド
https://help.claris.com/ja/server-installation-configuration-guide/

（1） FileMaker 19 プラットフォーム では、FileMaker Server をインストールする際に、ライセン
ス証明書のインポートが必須となります。

ライセンス証明書は、お客様のライセンス情報詳細を暗号化したファイルです。

FileMaker Server をインストールする前に、オンラインソフトウェアダウンロードページで、
ライセンス証明書をダウンロードして、既定の「ダウンロード」フォルダに保存してください。

図 1-2 FileMaker Server のインストール

※FileMaker Server インストーラは、ライセンス証明書 を以下のフォルダから参照します。

•既定の「ダウンロード」フォルダ
• FileMaker Server インストーラと同じフォルダ
• FileMaker Server のインストールフォルダ配下の CStore / LicenseFile フォルダ
•  Assisted Install.txt ファイルの License Certificate Path パラメーターで指定し
た場所

インストーラがライセンス証明書を参照できないと、FileMaker Server は評価版としてインス
トールされます。
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（2） インストーラのアイコンをダブルクリックします。ユーザアカウント制御のダイアログが表示
された場合は [はい] をクリックします。

図 1-3 FileMaker Server のインストール

（3） 言語に [日本語] を選択して [OK] をクリックします。

図 1-4 FileMaker Serverのインストール

（4） 「FileMaker Server 19 セットアップ」が開始されます、 [次へ] をクリックします。

図 1-5 FileMaker Server のインストール
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（5） 「インストールを始める前に」の説明をよく読み、 [次へ] をクリックします。

図 1-6 FileMaker Server のインストール

（6） 使用許諾契約を確認します。内容に同意できれば [使用許諾契約の条項に同意します] を選択し
て [次へ] をクリックします。

図 1-7 FileMaker Server のインストール

（7） 保存先のフォルダを選択して、[次へ] をクリックします。

図 1-8  FileMaker Server のインストール
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（8） 展開オプションに、[FileMaker Server マスタ] を選択して [次へ] をクリックします。

図 1-9  FileMaker Server のインストール

（9） FileMaker Server ユーザアカウント（FileMaker Server を実行するアカウント）用に、次の
オプションから 1 つを選択します。デフォルトのアカウントを使用するには、[ローカルシステ
ム] を選択して [次へ] をクリックします。

図 1-10 FileMaker Server のインストール
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（10） 所属、およびライセンスキー情報を入力します。所属欄には、購入時のソフトウェアダウンロー
ドページに記載されている所属 (組織名) を入力してください。

図 1-11 FileMaker Server のインストール

（11） FileMaker Server の Admin Console アカウントを設定します。ユーザ名、パスワード、パ
スワード確認、PIN、PIN 確認を入力します。

図 1-12 FileMaker Server のインストール
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（12） [インストール] をクリックします。Microsoft Visual C++ 2017 Redistributable Package

（x64）、Microsoft Application Request Routing（ARR）extension for IIS がインストール
されていない場合、FileMaker Server インストーラによって自動的にインストールされます。

図 1-13 FileMaker Server のインストール
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（13） Bonjour for Windows がインストールされていない場合、FileMaker Server によるインス
トールの許可を求められます。画面に表示される手順に従います。

図 1-14 Bonjour のインストール
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（14） 引き続き FileMaker Sever の展開アシスタントを開始するには、インストーラの最後のステッ
プで [FileMaker Server Admin Console を起動] を選択してから [完了] をクリックします。

一旦インストールを完了させた後、 改めて FileMaker Server を展開する時は [スタート] ボ
タンをクリックして [すべてのプログラム] - [FileMaker Server] - [Claris FileMaker Server 

Admin Console] を選択します。

図 1-15 FileMaker Server のインストール

PIN

PIN（Personal Identification Number）は、システムやシステムからユーザを特定するための、数字またはア
ルファベットを組み合わせた、パスワード、またはコードです。FileMaker Server では、Admin Console へアク
セス可能な管理者のパスワードを、コマンドラインからリセットする際に認証コードとして利用されます。

（引用）PIN 
https://ja.wikipedia.org/wiki/PIN

FileMaker Server では、PIN の桁数は 4 桁ですが、国際標準化機構が定める ISO 9564-1 によると、PIN の長
さは 4 桁 〜 12 桁でなければならないと既定しています。PIN の桁数は長ければ長いほど安全ですが、覚えるのが
難しくなるので 4 桁がちょうどよいのかもしれません。
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1.3 サーバーのファイアウォール
コンピュータ同士が情報をやりとりするにはネットワークを介した通信が不可欠です。FileMaker 
プラットフォームも同様に FileMaker Server とクライアントアプリケーションとの間ではネットワー
クを介した通信が行われます。一般にサーバー OS では悪意を持ったアプリケーションが勝手に通信
を行わないように、ファイアウォールと呼ばれるセキュリティ機能で通信が制御されています。 もち
ろん、FileMaker プラットフォームは悪意をもったアプリケーションではありませんが、デフォルトで
は通信が許可されていません。明示的に通信に利用するポートを指定してファイアウォールを設定する
必要があります。

1.3.1  ［実習］セキュリティが強化された Windows Defender ファイアウォール
を設定

手順に従ってセキュリティが強化されたWindows Defender ファイアウォールを設定してみましょう。

（1） [サーバーマネージャー] - [ツール] - [セキュリティが強化された Windows Defender ファイ
アウォール] を開きます。

（2） 左サイドバーから [受信の規則] を選択します。

（3） 右側の［操作］から [新しい規則...] を選択します。

図 1-16 セキュリティが強化された Windows Defender ファイアウォールを設定
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（4） 規則の種類として [ポート] を選択して、次へ進みます。

図 1-17 セキュリティが強化された Windows Defender ファイアウォールを設定

（5） プロトコルおよびポートで、 [TCP] と [特定のローカルポート] を選択し、「80, 443, 5003, 

16000」を入力して次へ進みます。

※  FileMaker Server にワーカーマシンを 1 台追加する際は「16000」の代わりに「16000 - 

16002」を特定のローカルポートに追加します。

図 1-18 セキュリティが強化された Windows Defender ファイアウォールを設定
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（6） [接続を許可する] を選択して次へ進みます。

図 1-19 セキュリティが強化された Windows Defender ファイアウォールを設定

（7） 規則が適用されるプロファイルとして、 [プライベート] 、 [ドメイン] および [パブリック] を選
択して次へ進みます。

図 1-20 セキュリティが強化された Windows Defender ファイアウォールを設定
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（8） 規則に名前を付けて [完了] をクリックします。

図 1-21 セキュリティが強化された Windows Defender ファイアウォールを設定

閉鎖環境でのインストール
セキュリティ要件の高い一部の病院や企業では、職員や社員を悪意のあるウェブサイトから守るためにイン

ターネットへのアクセスを規制している場合があります。そのような環境下でバージョン 15 までの Windows 版 
FileMaker Server をインストールするには、事前に Microsoft Application Request Routing（ARR）を手動で
インストールしておく必要がありました。バージョン 16 以降からは ARR は FileMaker Server インストーラーに
付属しているため、閉鎖環境でも特に意識することなく FileMaker Server をインストールできるようになりました。

メジャーアップグレードでは機能や性能の向上にばかり目がいきますが、このように気づきにくい箇所もしっか
りと改善されていることが、FileMaker プラットフォームの人気を支える要因のひとつかもしれません。
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1.4 FileMaker Server Admin Console について
FileMaker Server の管理には FileMaker Server Admin Console を使用します。FileMaker 

Server Admin Console とは Web ブラウザを使った GUI（Graphic User Interface）の管理アプ
リケーションです。FileMaker Server Admin Console はサーバー上の Web ブラウザを起動して 
FileMaker Server を直接管理することも、リモートクライアントから Web ブラウザ を使用して遠隔
管理することも可能です。リモートクライアントから遠隔管理する場合、通信は HTTPS（保護された
接続）を使用して行われます。

1.4.1 ［実習］FileMaker Server Admin Console へアクセス
直接管理と遠隔管理の主な違いはプロトコルとポートだけです、手順に従って FileMaker Server 

Admin Console にアクセスしてみましょう。

（引用）FileMaker Server の FileMaker Server Admin Console にアクセスする方法
https://support.claris.com/s/answerview?language=ja&anum=000025073

（1） FileMaker Server Admin Console へアクセスするには、次のいずれかの操作を行います。

FileMaker Server Admin Console への接続元 必要な操作

FileMaker Server を実行しているサーバー上の 
Web ブラウザからの直接管理

Web ブラウザを開いて、次の URL を入力します。
http://localhost:16001

FileMaker Server を実行しているサーバーへアクセ
ス可能なリモートクライアントからの遠隔管理

Web ブラウザを開いて、次の URL を入力します。
https://[ホスト]:16000

[ホスト] には、FileMaker Server の展開における外
部マスタマシンの IP アドレス、または完全修飾ドメ
イン名を指定します。
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1.4.2 ［実習］FileMaker Server の設定
手順に従って FileMaker Server を設定します。実習 1.2.1 最後のステップで [FileMaker Server 

Admin Console を起動] を選択してから [完了] をクリックした場合は、Web ブラウザが起動して 
FileMaker Server Admin Console の画面が表示されます。

（1） 実習 1.2.1 FileMaker Server のインストールで登録した、ユーザ名とパスワードを入力し、[サ
インイン] をクリックします。

図 1-22 FileMaker Server の設定
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（2） FileMaker Server Admin Console アカウントのパスワードを忘れた場合は、fmsadmin 

resetpw コマンドと PIN を使用してパスワードをリセットできます。

※  CLI ( Command Line Interface ) を使った FileMaker Server Admin Console アカウン
トのパスワードのリセットは [実習 1.4.4 FileMaker Server Admin Console のパスワー
ドをリセット] で行います。

図 1-23 FileMaker Server の設定

（3） FileMaker Server Admin Console へのサインインに成功すると FileMaker Server とクラ
イアント間の通信を SSL テクノロジーで暗号化する為に、SSL 証明書をインポートできます。

可能な場合は、[証明機関から受信した SSL 証明書をインポートする] を選択して、SSL 証明書
をインポートしてください。

図 1-24 FileMaker Server の設定
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（4） [SSL 証明書を使用しない] を選択した場合、FileMaker Server とクライアントとの通信が傍受
される可能性があります。

[リスクを受け入れる] をクリックして FileMaker Server Admin Console の設定自体は続け
ることができますが、より安全に FileMaker Server を運用する為に、サポートされている証
明機関が発行する SSL 証明書の導入を検討してください。

※ SSL 証明書は FileMaker Server Admin Console にサインインして、後からインポートす
ることもできます。

図 1-25 FileMaker Server の設定

（5） セキュリティ設定が完了すると、FileMaker Server Admin Console [ダッシュボード] が表示
されます。

FileMaker Server Admin Console は CPU やメモリの利用率、ネットワークスループットと
いった、システムの概要が一目でわかる [ダッシュボード] と5つの管理ページから構成されて
います。

図 1-26 FileMaker Server の設定
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なお、FileMaker Server Admin Console のウインドウの上部右端に日付や通知マーク（鐘
マーク）が表示されていない場合は、ウインドウの横幅を広げると表示されるようになります。

（6） [データべース] ページでは、アップロード済みのカスタム App を表示、ソート、および検索
ができます。

また、データベースの一覧の右にある下方向矢印をクリックすると、データベースを開く、閉
じる、ダウンロード、取り除く、検証、暗号化パスワード消去を行えます。

図 1-27 FileMaker Server の設定
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（7） [バックアップ] ページでは、バックアップされたカスタム App が含まれるフォルダ名、時刻、
ラベル、およびバックアップが保存済みかどうかが表示されます。

バックアップの設定、およびバックアップからのカスタム App の復旧は第 3 章で学習します。

図 1-28 FileMaker Server の設定

（8） [構成] ページでは、データベースサーバーの起動や停止、FileMaker Server に設定された項目
の確認と変更ができます。

後から SSL 証明書をインポートするには [SSL 証明書] ページを選択して、カスタム証明書をイ
ンポートします。カスタム証明書を使ったデータベースの保護は、付録 [SSL 証明書] をご確認
ください。

図 1-29 FileMaker Server の設定
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（9） [コネクタ] ページでは、FileMaker WebDirect、FileMaker Data APIのステータスの確認およ
び設定、ODBC/JDBC、またはプラグインの有効化および無効化の制御をできます。

ODBCや、Webサービスを使った他システムとの連携は、第 4 ～ 5 章にかけて学習します。

図 1-30 FileMaker Server の設定

（10） [管理] ページでは、FileMaker ライセンスの確認および設定、FileMaker Server Admin 

Console へサインインする為のアカウントの管理、OAuth や ディレクトリサービスを利用し
たセキュリティの構成を設定します。

Active Directory を使った外部認証については、第 5 章で学習します。

図 1-31 FileMaker Server の設定
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1.4.3 ［実習］ホストにファイルをアップロード
手順に従って FileMaker Server にカスタム App ファイルをアップロードしてみましょう。

（1） FileMaker Pro で、[ファイル] - [共有設定] - [ホストにアップロード ...] を選択し、[ホストにアッ
プロード] ダイアログを表示します。左上の [ホスト] ポップアップメニューから [お気に入りの
ホスト] または [ローカルホスト] を選択します。表示されたホストの中から、カスタム App を
アップロードしたい FileMaker Server を選びます。目的の FileMaker Server が表示されな
い場合は、[＋] ボタンをクリックして[お気に入りのホストを追加] ポップアップダイアログを
表示して [ホストアドレス] に IP アドレスかドメイン名を直接入力します。

図 1-32 ホストにファイルをアップロード

（2） 手順 （1） で、暗号化された接続に対応していないホストや SSL 証明書が検証できないホストに
接続しようとする場合、接続前に通知されることがあります。このメッセージが表示された場合、
次のいずれかの操作を行います。

ホストに常に接続するには、[常にこのホストへの接続を許可] を選択してから、[接続] をクリッ
クします。ホストは [環境設定] ダイアログボックスの [許可されたホスト一覧] に追加されます。

ホストを [許可されたホスト一覧] に追加せずに接続するには、[接続] をクリックします。

図 1-33 ホストにファイルをアップロード
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（3） [ホストにアップロード] ダイアログの [名前] と [パスワード] に、FileMaker Server Admin 

Console アカウントのユーザ名とパスワードを入力し、[次へ] をクリックします。

図 1-34 ホストにファイルをアップロード

（4） アップロード先のフォルダとアップロードするカスタム App を指定します。 サーバーアドレス
とアップロード先フォルダがダイアログボックスの上部に表示されます。必要な場合、[変更 ...] 

ボタンをクリックしてフォルダを変更、または新しいフォルダを作成できます。

図 1-35 ホストにファイルをアップロード
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（5） 画面下部の [参照 ...] ボタンをクリックしてアップロードするファイルを選びます。最新の 

FileMaker Server ではデフォルトで、完全アクセス権を持つアカウントが、パスワードで保
護されたカスタム App のみアップロードできます。FileMaker Server にアップロード中に、
図 1-37 （左側） のようなアラートが表示される場合、カスタム App の [セキュリティ] を見直
し、完全アクセス権を持つアカウントを、パスワードで保護してください。

クライアントがサーバーでファイルを直ちに使用できるようにする場合は、[アップロード後に 

(サーバー上の) データベースを自動的に開く] を選択します。[アップロード] をクリックします。

図 1-36 ホストにファイルをアップロード

（6） アップロードしたファイルを開くには、ファイルの [FileMaker Pro からファイルを開く] を選
択します。続いて [終了] をクリックします。

図 1-37 ホストにファイルをアップロード
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1.4.4 ［実習］FileMaker Server Admin Console のパスワードをリセット
手順にしたがって FileMaker Server Admin Console のパスワードをリセットします。

（引用）コマンドラインインターフェースの使用
https://help.claris.com/ja/server-help/#page/FMS_Help%2Fcommand-line.html

（1） FileMaker Server をインストールしたマシン、またはインスタンスにログインして、
Windows スタートメニューをクリックし [Windows システムツール] を表示します。

[コマンドプロンプト] をクリックして、コマンドプロンプトを起動します。

図 1-38 Admin Console のパスワードをリセット

（2） 対話形式でパスワードをリセットするには「fmsadmin resetpw」とタイプし [エンターキー] 

を押下します。続く設問では、インストール時に設定した PIN 4桁を入力します。

新しいパスワードの入力、続けてパスワードを再入力します。

入力したパスワードが一致すると Admin Console へサインインする為のパスワードが変更さ
れます。

※  resetpw では対話形式での変更の他に、オプションを指定してパスワードの変更も可能で
す。利用可能なオプションについては、FileMaker Server コマンドラインインターフェー
ス Help を参照してください。

図 1-39 Admin Console のパスワードをリセット
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まとめ
FileMaker Server のインストールは成功しましたか？ オンプレミス環境下のサーバーマシンへ 

FileMaker Server をインストールするのに必要なテクニックは、本章で充分に学習できたかと思いま
す。

次章では CentOS 上で稼働する FileMaker Server for Linux をセットアップしてみましょう。
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第 2章 FileMaker Server for Linux の導入

目標
• 仮想環境を準備し、CentOS 7.8 をインストールできる
• FileMaker Server for Linux をインストールできる
• ホスト OS にインストールした FileMaker Pro から、ゲスト OS にインストールした 

FileMaker Server for Linux にアクセスできる

2.1 FileMaker Server for Linux とは
FileMaker Server for Linux は、サーバーオペレーティングシステム（OS）分野で高いシェアを
誇る Linux で動作する FileMaker Server です。FileMaker Cloud for AWS の登場で、その存在は
既に明らかではありましたが、インストール可能な形で提供されるのは 2001 年の FileMaker Server 
5.5 以来、実に 20 年ぶりのリリースとなります。FileMaker Server には他のクライアントサーバー
システム同様に、高いネットワークパフォーマンスと安定性が要求されるので、それらの高い実績を
誇る Linux はまさに、FileMaker Server 運用環境としては最適ではないでしょうか。また、執筆時点
で公式サポートされているディストリビューションは CentOS version のみとなりますが、Ubuntu、
Debian といった他のディストリビューションでの展開も今後は期待できるかもしれません。

本章では仮想化ソフトウェアである Oracle VM VirtualBox を用いて、FileMaker Server for Linux 
とその実行環境である CentOS のインストールについて、特に注意が必要なポイントを中心に学習し
ていきます。

（引用）Claris FileMaker Server 19 インストールおよび構成ガイド
https://help.claris.com/ja/server-installation-configuration-guide/

2.2 CentOS、Oracle VM VirtualBox について
CentOS は、Red Hat Enterprise Linux（RHEL）のソースから派生した、Linux ディストリビュー
ションの一つです。ディストリビューション名が、Community ENTerprise Operating System（コ
ミュニティベースで開発されたエンタープライズクラスのオペレーティングシステム）に由来してい
る通り、CentOS は RHEL を元に商標や商用パッケージを排除／フリーなものに置き換え  CentOS 
コミュニティーがリビルドした OS です。その為、Linux サーバーのデファクトスタンダードである 
RHEL と高い互換性、そして高い品質を保ちつつも費用が発生しない OS として利用が可能です。

Oracle VM VirtualBox は 既存の OS（ホスト OS）上にアプリケーションの一つとしてインストー
ルされ、この中で追加の OS（ゲスト OS）を実行することができる、オープンソースソフトウェア
の仮想化ソフトウェアです。インストールも簡単に行え多機能なことから、デスクトップ PC 上の 
FileMaker Server for Linux の検証環境として使うには十分なパフォーマンスの製品です。
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それでは早速、Oracle VM VirtualBox に CentOS の仮想環境を準備し FIleMaker Server for 
Linux のインストールを開始してみましょう。

（引用）Wikipedia CentOS
https://ja.wikipedia.org/wiki/CentOS

（引用）Wikipedia VirtualBox
https://ja.wikipedia.org/wiki/VirtualBox

2.2.1 ［演習］CentOS ディスクイメージファイルのダウンロード
物理環境へ OS をインストールするのに DVD ディスク等のインストールメディアが必要なよう

に、仮想環境に OS をインストールするには、ディスクイメージファイル（ISO ファイル）が必要
です。CentOS 公式ウェブサイトでは、バージョン毎の ISO ファイルのダウンロードが可能ですが 
FileMaker Servrer for Linux が公式にサポートしている CentOS version 7.8 は、ダウンロードペー
ジからいくつかのリンクを辿った先にアーカイブされています。以下の URL を参考にして CentOS 
version 7.8 の ISO ファイルをダウンロードし、インストールの準備をします。

※  ISO ファイルにはいくつかの種類があるのですが本演習では CentOS-7-x86_64-DVD-2003.iso 
ファイルを使用してください。

図 2-1 CentOS 公式ウェブサイトとアーカイブサイト

（参考）CentOS 公式ウェブサイト
https://www.centos.org

（参考）CentOS アーカイブサイト
http://isoredirect.centos.org/centos/7/isos/x86_64/
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2.2.2 ［演習］Oracle VM VirtualBox ホストオンリーネットワークの追加
本演習は Oracle VM VirtualBox を事前にダウンロードし、演習を行う PC へのインストールが
済んでいることを前提に学習を進めます。あらかじめ、演習を行う PC 環境にあわせた Oracle VM 
VirtualBox をダウンロードしインストールを完了させてください。

Oracle VM VirtualBox では通常、作成した仮想マシンのネットワークアダプターには NAT
（Network Address Translation）のみが割り当てられます。NAT が設定されている仮想マシンは、
ホスト OS のネットワーク環境を仲介して、インターネットなどの利用は可能なのですが反対に、ホス
ト OS から ゲスト OS へ IP アドレスを指定した通信はできません。この通信を確立するには Oracle 
VM VirtualBox マネージャーのネットワーク設定に、ホストオンリーネットワークを追加して仮想マ
シンのアダプターに追加する必要があります。

（1） Oracle VM VirtualBox を起動して [ツール] - [ネットワーク] を選択します。

図 2-2 Oracle VM VirtualBox ネットワーク

（2） [作成] をクリックして作成された　[vboxnet0] アダプターの内容を確認します。ウインドウ下
部にある IPv4 アドレスと IPv4 ネットマスクは後で CentOS のネットワーク構成に必要な情
報なのでメモしておきます。

※ デフォルトで設定されているネットワーク情報は、次のように表現することもできます。

192.168.56.1/24

これは、ゲスト OS に 192.168.56.2 ～ 192.168.56.254 までの IP アドレスの付与が可能な
アドレス体系を表現し、一般的に CIDR （サイダー）と呼ばれています。
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図 2-3 Oracle VM VirtualBox ネットワーク

2.2.3 ［演習］仮想マシンを作成、CentOS のインストール
Oracle VM VirtualBox に仮想マシンを作成して CentOS をインストールします。なお CentOS の

インストール詳細については、公式ウェブサイトのマニュアルをご覧ください。

（参考）CentOS インストールガイド
https://docs.centos.org/en-US/centos/install-guide/

（1） [新規] をクリックして仮想マシンの名称を [名前] に入力します。[タイプ]、[バージョン] にはそ
れぞれ、「Linux」「Red Hat（64-bit）」を入力しました。

図 2-4 仮想マシンを作成、CentOS のインストール
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（2） 仮想マシンで利用するメモリサイズを、FileMaker Server 19 動作環境を参考に入力します。
実際に割り当てるメモリサイズはご自身の PC のスペックにあわせて調整してください。

（参考）Claris FileMaker 19 動作環境
https://support.claris.com/s/answerview?language=ja&anum=000034947

図 2-5 仮想マシンを作成、CentOS のインストール

（3） 仮想マシンで利用するハードディスクを設定します。本演習では「仮想ハードディスクを作成
する」を選択し、ハードディスクのタイプに VDI（Virtualbox Disk Image）、可変サイズを選
択しました。

サイズは、CentOS が利用するハードディスク領域と FileMaker Server for Linux が利用する
サイズを考慮して 15GB を割り当てました。

※  あまりにも少ないサイズをハードディスクに割り当ててしまうと FileMaker Server for 

Linux をインストールするディスク領域がなくなってしまうので、少し余裕のあるサイズを
割り当てます。

最後に [作成] ボタンをクリックすると、仮想マシンが作成されます。
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図 2-6 仮想マシンを作成、CentOS のインストール

（4） [設定] ボタンをクリックして、仮想マシンの設定を確認します。[ネットワーク] タブにある [ア
ダプター 2] を[ネットワークアダプターを有効化] にチェックを入れます。 [割り当て] から [ホ
ストオンリーアダプター] を選択し、[名前] に演習 2.2.2 で作成した [vboxnet0] を割り当てま
す。この設定を行うことで、2 枚の NIC（Network Interface Card）が利用可能な仮想マシン
が完成します。

図 2-7 仮想マシンを作成、CentOS のインストール
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（5） 続いて仮想マシンの光学ドライブに、ダウンロードした CentOS の ISO ファイルをセットし
ます。[ストレージデバイス] - [コントローラ : IDE] のメディアを選択して、光学ドライブに 

CentOS version7.8 の ISO ファイルを設定します。

[OK] をクリックして設定ウインドウを閉じます。

図 2-8 仮想マシンを作成、CentOS のインストール

（6） 仮想マシンを選択して、[起動] をクリックします。CentOS のインストールが始まります。

本章の演習は全て GUI 環境を用いて行います。

CentOS インストール時の [ソフトウェアの選択] - [ベース環境] では [サーバー（GUI 使用）]、
[開発ツール] を選択してインストールを進めてください。

[インストール先] は、(3) で設定した仮想マシンで利用するハードディスクを指定します。
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図 2-9 仮想マシンを作成、CentOS のインストール

また [ユーザーの作成ステップ] で作成したユーザーは [このユーザーを管理者にする] オプショ
ンを有効にし [wheel] グループに追加されていることを確認します。

指示にしたがって、CentOS のインストールを完了させてください。

図 2-10 仮想マシンを作成、CentOS のインストール
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2.2.4 ［演習］CentOS のセットアップ
これまでの演習で、仮想マシンの設定と CentOS のインストールが完了しました。 本演習では 

CentOS 初期セットアップを完了させつつ、以降の演習を進める上で必要と思われるセットアップを
行い FileMaker Server for Linux をインストールする準備を進めます。

初期セットアップ
CentOS のインストールが完了したら、初期セットアップを完了させます。

（1） [LICENSE INFORMATION] をクリックします。問題なければ、ライセンス契約に同意し [完了] 

をクリックします。

図 2-11 初期セットアップ

（2） [ネットワークとホスト名] をクリックします。演習 2.2.3 で仮想マシンに追加したネットワー
クアダプターを CentOS で利用できるように設定します。

（3） Ethernet の設定が [オフ] になっている場合は [オン] にします。仮想マシンに割り当てたネッ
トワークアダプターが正常に割り当てられている場合 [ネットワークとホスト名] では Ehernet 

プロファイルが 2 つ確認できます。

Ethernet プロファイルを確認します。ホストオンリーアダプターが割り当てられた Ethernet 

プロファイルではデフォルトで、192.168.56.xxx から始まる IP アドレスが割り当てられてい
ます。
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図 2-12 初期セットアップ

（4） [設定] ボタンをクリックします。[全般] タブをクリックして [この接続が利用可能になったとき
は自動的に接続する] をチェックします。

（5） [IPv4 のセッティング] タブをクリックして、自動（DHCP）から手動に [方式] を変更します。

（6） [他の静的アドレス] の [追加] ボタンを押して、わかりやすい IP アドレスを 192.168.56.1/24 

の IP アドレス範囲から選び、[アドレス]、[ネットマスク]、[ゲートウェイ] に入力します。本演
習ではそれぞれ、192.168.56.10、24、192.168.56.1 を設定しました。

（7） [保存] をクリックして、入力内容を反映させます。この設定で、ホスト OS からは IP アドレス
に 192.168.56.10 を指定することで ゲスト OS である CentOS との通信が可能です。

図 2-13 初期セットアップ
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（8） [設定の完了] をクリックして、初期セットアップを完了させます。

図 2-14 初期セットアップ
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Guest Additions のインストール、ディスプレイサイズの変更
初期セットアップが完了したばかりの CentOS は画面のサイズが小さく使いづらいので、Guest 
Additions をインストールして画面のサイズを変更できるようにします。

（1） Oracle VM VirtualBox メニューから [Devices] - [Insert Guest Additions CD Image...] を
クリックします。

（2） CentOS でダイアログが表示されるので [実行する] をクリックします。

図 2-15 Guest Additions のインストール

（3） Guest Additions のインストールが完了すると、Oracle VM VirtualBox メニューから [View] 

- [Virtual Screen1] - [Resize to...] にて画面のサイズを変更可能となります（仮想マシンの再
起動が必要な場合があります）。

図 2-16 ディスプレイサイズの変更
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共有フォルダーの設定
ホスト OS の共有フォルダーを、ゲストOS から参照できるように 仮想マシン CentOS を設定し
ます。

（1） Oracle VM VirtualBox マネージャーから、仮想マシンを選択して [設定] ボタンをクリックし
ます。[共有フォルダー] タブから [新規共有フォルダー] ボタンをクリックして、必要な情報を
入力します。

本演習では [書類フォルダー] を [自動マウント] および [永続化する] オプションを有効にして
設定しました。

図 2-17 共有フォルダーの設定

（2） 共有フォルダーオプションが有効な場合、指定したファルダーが CentOS から参照可能となり
ますが、ルートアカウント以外のユーザーでは、これらのフォルダにはアクセスできません。ター
ミナルを起動して以下のコマンドを入力し、パスワードを入力します。

sudo gpasswd --add {ユーザ名} vboxsf
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図 2-18 共有フォルダーの設定

再ログイン、または CentOS の再起動で、先程までアクセスできなかった、ホスト OS の共
有ドライブがアクセスできるようになりました。

ホスト OS に保存した FileMaker Server for Linux の rpm ファイルなどは、この共有フォル
ダーを介して、ゲスト OS に転送（コピー）できるようになりました。

図 2-19 共有フォルダーの設定
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キーボードの設定
インストールしたばかりの CentOS では、ローマ字／日本語キーボードの入力ソース切替メニュー
が表示されていません。このままでは不便なので、入力ソースを追加して日本語を入力できるよう
に設定します。

（1） [アプリケーション] - [システムツール] - [設定] をクリックして [設定] ウインドウを表示します。
[地域と言語] - [入力ソース] - [+] アイコンをクリックして [入力ソースの追加] ダイアログボッ
クスを表示します。

図 2-20 キーボードの設定

（2） 日本語（かな漢字）を選択し [追加] ボタンをクリックします。CentOS のメニューバーに、キー
ボード切替メニューが表示されました。

図 2-21 キーボードの設定
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2.2.5 ［実習］FileMaker Server for Linux のインストール
CentOS のセットアップが完了しました。「Claris FileMaker Server 19 インストールおよび構成ガ

イド」の「FileMaker Server の 1 台のマシンへのインストール (Linux)」の手順に従い、FileMaker 
Server for Linux を CentOS にインストールします。

Claris FileMaker Server 19 インストールおよび構成ガイド
https://help.claris.com/ja/server-installation-configuration-guide/

Claris FileMaker Server 19.1.2 リリースノート
https://support.claris.com/s/article/Claris-FileMaker-Server-19-1-2-リリースノート?language=ja

（1） オンラインソフトウェアのダウンロードページから FileMaker Server for Linux の zip ファイ
ル、ライセンス証明書をダウンロードします。または、ホスト OS から共有ファルダーを経由
してゲスト OS にコピーします。
※  本演習では zip ファイルをデスクトップに保存しました。また、ライセンス証明書は、ユー
ザーのダウンロードフォルダに保存します。

図 2-22 FileMaker Server for Linux のインストール
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デスクトップに 新しいフォルダを作成して zip ファイルを展開します。

図 2-23 FileMaker Server for Linux のインストール

（2） デスクトップに作成したフォルダを右クリックで選択して [端末で開く] を選択します。ターミ
ナルが起動するので、インストールコマンドを実行します。[ファイル名] には、ダウンロード
した rpm ファイル名を入力します。

sudo yum install [ファイル名]

図 2-24 FileMaker Server for Linux のインストール

パスワードを入力するとインストールが始まります。手順に従って、適切なオプションを選択
します。
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※  「Claris FileMaker Server 19 インストールおよび構成ガイド」ではコマンドラインを用い
たインストール方法が紹介されております。また FileMaker Server に必要な依存パッケー
ジも、インストール時のオプション [開発ツール] のインストールを選択することで、あら
かじめインストールされているので、本実習ではインストールコマンドを入力するだけで 

FileMaker Server for Linux のインストールが開始されます。

図 2-25 FileMaker Server for Linux のインストール
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（3） インストールの途中で FileMaker Server Admin Console のセットアップが実行されます。
指示にしたがって [User Name]、[Password]、[PIN] を入力してセットアップを行い、インス
トールを完了させてください。

図 2-26 FileMaker Server for Linux のインストール
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（4） インストールが完了したら、FileMaker Server Admin Console にアクセスして [セキュリ
ティ設定] を完了させます。

※  CentOS に付属するブラウザ（Firefox）は FileMaker Server Admin Console には対応
していないので、ホスト OS のブラウザからアクセスします。

無事に FileMaker Server for Linux のインストールが完了しました。

※  ホスト OS から FileMaker Server Admin Console にアクセスできない場合、OS の再起
動が必要になる場合があります。また、再起動の際にネットワークインターフェースが自動
的に有効になるように [自動接続する] オプションを有効にしてください。

図 2-27 FileMaker Server for Linux のインストール
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（5） ホスト OS の FileMaker Pro を起動して、ゲストOS の IP アドレスを指定し、FileMaker 

Server for Linux でホストされているサンプルファイルにアクセスができるか確認します。

図 2-28 FileMaker Server for Linux のインストール

（6） ホスト OS から無事にカスタム App を開くことができました。最後に CentOS のファイア
ウォール設定、ネットワーク設定を再確認してください。

FileMaker Server for Linux のインストールが完了すると public ゾーンに対して FileMaker 

Server の動作に必要なポートが解放されています。
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図 2-29 FileMaker Server for Linux のインストール

まとめ
FileMaker Server for Linux は設定できましたか？GUI インターフェースを使うことで CentOS 

環境といえどもインストールはそれほど難しくはなかったと思われます。

次章からはいよいよ FileMaker Server を運用するために必要な知識と技術を学習します。
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第 3章 FileMaker Server の運用

目標
• スケジュールを使ったバックアップ、スクリプトを設定できる
• バックアップからカスタム App を復旧できる
• FileMaker Server をアップデートできる
• FileMaker Admin API を使って FileMaker Server を管理できる

3.1 カスタム App のバックアップ
FileMaker Server は、以下 4 つの方法でカスタム App のバックアップを提供します。偶発的な事
故や、ユーザの意図しない操作等からカスタム App を保護するために、これらを組み合わせた包括的
なバックアップの実行はとても重要です。

カスタム App は必ず FileMaker Server 標準のバックアップ機能を使って保存してください。他社
製のバックアップソフトウェアを使うと一時停止していない動作中のカスタム App がバックアップ対
象となるので、その運用に問題が発生するばかりでなくバックアップファイルに修復不能な損傷が発生
することがあります。

保存されたバックアップはさらに、FileMaker Server が稼働してるサーバーとは別の場所（オフサ
イト）に保存しておくことを推奨します。サーバーのハードドライブが完全に読み取れなくなる災害が
発生してもオフサイトに保存されたバックアップファイルからカスタム App を復旧できます。バック
アップについての詳細は FileMaker Server ヘルプを参照してください。

（参考）データベースのバックアップ
https://help.claris.com/ja/server-installation-configuration-guide/#backups

（参考）FileMaker Server ヘルプ　バックアップオプションの理解
https://help.claris.com/ja/server-help/#page/FMS_Help%2Fconfig-backup-about.html%23
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FileMaker Server が提供するバックアップ方法

バックアップ 追加設定 保存世代数 内容

自動バックアップ なし 7世代 共有された全てのカスタム App のバック
アップを 1 日 1 回実行します。

オンデマンド 
バックアップ なし なし

[今すぐバックアップ] をクリックして、共有
された全てのカスタム App のバックアップ
をいつでも実行できます。

スケジュール 
バックアップ

開始日、終了日、 
頻度、検証、 
クローン

99世代

選択したカスタム App のバックアップ
を、指定した時刻と頻度で実行します。前回
のバックアップから変更が生じたカスタム 
App を除き FileMaker Server は、前回の
バックアップファイルへのハードリンクのみ
を作成し、ディスクスペースを節約します。

プログレッシブ 
バックアップ なし 2世代

プログレッシブバックアップは初回に共有プ
ログレッシブバックアップは初回に共有され
ているすべてのカスタム App の完全なバッ
クアップを作成します。以降は指定された間
隔で差分のみをバックアップとして保存する
ので、サーバーパフォーマンスへの影響も少
なくバックアップスケジュールより速く実行
できます。

カスタム App の命名規則
FileMaker Server 16 までの FileMaker Server Admin Console では、データベースフォルダ内のカスタム 

App の利用状況を「サブフォルダ単位」でまとめて表示することができました。ファイル名に統一された接頭辞が
なくても、関連するファイル群をサブフォルダに内包し FileMaker Server で共有することで、Admin Console 上
でカスタム App を構成しているファイルがどれか、すぐに把握できたのです。

最新の Admin Console では「サブフォルダ単位」でカスタム App を一覧を表示できないかわりに、ファイル名
でフィルタリングしたり、並び替えができるようになりました。FileMaker Server 16 以前の FileMaker Server 
Admin Console のようにカスタム App を構成するファイル群をまとめて表示するには、ファイル名に統一した接
頭辞／接尾辞をつけてフィルタリングする事で同様の表示が可能です。



FileMaker Server の運用
　カスタム App のバックアップ　

51

1章

2章

3章

4章

5章

6章

付録

3.1.1 ［実習］スケジュールバックアップの設定
FileMaker Server で共有されている全てのカスタム App を対象に、手順に従ってFileMaker 

Server Admin Console 上でスケジュールバックアップを設定してみましょう。

（1） [バックアップ] - [バックアップスケジュール] タブで [スケジュールの作成] をクリックします。

図 3-1 スケジュールバックアップの設定

（2） [スケジュール名] に任意の名前を入力します。

図 3-2 スケジュールバックアップの設定

（3） [バックアップタイプ] に [すべてのデータベース] を選択します。

（4） [バックアップフォルダ] に任意のパスを入力します。

（5） [保持するバックアップの数] に任意の数を入力します。

[クローン] を有効にすると FileMaker Server は、データを持たないカスタム App の複製を作
成します。カスタム App が破損した場合、破損する前の世代のクローンファイルに、修復し
たカスタム App のデータを移し替えて復旧します。修復したカスタム App は、ファイルが損
傷している可能性があり、そのまま使い続けることは大変危険です。
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[検証] を有効にすると、スケジュールバックアップ完了時に、カスタム App に損傷がないか
一貫性チェックを行い、データベースの整合性を検証します。このオプションを有効にすると
検証を完了するまでの間、FileMaker Server で共有されたカスタム App の動作速度が遅くな
ることがあります。FileMaker Server は、一貫性チェックの成功または失敗を示すメッセー
ジを [event.log] に記録します。

（6） [繰り返し] - [頻度] に [毎日] を指定して、その他はデフォルトのままにします。

（7） [保存] をクリックして、スケジュールバックアップを保存します。

図 3-3 スケジュールバックアップの設定

（8） 作成したスケジュールを実行するには、スケジュールを選択して [今すぐ実行] をクリックしま
す。バックアップフォルダに指定したパスに、バックアップが作成されたか確認します。

バックアップしたカスタム App に損傷がないか確認するには [構成] - [ログ] - [ログファイル] 

からダウンロードするログに [event.log] を選択し、ダウンロードしたログファイルをメモ帳
などで開いて確認します。

（9） スケジュールバックアップを定期的に実行するにはトグルスイッチをクリックして [有効] に設
定します。

図 3-4 スケジュールバックアップの設定
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3.1.2 ［実習］プログレッシブバックアップの設定
プログレッシブバックアップを設定するには、設定の有効化、保存間隔の設定、バックアップフォル
ダのパスを指定してします。手順に従ってプログレッシブバックアップを設定してみましょう。

（1） [構成] - [フォルダ] タブでトグルスイッチをクリックして [プログレッシブバックアップ] を有
効にします。

図 3-5 プログレッシブバックアップの設定

（2） [プログレッシブバックアップ] ダイアログが表示されます。説明をよく読み [OK] をクリック
します。

図 3-6 プログレッシブバックアップの設定

（3） 必要な場合 [プログレッシブバックアップフォルダパス] に任意のパスを入力し [保存] クリック
します。入力されたパスが無効な場合アラートが表示されます。FileMaker Server がアクセ
ス可能なパスを入力してください。
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図 3-7 プログレッシブバックアップの設定

（4） プログレッシブバックアップフォルダに指定したパスに [IncrementalBackup_] からはじまる
バックアップフォルダが作成されたか確認します。

図 3-8 プログレッシブバックアップの設定

80, 443 ポートの競合
FileMaker Server で共有されているカスタム App では、オブジェクトフィールドに格納した映像や、PDF 書

類をレイアウトオプション [インタラクティブコンテンツ] として用途を最適化した場合、画面上でその内容を表示、
閲覧できるようになります。

FileMaker Server からインタラクティブコンテンツをクライアントへデータを送信するには 80、443 ポートが
使用されますが、サーバーハードウェアのメーカーによってはまったく同じ 80、443 ポートを使用したブラウザベー
スのサーバー管理ツールが同梱され、FileMaker Server と競合するケースがあるようです。

競合が発生すると、レイアウト画面に配置したインタラクティブコンテンツが表示されなくなりますが、開発者
はカスタム App の設定やクライアント PC 環境を見直しても原因がわからないことが多いようです。インタラク
ティブコンテンツが表示されない場合は、サーバー管理ツールとポートが競合していないか、設定を見直してみてく
ださい。
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3.1.3 ［実習］プログレッシブバックアップファイルからの復旧
プログレッシブバックアップが有効になると、入力したプログレッシブバックアップフォルダに関連
フォルダが作成されます。手順に従ってプログレッシブバックアップからカスタム App を復旧してみ
ましょう。

（参考）プログレッシブバックアップフォルダの設定
https://help.claris.com/ja/server-help/#page/FMS_Help%2Fconfig-folders-progressive.html

（参考）プログレッシブバックアップからのデータベースの復元
https://help.claris.com/ja/server-help/#page/FMS_Help%2Fconfig-restore-progressive.html

（1） [データベース] ページにアクセスして、目的のカスタム App を閉じます。

図 3-9 プログレッシブバックアップファイルからの復旧

（2） データベースが閉じたことを確認して、FileMaker Server からカスタム App を取り除きます。
ダイアログが表示されるので [OK] をクリックします。

図 3-10 プログレッシブバックアップファイルからの復旧
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（3） （プログレッシブバックアップフォルダを開いて目的のバックアップをコピーし、安全な場所に
複製します。本書では、デスクトップに複製しました。

図 3-11 プログレッシブバックアップファイルからの復旧

複製したカスタム App は、関連するファイルと共にローカルマシン環境に移動して、
FileMaker Pro で開き、ファイルに不具合がないか確認してもよいかもしれません。

（4） バックアップされたカスタム App を再び FileMaker Server へアップロードし、共有を開始
します。

プログレッシブバックアップから、カスタム App を復旧できました。

図 3-12 プログレッシブバックアップファイルからの復旧
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3.2 FileMaker Server のアップデート
FileMaker Server の新しいバージョンやアップデートはフルインストーラとして入手できます。
インストーラを購入時の Claris オンラインソフトウェアダウンロード (ESD) ページまたは Claris 
Customer Console からダウンロードします。詳細については FileMaker Server ヘルプを参照する
か、Claris の Web サイトのサポートリソースをご覧ください。

なお、リリースノートについては、Claris の「アップデートとリソースノート」のサイトからも入手
できます。

（参考）アップデートとリリースノート
https://www.claris.com/ja/resources/downloads/

3.2.1 ［実習］FileMaker Server のアップデート
手順に従って FileMaker Server のインストーラを入手し、FileMaker Server をアップデートして
みましょう。

（1） Claris オンラインソフトウェアダウンロードページにアクセスして、目的のインストーラをダウ
ンロードします。

図 3-13 FileMaker Server のアップデート

（2） FileMaker Server を停止します。[構成] - [一般設定] から [データベースサーバーの停止] をク
リックします。必要な場合、クライアントへ送信するメッセージと、遅延時間を任意で入力し
て [データベースサーバーの停止] をクリックします。

図 3-14 FileMaker Server のアップデート
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図 3-15 FileMaker Server のアップデート

（3） [Windows スタートメニュー] - [Windows 管理ツール] から [サービス] を起動し、FileMaker 

Server サービスを停止します。

図 3-16 FileMaker Server のアップデート
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（4） ダウンロードしたインストーラを実行します。

（5） 必要な場合、インストーラの実行が完了したら、FileMaker Server サービスを起動してください。

図 3-17 FileMaker Server のアップデート

（6） データベースサーバーが起動していない場合、[データベースサーバーの起動] をクリックします。

[データベースサーバーを自動的に起動する] オプションを有効にすると FileMaker Server 

サービス開始時にデータベースサーバーも自動的に起動されます。

図 3-18 FileMaker Server のアップデート
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3.3 FileMaker Admin API
Claris FileMaker Admin API は、FileMaker Server Admin Console、FileMaker Admin CLI 

(Command Line Interface) に続く、FileMaker Server で利用可能な第 3 の管理ツールです。この 
FileMaker Admin API は RESTful な API として、バラエティーに富んだリクエストに応じて、その
戻り値を JSON フォーマットで取得できます。既に FileMaker Data API を利用したことのあるユー
ザにとっては、よく似た振る舞いをするため理解しやすい機能かと思われます。FileMaker Admin 
API は、FileMaker Admin CLI と違って、macOS のターミナルから cURL を使ったコマンドライン
からの呼び出しばかりではなく、Postman や Fiddler といったリッチなテスト環境からの呼び出しに
も対応します。また従来の FileMaker Server Admin Console や Admin CLI では実現が難しかった、
複数台の FileMaker Server のステータス表示やその管理を、呼び出し先の URL を変更するだけで実
現できます。

FileMaker Admin API の代表的な利用方法としては、PowerShell、Bash、Perl、Python といった
スクリプト言語や FileMaker の [URLから挿入] スクリプトステップを使って、運用中の FileMaker 
Server の設定値やスケジュールを取得・設定することが挙げられます。FileMaker Admin API の詳
細については FileMaker Admin API Reference を参照してください。

（参考）Claris FileMaker Server Admin API Reference
https:// [FileMaker Server FQDN] /fmi/admin/apidoc/

図 3-19 FileMaker Admin API
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3.3.1 ［実習］Postman の準備
本書では 代表的な API 開発環境のひとつ Postman を使い FileMaker Admin API の呼び出し
と、その処理の流れを学習します。事前に Postman 公式ウェブサイトから Postman をダウンロード
してインストールしてください。インストールが完了し、画面の指示に従い必要な設定が完了すると、
Postman の初期画面が表示されます。本実習では Postman のインストール手順については本書では
割愛しますが、Postman をより便利に使う為に [実行環境] の登録と [コレクション] の登録を学習しま
す。

（参考）Postman 公式ウェブサイト
https://www.postman.com

（1） Postman を起動します。

（2） ウィンドウ右上にある [歯車] ボタンをクリックして [MANAGE ENVIRONMENTS] ダイアロ
グを表示します。

（3） [Add] ボタンをクリックして、Postman の実行環境を新規登録します。

（4） [Environment Name] には、この実行環境の識別名称を入力します。[VARIABLE] には 

[host]、[token] の 2 つの変数を登録します。実行環境に登録した変数は、あとから登録する、
FileMaker Data API リクエストの プロパティとして指定し、使い回しができるようになります。

（5） 変数 [host] の [INITIAL VALUE] には、FileMaker Admin API の FQDN を登録します。

（6） 変数 [token] の [INITIAL VALUE] は空欄とし、値の登録をしません。変数 [token] は、
FileMaker Admin API Authentication リクエストで取得したトークンを [CURRENT 

VALUE] に登録できるからです。

（7） 最後に [Add] ボタンをクリックして、実行環境の登録を完了させ、動作環境を切り替えます。
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図 3-20 FileMaker Admin API 一般設定の取得

（8） 続いて、画面左上にある [+New] ボタンをクリックします。[Collection] ボタンをクリックし
て、新規コレクションを追加します。コレクションは、Postman で作成した API リクエストを
分類して保管ができる、オペレーティングシステムのフォルダのような機能です。

（9） [Name] に FMS Admin API と入力し [Create] ボタンをクリックします。Postman の準備が
できました。
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図 3-21 FileMaker Admin API 一般設定の取得



FileMaker Server の運用
　FileMaker Admin API　

64

3.3.2 ［実習］FileMaker Admin API アクセストークンの取得
FileMaker Admin API を使って FileMaker Server の一般設定を取得してみましょう。FileMaker 

Admin API では FileMaker Admin Console のログイン資格情報を使って認証を行い、認証に成功
すると認証情報としてアクセストークンを取得できます。以降の  FileMaker Aamin API リクエスト
では、アクセストークンをヘッダーに認証情報として埋め込むことで、利用者は API リクエストの実
行が可能となります。アクセストークンは、FileMaker Admin API に [ログアウト] をリクエストする
か、そのアクセストークンを使った最後の呼び出しから 15 分経過するまで有効です (アクセストーク
ンが有効な間は、そのアクセストークンを指定して呼び出しを行うたびにセッションタイムアウトカウ
ンタがゼロにリセットされます)。

（1） Postman を起動します。

（2） 画面左上にある [+New] ボタンをクリックします。[Request] ボタンをクリックして、新規リ
クエストを追加します。

図 3-22 FileMaker Admin API 一般設定の取得

（3） [Request Name] に Login と入力します。[Select a collection or folder to save to:] には、
先程登録したコレクション FMS Admin API を指定し、 [Save to FileMaker Server Admin 

API] ボタンをクリックします。

図 3-23 FileMaker Admin API 一般設定の取得
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（4） メソッド、エンドポイント、ヘッダーに必要な内容を入力します。入力に必要なパラメーター
は以下の通りです。

なお、Authorization に設定するアカウント名とパスワードは Base 64 にエンコードする必要
がありますが、FileMaker Pro のデータビューアと Base64Encode 関数を使うと簡単に取得
できます。

図 3-24 FileMaker Admin API 一般設定の取得

メソッド：エンドポイント
POST：{{host}}/fmi/admin/api/v2/user/auth

ヘッダー
項目 タイプ 値

Authorization ストリング "Basic " + Base64 でエンコードされた、アカウント名:
パスワード

（5） パラメーターの入力が完了したら [Send] ボタンをクリックします。サインインに成功すると
アクセストークンを取得できます。

図 3-25 FileMaker Admin API 一般設定の取得
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（6） 先程 Postman 実行環境に登録した [token] 変数に、取得したアクセストークンを代入します。
[Tests] タブで postman.setEnvironmentVariable を使い、変数名と値を登録します。登録さ
れた変数は {{変数名}} と記述して、取得したデータの再利用ができます。

アクセストークンが取得できました。

図 3-26 FileMaker Admin API 一般設定の取得
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3.3.3 ［実習］FileMaker Admin API サーバーステータスの取得
取得したアクセストークンを使って FileMaker Server のサーバーステータスを取得してみましょう。

（1） 画面左上にある [+New] ボタンをクリックして新規リクエストを作成します。[Request 

Name] の名称を Get Server Status にして [Save to FileMaker Server Admin API] ボタン
をクリックします。

（2） メソッド、エンドポイント、ヘッダーに必要な内容を入力します。入力に必要なパラメーター
は以下の通りです。

図 3-27 FileMaker Admin API サーバーステータスの取得

メソッド：エンドポイント
GET：{{host}}/fmi/admin/api/v2/server/status

ヘッダー
項目 タイプ 値

Authorization ストリング "Bearer " + {{token}}
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（3） パラメーターの入力が完了したら [Send] ボタンをクリックします。JSON 形式でデータベー
スサーバーの稼働状況 [status] を取得できます。

今回はデータベースサーバーが稼働しているので、[RUNNING] という値を取得しました。

図 3-28 FileMaker Admin API サーバーステータスの取得
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3.3.4 ［実習］FileMaker Admin API サーバーステータスの変更
取得したアクセストークンを使って FileMaker Server のサーバーステータスを変更してみましょ
う。 [status] に [STOPPED] を指定することでデータベースサーバーを停止できます。

（1） 新規リクエストを作成します。[Request Name] の名称を Update Server Status にして [Save 

to FileMaker Server Admin API] ボタンをクリックします。

（2） メソッド、エンドポイント、ヘッダー、ボディに必要な内容を入力します。入力可能なパラメー
ターは以下の通りです。

図 3-29 FileMaker Admin API サーバーステータスの変更
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メソッド：エンドポイント
PATCH：{{host}}/fmi/admin/api/v2/server/status

ヘッダー
項目 タイプ 値

Authorization ストリング "Bearer " + {{token}}

Content-Type ストリング application/json

ボディ
項目 タイプ 値

status ストリング "RUNNING" or "STOPPED"

messageText ストリング データベースサーバーを停止したときにFileMakerク
ライアントに送信するメッセージを指定します。

graceTime 整数 データベースサーバーを停止するまでに待機する秒数
を指定します。

ボディはヘッダー同様に、Key/Value 形式で FileMaker Server に送信するパラメーターを編
集することもできますが、[raw] を指定しテキスト形式で直接編集することもできます。

※  最新の Postman では手順によって、いくつかのヘッダーが自動生成される場合があります。
既存の [Content-Type] が生成されている場合は、正しい値を再設定してください。

（3） パラメーターの入力が完了したら [Send] ボタンをクリックします。データベースサーバーの
停止に成功するとJSON 形式で [response] として status [STOPPED] を取得できます。

図 3-30 FileMaker Admin API サーバーステータスの変更
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（4） FileMaker Server Admin Console にアクセスして、データベースサーバーが本当に停止し
たか確認します。

 

図 3-31 FileMaker Admin API サーバーステータスの変更
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3.3.5 ［実習］FileMaker Admin API スケジュールの作成
取得したアクセストークンを使って FileMaker Server のスケジュールを作成してみましょう。

（1） 新規リクエストを作成します。[Request Name] の名称を Create Backup Schedule にし 

[Save to FileMaker Server Admin API] ボタンをクリックします。

図 3-32 FileMaker Admin API スケジュールの作成

（2） メソッド、エンドポイント、ヘッダー、ボディに必要な内容を入力します。入力に必要にパラメー
ターは以下の通りです。

※  最新の Postman では手順によって、いくつかのヘッダーが自動生成される場合があります。
既存の [Content-Type] が生成されている場合は、正しい値を再設定してください。
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図 3-33 FileMaker Admin API スケジュールの作成

メソッド：エンドポイント
POST：{{host}}/fmi/admin/api/v2/schedules/backup

ヘッダー
項目 タイプ 値

Authorization ストリング "Bearer " + {{token}}

Content-Type ストリング application/json
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ボディ
項目 タイプ 制限 値

name ストリング
"?!\s*$" から始
まらない 1文字以
上、31文字までの
文字列

スケジュール名。 このパラメーター
を空の文字列または空白文字の文字
列にすることはできません。

backupType オブジェクト バックアップスケジュールのパラメー
タ

├ resourceType ストリング

"ALL_DB"、 
"DB_IN_
FOLDER"、
"SINGLE_DB"
のうちどれか

バックアップ対象のデータベースの
タイプ

├ backupTarget ストリング
"?!\s*$" から始
まらない 1文字以
上の文字列

バックアップフォルダのパス。 この
パラメーターを空の文字列または空
白文字の文字列にすることはできま
せん。

├ maxBackups 整数 0 .. 99

保持するバックアップの最大数。 こ
のパラメーターを指定せずにスケ
ジュールを作成すると、デフォルト
値の1が使用されます。

├ resource ストリング
"?!\s*$" から始
まらない 1文字以
上の文字列

FileMaker Database フォルダー
パス。 resourceType = DB_IN_
FOLDERまたはSINGLE_DBの場
合にのみ必要です。 このパラメー
ターを空の文字列または空白文字の
文字列にすることはできません。

├ clone ブーリアン

バックアップファイルのクローンを
作成するかどうか。 このパラメー
ターを指定せずにスケジュールを作
成すると、デフォルト値の「false」
が使用されます。

├ verify ブーリアン

整合性チェックを実行するかどうか
を指定します。このパラメーターを
指定せずにスケジュールを作成する
と、デフォルト値の「false」が使用
されます。
※ このオプションを有効にすると、
バックアップファイルのエラーを検
出できます。 ただし、このオプショ
ンが有効になっているバックアップ
操作は完了するまでにかなり長い時
間がかかり、マスターマシン上の他
のアクティビティが遅くなる可能性
があります。

sendEmail ストリング 
配列

通知を送信するメールアドレス。 空
の配列は、電子メールの送信を無効
にします。
※ 電子メールを送信するには、
SMTP構成が必要です。

enabled ブーリアン

スケジュールの実行を有効または無
効にします。スケジュールの実行が
有効になっているかどうかを確認す
る。 
※ このパラメーターを指定せずにス
ケジュールを作成すると、デフォル
ト値の「false」が使用されます。

onceType オブジェクト
メソッドに POST または PATCH 
と併用すると、指定した日時に実行
するスケジュールを作成または編集
できます。

└ startTime 
Stamp ストリング

yyyy-mm-
ddThh： 
mm：ss 
（24時間形式）

スケジュールの開始日時を、以下の
形式で指定します。
yyyy-mm-ddThh：mm：ss（24
時間形式）
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項目 タイプ 制限 値

weeklyType オブジェクト
メソッドに POST または PATCH 
と併用すると、曜日を指定して、定
期的に実行するスケジュールを作成
または編集できます。

├ daysOf 
TheWeek

ストリング 
配列

"SUN"、"MON"、 
"TUE"、"WED"、 
"THU"、"FRI"、 
"SAT" の組み合
わせ

スケジュールを実行する曜日ごとの
略称の組み合わせを配列で指定しま
す。

├ startTime 
Stamp ストリング

yyyy-mm-
ddThh： 
mm：ss 
（24時間形式）

スケジュールの開始日時を、以下の
形式で指定します。
yyyy-mm-ddThh：mm：ss（24
時間形式）

├ endDate ストリング yyyy-mm-dd
スケジュールの終了日を、以下の形
式で指定します。
yyyy-mm-dd

├ repeatTask オブジェクト 1日以内にタスクを繰り返すかどう
か指定します。

│ ├ repeat 
Interval ストリング "MINUTES"  

または "HOURS"
スケジュールを繰り返すための時間
単位を指定します。

│ ├ repeat 
Frequency 整数 1 .. 60

1 日以 内にスケジュールを繰
り 返 す 回 数 を 指 定 し ま す。 
repeat Inter val = MINUTES 
の 場 合 は 1 ～ 60 の 整 数、
repeatInterval = HOURS の場合
は 1 ～ 24 の整数でなければなりま
せん。

│ └ endTime ストリング hh：mm：ss 
（24時間形式）

スケジュールを繰り返すための終了
時刻を、以下の形式で指定します。
hh：mm：ss（24時間形式）

everyndays 
Type オブジェクト

メソッドに POST または PATCH 
と併用すると、2、3、または 4 日ご
となど、特定の間隔（日数）のスケ
ジュールを作成または編集できます。

├ dailyDays 整数 1 .. 999

スケジュールを実行する日の間隔。 
たとえば、3 は 3日ごとにスケジュー
ルを繰り返します。 このパラメー
ターを指定せずにスケジュールを作
成すると、デフォルト値の 1 が使用
されます。

├ startTime 
Stamp ストリング

yyyy-mm-
ddThh： 
mm：ss 
（24時間形式）

スケジュールの開始日時を、以下の
形式で指定します。
yyyy-mm-ddThh：mm：ss（24
時間形式）

├ endDate ストリング yyyy-mm-dd
スケジュールの終了日を、以下の形
式で指定します。
yyyy-mm-dd

└ repeatTask オブジェクト 1日以内にタスクを繰り返すかどう
か指定します。

├ repeat 
Interval ストリング "MINUTES"  

または "HOURS"
スケジュールを繰り返すための時間
単位を指定します。

├ repeat 
Frequency 整数 1 .. 60

1 日以 内にスケジュールを繰
り 返 す 回 数 を 指 定 し ま す。 
repeat Inter val = MINUTES 
の 場 合 は 1 ～ 60 の 整 数、
repeatInterval = HOURS の場合
は 1 ～ 24 の整数でなければなりま
せん。

└ endTime ストリング hh：mm：ss 
（24時間形式）

スケジュールを繰り返すための終了
時刻を、以下の形式で指定します。
hh：mm：ss（24時間形式）
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例：サンプル JSON

{
 "backupType" :
 {
   "backupTarget" : "filewin:/C:/Program Files/

FileMaker/ FileMaker Server/Data/Backups/",
  "clone" : true,
  "maxBackups" : 7,
  "resourceType" : "ALL_DB",
  "verify" : false
 },
 "enabled" : true,
 "name" : "毎日",
 "sendEmail" : [ "admin@fmp.cloud" ],
 "weeklyType" :
 {
  "daysOfTheWeek" : [ "SUN", "MON", "TUE" ],
  "endDate" : "2021-12-31",
  "repeatTask" :
  {
   "endTime" : "01:00:00",
   "repeatFrequency" : 1,
   "repeatInterval" : "HOURS"
  },
  "startTimeStamp" : "2020-01-01T01:00:00"
 }
}

（3） パラメーターの入力が完了したら [Send] ボタンをクリックします。バックアップスケジュー
ルの作成に成功すると JSON 形式で作成されたスケジュールを取得できます。

図 3-34 FileMaker Admin API スケジュールの作成
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（4） FileMaker Server Admin Console にアクセスして、スケジュールが本当に作成されたか確
認します。

図 3-35 FileMaker Admin API スケジュールの作成

3.3.6 ［実習］FileMaker Admin API カスタム App

サンプルファイル 「AdminAPI_接続テスト.fmp12」 には、Admin API をより理解するためのスク
リプトステップが多数含まれています。FileMaker Admin API とその利用方法は、これまでの演習と、
Claris のドキュメントを参考にしてください。

FileMaker Pro で「AdminAPI_接続テスト.fmp12」を開き「ServerAddress」フィールドの値を
変更し、スクリプトデバッガを開いた状態でログイン、ログアウト、サーバーステータスの取得などの
スクリプトを実行してみてください。どのような cURL オプションで、どのような JSON 形式の引数
を用いて、どのような JSON オブジェクトが応答されるのかを確認してください。

図 3-36 AdminAPI_接続テスト .fmp12
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まとめ
FileMaker Server の運用イメージはつかめたでしょうか？ FileMaker Server はサーバーステー

タスの取得や、その値を設定するのに、FileMaker Server Admin Console をはじめ、FileMaker 
Admin API、FileMaker Admin CLI を利用できます。FileMaker Server の運用管理者は FileMaker 
Server Admin Console のような、GUI を有したリッチな管理ツールをいつでも利用可能なわけでは
ありません。いざという時に備えて FileMaker Admin API、FileMaker Admin CLI の操作にも慣れ
ておくことをお勧めします。

コマンドプロンプト（Windows）やターミナル（macOS）を使用して作業用フォルダに移動
システム管理者は、コマンドプロンプトやターミナルを使った CLI（Command Line Interface） での作業が多

くなりがちです。CLI で目的のフォルダに移動するには専用のコマンド「cd（チェンジディレクトリ）が用意され
ているのですが、入力補完を駆使しつつも移動先パスを全てキーボードでタイプするには、操作に慣れていないと時
間がかかります。目的のフォルダまで簡単に移動するには、以下の方法を試してください。

Windows の場合：  エクスプローラーで目的のフォルダを表示して、[Shift キー] を押しながら [右クリック]、コ
ンテキストメニューから、[コマンドウィンドウでここを開く] を選択します。

macOS の場合： Finder で目的のフォルダを表示して、Dock のターミナルアイコンにドラッグします。
※事前に /アプリケーション/ユーティリティ/ターミナルを起動しておきます。

このように、GUI（Graphical User Interface） と CLI をうまく組み合わせると、簡単に目的のフォルダで作業が
開始できます。
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第 4章 他システムとの連携

目標
• ODBC 接続を利用できる
• ESS 機能を利用できる
• Actual ESS Adapter 機能を利用できる

4.1 ODBC接続
ODBC（Open DataBase Connectivity）はデータベースを利用するためのオープンスタンダー
ドな Application Programming Interface（API）です。接続先データベースに対応した ODBC ド
ライバと、ODBC ステートメント（API の関数呼び出しと、SQL 言語）を使用することで Microsoft 
SQL Server、MySQL、Oracle Database といった様々なデータベースへアクセスできます。

FileMaker Server をクライアントアプリケーションとして使用するには、FileMaker Server をイ
ンストールしたサーバー上で接続先データソースに対応した ODBC クライアントドライバをインス
トールしてシステム DSN（Data Source Name）をセットアップする必要があります。FileMaker 
Pro や FileMaker Go が FileMaker Server で共有されたカスタム App を介して外部データベースへ
接続すると FileMaker Server はその接続を外部データベースへ中継します。

つまり、FileMaker Server に接続している個々のクライアントでは ODBC のセットアップは不要
となるのです。ODBC についての詳細は「Claris FileMaker ODBC と JDBC ガイド」を参照してく
ださい。

（参考）FileMaker Server での ODBC と JDBC の使用
https://help.claris.com/ja/server-help/#page/FMS_Help%2Fxdbc-about.html

本章では macOS がアクセス可能な場所に MySQL が稼働し、MySQL 公式ウェブサイトで配布して
いるサンプルデータベース sakila がインストールされていることを前提に学習を進めます。

接続するデータベース MySQL

IPアドレス 192.168.50.10

ポート 3306

スキーマ sakila

ユーザ admin
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4.1.1 ［実習］ODBC Manager セットアップ
手順にしたがって ODBC Manager をセットアップし MySQL へ接続しましょう。macOS から 

MySQL へ ODBC 接続する方法はいくつか存在しますが Actual Technologies 社が提供する ODBC 
Manager を使うのが簡単で確実です。ODBC Manager 自体は Actual Technologies 社が提供して
いる製品にバンドルされているので、接続対象データソースに対応した製品を購入するか、評価版をダ
ウンロードしてインストールできます。

図 4-1 Actual ODBC Driver Pack のインストール

評価版ライセンスのインストールオプションでは、Actual Open Source Databases を選択すると、
MySQL、PostgreSQL、および SQLite へ接続するための ODBC クライアントドライバをインストー
ルできます。ODBC マネージャーのインストールが完了したらシステム DSN のセットアップを行い
ます。Actual Technologies 社が提供する ODBC クライアントドライバー評価版ライセンスは、デー
タソースにリクエストして得られるレコード数に制限がありますが、セットアップ手順は製品版とまっ
たく同じです。

（1） インストールされた ODBC Manager を起動して、システム DSN タブを選択します。

図 4-2 ODBC Manager セットアップ
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（2） [追加] ボタンをクリックして、Actual Open Source Databases を選択して [OK] をクリック
します。

※  システム DSN は、コンピュータにログインするすべてのユーザが利用できます。ユーザ 

DSN は、ログインしている場合にのみ利用できます。

図 4-3 ODBC Manager セットアップ

FileMaker Pro リレーションシップグラフの ODBC テーブルを使用して作業する FileMaker 

Pro カスタム App では、システム DSN のみがサポートされています。

（3） [続行] をクリックします。

図 4-4 ODBC Manager セットアップ
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（4） データソースへの参照に使用する名前を入力して、接続するデータベースの種類に MySQL を
選択します。

図 4-5 ODBC Manager セットアップ

（5） 接続するサーバーの IPアドレスを入力して、接続先ポートに MySQL のデフォルトポート 

3306 とします。

図 4-6 ODBC Manager セットアップ



他システムとの連携
　ODBC 接続　

83

1章

2章

3章

4章

5章

6章

付録

（6） 手順(4) で MySQL へのログイン情報を入力している場合、接続するデータベースをドロップ
ダウンリストから選択できます。MySQL のサンプルデータベースがインストールされている
場合、sakila を選択して [続行] をクリックします。

図 4-7 ODBC Manager セットアップ

（7） [テスト] をクリックしてログイン情報を入力すると、MySQL への接続テストを開始します。接
続に成功するとテスト結果に「テストは正常に完了しました。」と表示されます。

図 4-8 ODBC Manager セットアップ
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（8） [完了] をクリックしてセットアップを完了します。

図 4-9 ODBC Manager セットアップ

（9） セキュリティダイアログが表示されます。ユーザー名、パスワードを入力して [ヘルパーをイ
ンストール] をクリックします。

（10） システム DSN が追加されました。

図 4-10 ODBC Manager セットアップ
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4.1.2 ［実習］ODBC インポートスクリプトステップ
[レコードのインポート] スクリプトステップを使用して、ODBC データソースからレコードをイン
ポートします。接続先はシステム DSN に登録した、MySQL データベース にある country テーブル
を対象とします。

（1） FileMaker Pro を起動して、[ファイル] - [レコードのインポート] - [ ODBC データソース...] から、
新規カスタム App を作成します。[ファイル] - [レコードのインポート] - [ODBC データソース ...] 

選択して [ODBC データソースを選択] ダイアログボックスを表示し、mysql を選択します。

図 4-11 ODBC インポートスクリプトステップ

（2） 「mysql」へ接続ダイアログボックスが表示されるので、ユーザ名とパスワードを入力して、[OK] 

ボタンをクリックします。接続に成功すると SQL クエリービルダーが表示されます。

図 4-12 ODBC インポートスクリプトステップ



他システムとの連携
　ODBC 接続　

86

MySQL へのリクエストに必要な SQL ステートメントを記述します。[SELECT] タブの [テー
ブル] リストボックスからテーブル名を選択すると、テーブルに含まれる列名が [列] リストボッ
クスに表示されます。[テーブル] リストボックスからテーブル名 'actor' をクリックします。

列名をダブルクリックするか、列名を選択して [SQL クエリーに挿入] ボタンをクリックすると、
SQL ステートメントが [SQL クエリー] ボックスに構築されます。

[列] リストボックスから列名 'actor_id' をダブルクリックして、SQL ステートメントを構築し
ます。

図 4-13 ODBC インポートスクリプトステップ

（3） [SQL クエリー] ボックスに構築された、SQL ステートメントは手動での変更も可能です。列
名 'actor.actor_id' をアスタリスク（*）に変更します。この変更で単一の列 'actor_id' から、
'actor' に含まれる全ての列を対象とした、レコードセットの取得を要求する SQL ステートメ
ントに命令が変わりました。[実行] をクリックします。

SELECT * FROM 'actor'

図 4-14 ODBC インポートスクリプトステップ
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（4） [インポート順の指定] ダイアログボックスが表示されます。インポート先に [新規テーブル] を
選択して [インポート] をクリックします。「actor」テーブルのレコードをインポートすること
できました。（評価版の ODBC ドライバーを利用した場合は最初の 3 レコードしかインポート
することができません。）

図 4-15 ODBC インポートスクリプトステップ

レコードのインポート時に、拡張子でフィルタリングする
FileMaker プラットフォームで [レコードのインポート] スクリプトステップを使うと、コンマ区切り値 やタブ

区切り値、Excel ワークブックをカスタム App にインポートすることができます。対応フォーマットが充実してい
るのはありがたいのですが、インポート対象のファイルを、特定のフォーマットに限定したい場合があります。

[ファイルを挿入] スクリプトステップは、ダイアログボックスで選択可能なファイルを [拡張子] でフィルタしつ
つ、選択したファイルへの参照パスを変数に取得できます。取得した [変数] は [レコードのインポート] スクリプト
ステップの [データソースの指定] に設定できます。

2 つのスクリプトステップを併用すると、インポート対象のファイルを特定のフォーマットに制限を加えた上で、
レコードのインポートが可能になるので、是非試してみてください。
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4.2 FileMaker の外部 SQL データソース
FileMaker の外部 SQL データソース（以下 ESS）機能を利用すると、ESS 機能に対応した SQL デー

タベースのテーブルを、FileMaker のテーブルと同じように扱うことができます。ESS 機能を利用し
た場合、SQL データベースへのリクエストに必要な SQL ステートメントは、FileMaker により自動生
成されます。ユーザはクライアントアプリケーションが動作するコンピュータに ODBC ドライバをイ
ンストールしセットアップするだけで、FileMaker リレーションシップグラフに、外部 SQL データベー
スのテーブルを追加して、データソース間での双方向ライブ接続を確立できます。

ESS 機能を利用してリレーションシップグラフに追加された、外部 SQL データソースのテーブルは
「シャドウテーブル」と呼ばれます。シャドウテーブルは、参照元のテーブルと同じ、または似たよう
なテーブル構造を持つ（シャドーイングされた）、FileMaker からデータの読み書きが可能なテーブル
オカレンスとして動作します。

シャドウテーブルのフィールドは「シャドウフィールド」と呼ばれます。ESS 機能では、外部 SQL 
データソース内のテーブルやフィールドを直接削除または変更することはできませんが、FileMaker の
自動入力と検証オプションを適用することでいくつかの例外を除き、シャドウフィールドの機能を拡張
することができます。

シャドウテーブルには非保存の計算式、または集計フィールドを「補助フィールド」として追加す
ることができます。補助フィールドを使うと、外部 SQL データベースのテーブル構造を変更せずに、
FileMaker からのみ参照できる形で、計算と集計の結果を表示することできます。

4.2.1 ESS 対応データベース一覧
ESS 機能に対応した外部SQL データソースの ODBC ドライバとして、以下の ODBC ドライバが

サポートされています（ただしバージョンは執筆時のものです）。 Actual Technologies 社が提供す
る ESS Adapter 機能を使用することで、さらに多くのデータベースシステムとのライブ接続が可能と
なります。

（引用）外部 SQL データソースに対してサポートされている ODBC ドライバ
https://support.claris.com/s/answerview?language=ja&anum=000023433

データソース Windows ドライバ macOSドライバ 

Oracle Database 11g R2
Oracle Database Client version 
11g R2

Actual Technologies, Oracle 
version 5.0.8

Oracle Database 12c R1
Oracle Database Client version 
12.2.0.1.0

Actual Technologies, Oracle 
version 5.0.8

Oracle Database 12c R2
Oracle Database Client version 
12.2.0.1.0

Actual Technologies, Oracle 
version 5.0.8

Microsoft SQL Server 2014, 2016, 
2017

Microsoft SQL Server Native Client 
version 17.5.1.1

Actual Technologies, Microsoft SQL 
Server version 5.0.8

MySQL Community Server 5.7.21
MySQL ODBC 8.0 Unicode Driver 
version 8.0.19

Actual Technologies, Open Source 
Databases version 5.0.8
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4.2.2 ［実習］FileMaker Server でシステム DSN 設定
FileMaker Server を ODBC クライアントアプリケーションとし ESS 機能を利用するには、

FileMaker Server 上の ODBC データソース アドミニストレーターで、システム DSN のセットアッ
プをします。

（1） コントロールパネルの検索ボックスに「odbc」と入力し、[管理ツール] - [ODBC データソー
スのセットアップ（64 ビット）] をクリックします。

図 4-16 FileMaker Server でシステム DSN 設定

（2） [システム DSN] タブを選択して、[追加] をクリックします。

図 4-17 FileMaker Server でシステム DSN 設定

（3） データソースの新規作成ダイアログボックスで、MySQL ODBC 5.3 Unicode Driver を選択
して、[完了] をクリックします。

図 4-18 FileMaker Server でシステム DSN 設定
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（4） Data Source Name に mysql と入力し、MySQL への接続情報を入力します。

図 4-19 FileMaker Server でシステム DSN 設定

（5） [Test] をクリックして、MySQL への接続を確認します。Connection Successful と表示され
れば接続は成功です。

図 4-20 FileMaker Server でシステム DSN 設定

（6） システム DSN が登録されました。[OK] をクリックして、ODBC データソースのセットアッ
プを終了します。

図 4-21 FileMaker Server でシステム DSN 設定
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4.2.3 ［実習］外部データソースの追加、シャドウテーブルの追加
手順に従って FileMaker Server で共有されたカスタム App に MySQL データベース mysql から 

actor テーブルをシャドウテーブルとして追加してみましょう。

（1） [ファイル] - [管理]- [外部データソース...] をクリックして [外部データソースの管理] ダイアロ
グボックスを表示します。

図 4-22 外部データソースの追加、シャドウテーブルの追加

（2） [新規...] ボタンをクリックして、[データソースの編集] ダイアログボックスを表示します。

名前に [mysql] と入力し、タイプに ODBC を選択します。[指定...] をクリックして、ODBC 

データソースを選択ダイアログボックスを表示します。

図 4-23 外部データソースの追加、シャドウテーブルの追加
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（3） FileMaker Server に登録されているシステムDSN の一覧から mysql を選択して、[OK] をク
リックします。

[データソースの編集] において、必要な場合、[ユーザ名とパスワードを指定（すべてのユーザ
に適用）] を選択して、[ユーザ名] と [パスワード] を入力します。[OK] をクリックします。

図 4-24 外部データソースの追加、シャドウテーブルの追加

外部データソースに mysql が追加されました。

図 4-25 外部データソースの追加、シャドウテーブルの追加
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（4） [ファイル] - [管理] - [データベース...] をクリックして、データベースの管理ダイアログボック
スを表示します。

図 4-26 外部データソースの追加、シャドウテーブルの追加

（5） リレーションシップタブを選択し、[テーブルを追加] をクリックして、テーブルを指定ダイア
ログボックスを表示します。

（6） データソースに mysql を選択し、[テーブル] リストボックスから actor を選択して [OK] をク
リックします。

図 4-27 外部データソースの追加、シャドウテーブルの追加
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（7） リレーションシップグラフに actor が追加されました。[OK] をクリックしてシャドウテーブ
ルの追加を適用します。

図 4-28 外部データソースの追加、シャドウテーブルの追加

以上の操作で、MySQL データベースのテーブル actor を FileMaker カスタム App にシャドウテー
ブルとして追加できました。actor は、他の FileMaker テーブルと同様にレイアウト画面での表示や、
スクリプトからの参照が可能となります。
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4.2.4 ESS 機能のベストプラクティス
ESS 機能によって、開発者が意識して SQL ステートメントベースでのデータベースへのリクエスト
を作成する必要はなくなりますが、開発者は ESS 機能をより活用するために SQL の知識、バックエ
ンドの仕組みを理解する必要があります。ESS 機能は、外部 SQL データベースシステムのデータを 
FileMaker カスタム Appに統合できるように設計されていますが、純粋な FileMaker カスタム App 
の範囲を超えてソリューションを拡張する手段としては意図されていません。 したがって、ESS 機能
を介して大規模なデータセットにアクセスする場合はより慎重に、その利用方法を検討する必要があり
ます。複数の ESS データソースを参照するレイアウトや、 ESS データソースのあいまい検索、全件を
対象としたソートを行うと、サーバーへの負荷が大きくなり、また、大量のレコードデータがカスタム 
App に転送される恐れがあります。

 以下のベストプラクティス通じて、接続先のデータベースシステムと連携する最適な方法を検討し
ましょう。

［不要なシャドウフィールドの削除］
ESS 機能を利用すると外部 SQL データベースのテーブルをシャドウテーブルとしてリレーション
シップグラフに追加できます。追加されたシャドウテーブルには、外部 SQL データベース から
参照された全てのフィールドが含まれています。レコードデータの転送量を節約するために、カ
スタム App の中で必要なフィールドのみを残し、不要なシャドウフィールドを削除することがで
きます。

削除されたシャドウフィールドを復元する必要がある場合や、追加されたシャドウテーブルの構
造を外部データベースの参照元テーブル構造と再同期する必要がある場合は、[ファイル] - [管理] - 
[データベース...] - [フィールド] タブ から、[同期] ボタンをクリックします。

［インデックス有無の確認］
外部 SQL データベースシステムでは、FileMaker とは異なりインデックス（索引）は自動的に作
成されません。 インデックスが存在しないフィールドへの検索や、インデックスが存在しない照
合フィールドを用いたリレーションシップの構築は、システムのパフォーマンス低下につながりま
す。どのフィールドにインデックスが必要かを慎重に考え、それらが外部 SQL データベースに存
在することを事前に確認してください。 

外部 SQL データべースのテーブルをリレーションシップグラフに追加すると、FileMaker は SQL 
データソースに照会して、プライマリーキーがテーブルに対して定義されているか、または他のユ
ニークなフィールドや索引が存在するかどうかを確認します。主キーが判定できない場合、シャド
ウテーブルの1つまたは複数の列を使用可能なキーとして指定するプライマリーキーマッピングの
確認ダイアログが表示されますので、適切な列を選択します。再設定が必要な場合は、 [ファイル] 
- [管理] - [データベース...] - [フィールド] タブから、[同期] ボタンをクリックすると、プライマリ
キーマッピングの確認ダイアログが再び表示されます。

［ビューの活用］
一度に扱う外部 SQL データソースの量を制限することは、ESS 機能にとって不可欠なベストプラ
クティスです。多くの外部 SQL データベースシステムでは、データベースの内容を絞り込んだ
ビューという仮想テーブルを作成可能です。
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例えば、50個のフィールドを持つ顧客テーブルが100万レコードある場合、次の SQL クエリ：

SELECT 姓、名、郵便番号 、都道府県、住所、 FROM 顧客 WHERE 地域 = '関東'

に基づいて「顧客関東」という名前のビューを作成します。ビューにはレコードセットのソート順
を指定することも可能です。作成したビューは、クエリの実行結果に基づいて絞り込まれた、顧客
テーブルより小さなデータセットとなり、これをシャドウテーブルとしてカスタム App に追加で
きます。

［検索条件の最適化］
FileMaker では外部 SQL データベースのインデックスを利用できない「あいまい検索」が発生す
る場合があります。この「あいまい検索」を避けて「==」等のクエリ演算子を明示的に用いた検
索条件を作成すると、外部SQLデータベース側で効率的な索引を作成するクエリを生成するよう
な傾向があるので、より良いパフォーマンスが得られるでしょう。そのためには、独自にカスタ
マイズした検索画面を用意してインデックスが存在しないフィールドに検索条件を指定させない、
ユーザが入力した検索条件に「==」等のクエリ演算子を自動付与する等、ユーザの検索条件を制
御する工夫が必要となります。

［ESS テーブルをソートしない]
検索とは異なり、ESS テーブルのソートはすべて FileMaker で行われます。FileMaker が大規模
な ESS データセットを対象にソートすることは、大変効率が悪く避けるべきです。

ソートが必要な大きなデータセットを使用して作業する場合、外部 SQL データベースシステムで、
必要なソート順を組み込んだビューを準備することを検討してください。

一般的に ESS テーブルを対象としたレコードのソートにおいて最適なパフォーマンスを得るには、
数百～数千のレコードセットに対して行うのが良いようです。
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4.3 Actual ESS Adapter
Actual ESS Adapter は Actual Technologies 社が提供する ESS の拡張機能です。メーカーまた
は Actual Technologies 社の提供する ODBC ドライバーをラップすることで、FileMaker プラット
フォームから新たに PostgreSQL および IBM Db2 へのライブ接続が可能となりました。ESS 機能を
利用するには、データベースのネイティブ ODBC ドライバをセットアップした後、さらに「Actual 
ESS Adapter」のセットアップが必要です。アダプタの DSN を構成するパラメータの一つとして、
ネイティブ ODBC ドライバを構成したシステム DSN を指定する必要があります。FileMaker プラッ
トフォームから ESS データソースとして、これらの外部 SQL データベースのテーブルを追加する際
には、Actual ESS Adapter 用にセットアップされたシステム DSN を指定します。

4.3.1 Actual ESS Adapter 対応データベース一覧
Actual ESS Adapter 機能に対応した外部 SQL データソースの ODBC ドライバとして、次の 

ODBC ドライバがサポートされています。

（引用）外部 SQL データソースの概要
https://support.claris.com/s/answerview?language=ja&anum=000029416

データソース Windowsドライバ macOSドライバ 
ESS には Actual ESS 
Adapter 1.5.0 が必要

IBM Db2 i 7.3 (AS/400) 
IBM iSeries Access ODBC 
Driver 13.00.01.00

必要

IBM Db2 Version 11.1
IBM DB2 ODBC Driver 
10.05.800.381

必要

PostgreSQL 9.6.1
PostgreSQL ODBC Driver 
(Unicode) 9.03.04.00

Actual Technologies 
ODBC Driver for Open 
Source Databases 5.0.8 
(PostgreSQL)

必要
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4.3.2 ［実習］Actual ESS Adapter のセットアップ
手順に従って Actual ESS Adapter をセットアップしてみましょう。この例では既に PostgreSQL 

へ接続するためのシステム DSN のセットアップ [pgsql] が完了しています。

（1） ODBC Manager を起動して、システム DSN タブを選択します。[追加] ボタンをクリックして、
Actual ESS Adapter を選択して [OK] をクリックします。

図 4-29 Actual ESS Adapter のセットアップ

（2） [続行] をクリックします。

図 4-30 Actual ESS Adapter のセットアップ
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（3） データソースへの参照に使用する名前を入力して、適合 DSN に pgsql を選択します。

図 4-31 Actual ESS Adapter のセットアップ

（4） 必要に応じて、接続先データベースの文字コードなどのオプション項目を設定します。「閲覧ア
クセスのみ許可」のチェックを選択した場合は、外部データベースへのアクセスは参照権限の
みに制限されます。[続行] をクリックします。

図 4-32 Actual ESS Adapter のセットアップ
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（5） [テスト] をクリックしてログイン情報を入力すると、PostgreSQL への接続テストを開始しま
す。接続に成功するとテスト結果に「テストは正常に完了しました。」と表示されます。

（6） [完了] をクリックしてセットアップを完了します。

図 4-33 Actual ESS Adapter のセットアップ

以降は ESS データソースとして、その他のデータソースと同じように扱うことができます。ただし 
Actual ESS Adapter では、レコードのインポート機能や、SQL の実行スクリプトステップはサポー
トされていません。必要な場合は Actual ESS Adapter を経由せずに、該当データベースより提供さ
れているODBCドライバーを直接利用します。

まとめ
ODBC 接続や ESS 機能を使ってシステム連携を行うと、SQL の文法や高度なプログラミング言語

を習得することなく、FileMaker のレイアウト画面に、連携先システムに蓄積されたデータを表示でき
ます。

このように、FileMaker Pro から他のデータベースに接続することによって、基幹システムで不足し
ている帳票や独自にカスタマイズした画面を簡単に開発して利用することができますが、その反面、意
図しない変更を連携先システムに加えてしまう可能性は否定できません。心配な場合は、ODBC 接続
に利用するユーザの権限を「読み取り専用」として、連携先システムを変更することがないように制限
を設けましょう。
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第 5章 セキュリティと外部認証

目標
• Active Directory を使って FileMaker Server 外部認証を設定できる
• 外部アカウントを使った FileMaker Server Admin Console へのサインイン
• OAuth 2.0 認証を利用した外部認証を設定できる
• Login with Amazon を設定できる
• Google API Console を設定できる
• Microsoft Azure AD を設定できる
• Active Directory フェデレーションサービスを使った外部認証を設定できる
（FileMaker Server for Linux）

5.1 外部認証
FileMaker Server でカスタム App を共有する場合、Active Directory または Open Directory で
管理されるアカウント情報を利用してカスタム App へのアクセスを制御する事ができます。外部認証
を利用すると、それぞれのカスタム App で独立したアカウント管理をしなくても、認証サーバー上で
アカウントの一元管理が可能です。FileMaker Server で外部認証を利用する理由は他にもいくつか考
えられます。

• 組織が既に Active Directory または Open Directory を利用している。
• カスタム App が複数のデータベースファイルで構成されている。
• 高い基準での長さと複雑さの強度を満たす、パスワードポリシーを組織が強制している。
• Windows 環境下における、シングルサインオンの利用。

このように、FileMaker Server での外部認証の利用は既存の IT 資産の有効活用や、FileMaker プ
ラットフォーム単体では実現できない、強力で柔軟なパスワード管理を実現し、ユーザと管理者の双方
にメリットを提供します。

一方、外部認証の利用時には、認証サーバーおよび、FileMaker Server のセキュリティを充分に検
討してください。例えば、カスタム App へのグループアクセス情報とファイル自体を不正に入手さ
れた場合、外部認証環境をシミュレートする事で、カスタム App にアクセスされるリスクもあります。
このリスクを削減するには、カスタム App のデータベース暗号化を有効にしてください。データベー
ス暗号化が有効な場合、FileMaker Server 上でカスタム App を共有する前に管理者は、暗号化パス
ワードの入力が必要です。

それでは早速、Active Directory を使った外部認証環境をセットアップしていきましょう。

本章では FileMaker Server がアクセス可能な場所に、以下のディレクトリサービスが稼働している
ことを前提に学習を進めます。

ディレクトリサービスの種類 Active Directory

ドメイン fmp.cloud

ドメインに参加するためのアクセス許可のあるアカウント Administrator
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5.1.1 ［演習］ドメインへの参加
ディレクトリサービスへの外部認証を行うには、FileMaker Server が稼働するサーバーがドメイン

のメンバーになる必要があります。以下の手順にしたがって FIleMaker Server を設定します。

（1） [コントロールパネル] - [システム] の [コンピューター名、ドメインおよびワークグループの設
定] - [設定の変更] をクリックします。

（2） 所属するグループに [ドメイン] を選択し、 [fmp.cloud] と入力して [OK] をクリックします。

図 5-1 ドメインへの参加

（3） ドメインに参加するためのアクセス許可のあるアカウントの名前とパスワードを入力して、
[OK] をクリックします。

図 5-2 ドメインへの参加
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（4） 認証に成功するとウェルカムメッセージが表示され、FileMaker Server からドメインコント
ローラーへの認証が可能になります。

図 5-3 ドメインへの参加

（5） FileMaker Server を再起動します。
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5.1.2 ［演習］管理ツールのインストール
サーバーマネージャーを起動して、Active Directory 管理ツールを追加します。

（1） Windows スタートメニューから、[サーバーマネージャー] をクリックしてサーバーマネー
ジャーを起動します。

（2） [管理] - [役割と機能の追加] をクリックします。

図 5-4 管理ツールのインストール
（3） [次へ] をクリックします。

図 5-5 管理ツールのインストール
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（4） [役割ベースまたは機能ベースのインストール] を選択して [次へ] をクリックします。

図 5-6 管理ツールのインストール

（5） サーバープールからインストール対象のサーバーを選択して、[次へ] をクリックします。

図 5-7 管理ツールのインストール

（6） [役割] に何も追加しないで、[次へ] をクリックします。

図 5-8 管理ツールのインストール
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（7） [リモートサーバー管理ツール] - [役割管理ツール] - [AD DS および AD LDS ツール] が選択さ
れた事を確認して、[次へ] をクリックします。

図 5-9 管理ツールのインストール

（8） インストールオプションを確認後、[インストール] をクリックします。

図 5-10 管理ツールのインストール

（9） インストールが完了したら、[閉じる] をクリックします。

図 5-11 管理ツールのインストール
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5.1.3 ［演習］ユーザとグループの追加
FileMaker カスタム App への認証に利用するアカウントをセットアップします。

（1） Windows スタートメニューから、[Windows 管理ツール] - [Active Directory ユーザとコン
ピューター] をクリックして Active Directory ユーザとコンピューターを起動します。

図 5-12 ユーザとグループの追加

（2） [操作] - [新規作成] -[グループ] をクリックして、グループ [KANRI] を作成します。

図 5-13 ユーザとグループの追加
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（3） [操作] - [新規作成] - [ユーザー] をクリックして、ユーザを作成します。項目は任意の文字列を
入力してください。フルネームとユーザーログオン名は必須項目となります。[次へ] をクリッ
クして、パスワードとセキュリティオプションを入力して [次へ] をクリックします。[完了] を
クリックするとユーザが作成されます。

図 5-14 ユーザとグループの追加
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（4） 作成したユーザを選択して、[操作] - [グループに追加...] をクリックして [グループの選択] ダイ
アログボックスを表示します。

[選択するオブジェクト名を入力してください] テキストボックスに、[KANRI] と入力して、[名
前の確認] ボタンをクリックします。オブジェクト名が確認されると、[KANRI] の文字列にアン
ダーラインが表示されます。

[OK] をクリックしてダイアログボックスを閉じます。

図 5-15 ユーザとグループの追加

外部認証アカウントのセットアップが完了しました。続いて、FileMaker Server のセットアッ
プを行います。
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5.1.4 ［演習］FileMaker Server での外部認証設定
FileMaker Server で外部認証を行うには FileMaker Server Admin Console からセットアップが

必要です。手順に従って外部認証をセットアップします。

（1） [管理] - [外部認証] タブを開きます。[FileMaker と外部サーバーアカウント] トグルスイッチ
をクリックして、FileMaker Server の外部認証を有効にします。

図 5-16 FileMaker Serverでの外部認証設定

（2） FileMaker Pro を利用して、FileMaker Server で共有しているカスタム App のアカウントに、
先程追加した認証サーバーのグループ情報を登録します。アカウントの [認証方法] に「外部サー
バー」を選択してグループ名 [KANRI] を登録しました。

図 5-17 FileMaker Serverでの外部認証設定
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（3） ユーザ「takaoka」でログインします。データビューアでアカウントグループ名と、アカウン
トアクセス権を確認します。「KANRI、[Full Access]」となっている事が確認できました。

図 5-18 FileMaker Serverでの外部認証設定

Active Directory を利用した、カスタム App への外部認証環境がセットアップできました。以降は、
ドメインコントローラーにユーザを追加する事で、カスタム App のアカウントを一元管理できます。

Simple AD を使った FileMaker Server 外部認証
アカウントの認証に Active Directory を指定すると、グループ単位でのセキュリティを実装することができま

す。組織に既にドメインコントローラーが存在し、その利用が可能な場合を除くと、外部認証を実装するためだけに
ゼロからディレクトリサービスを構築する必要があります。ディレクトリサービスの構築には、FileMaker プラット
フォーム以外にも、セキュリティやネットワークの知識が要求され、ディレクトリサービスの稼働後は、それらのメ
ンテナンスが必要です。

Simple AD は、AWS が提供するフルマネージド型のディレクトリサービスです。FileMaker Server を AWS で
運用できる場合、FileMaker Server をインストールしたインスタンスを Simple AD が管理するドメインに統合す
ることで、グループ単位でのセキュリティを比較的簡単に実装できます。さらにディレクトリサービスに必要な、ド
メインコントローラー、DNS サーバーの継続的な管理は AWS によって行われるので、管理者はカスタム App の
開発にフォーカスできます。

本書の執筆時点（2020年7月）では、AWS が提供するディレクトリサービスには、無料トライアル期間が設けら
れているので、トレーニングの復習を兼ねて外部認証の実装に挑戦してみてください。
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5.1.5  ［演習］外部アカウントを使った FileMaker Server Admin Console への
サインイン

以前までの FileMaker Server ではグループアクセス権を有効にして [カスタム App を開く／閉じる] 
といった FileMaker Server Admin Console の操作を、フォルダ単位で管理権限を割り当てることが
できました。ルート権限をもったアカウントの情報を共有しないで FileMaker Server を複数人で管理
できるので、本機能を利用したことがあるユーザも多いかもしれません。最新の FileMaker Server で
はグループアクセス権機能は廃止されましたが、ディレクトリサービスで指定されたグループに所属す
るユーザは、FileMaker Server Admin Console にサインインできます。手順にしたがってグループに
所属するユーザに、FileMaker Server Admin Console へのサインインを許可してください。

（1） FileMaker Server Admin Console で [管理] - [外部認証] タブにアクセスします。[Admin 

Console にサインインするための外部アカウント] の [変更] をクリックします。

図 5-19 外部アカウントを使った FileMaker Server Admin Console へのサインイン

（2） FileMaker Server Admin Console へサインインを許可するグループ名を入力し [認証設定を
保存] をクリックします。有効なグループ名が入力されない場合は、アラートが表示されます。
グループ名が認識されると、[構成済み] となります。

図 5-20 外部アカウントを使った FileMaker Server Admin Console へのサインイン
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（3） [Admin Console にサインイン] - [外部アカウント] トグルスイッチをクリックして、[有効] に
します。

（4） FileMaker Server Admin Console からサインアウトします。

図 5-21 外部アカウントを使った FileMaker Server Admin Console へのサインイン

（5） FileMaker Server Admin Console へのサインインを許可したグループに所属するユーザと
パスワードを使って、FileMaker Server Admin Console へのサインインを試みます。正しく
設定がされた場合、非ルート権限で FileMaker Server Admin Console へサインインできます。

図 5-22 外部アカウントを使った FileMaker Server Admin Console へのサインイン
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5.2 OAuth 2.0 認証
OAuth とは、認証と承認を行うための標準プロトコルです。OAuth を利用した認証フローにおい

てユーザは、ある Web サービスに対して他の Web サービスを経由してパスワードを与えることなく
安全に接続できます。FileMaker プラットフォームで OAuth 認証を使用すると、ユーザが Amazon、
Google、および Microsoft Azure Active Directory の資格情報を使用してカスタム App にサイン
インできるようになります。OAuth 認証を使うことによる管理者のメリットは、ユーザのパスワード
を管理する必要がないことです。認証プロバイダを利用した OAuth 認証を有効にするには、手順にし
たがって認証プロバイダを設定する必要があります。

5.2.1 ドメインの取得
OAuth 認証プロバイダのアカウントを使用するユーザは、FileMaker Server によって共有されてい

るカスタム App を開くときにサーバーの完全修飾ドメイン名を使用する必要があります。完全修飾ド
メイン名に独自ドメインを使用するには、希望のトップレベルドメインの取り扱いが可能なレジストラ
を通じて、ドメイン名の申請および登録が必要となります。独自ドメイン申請の具体的な手続きについ
ては各レジストラにお問い合わせください。

5.2.2 外部 DNS の構築
完全修飾ドメイン名の申請と登録が完了したら、DNS サーバーのパブリックホステッドゾーンに、

FileMaker Server に使用する A レコードを登録します。

DNS サーバーの設定が反映されるまでの時間は、ご利用の DNSサービスや、そのゾーンに設定さ
れている TTL 値（Time To Live）と呼ばれるパラメータ等によって違います。

図 5-23 外部 DNS の構築
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5.2.3 FileMaker サーバー構築
A レコードに設定した IP アドレスを、FileMaker Server に割り当てて利用できるようにします。

OAuth 認証を利用するには、FileMaker Server と認証プロバイダとの間で認証手続きが必要となりま
す。認証プロバイダから FileMaker Server への通信が可能かどうか、ファイアウォールの設定や、ネッ
トワーク機器のセキュリティ設定を再度確認してください。

5.2.4 ［実習］SSL の申請、設定
認証プロバイダとの認証および認可の手続きは、HTTPS プロトコルで行われます。FileMaker 

Server で HTTPS を利用するには、FileMaker プラットフォームがサポートする証明機関（CA）が
発行した、デジタル証明書を FileMaker Server にインストールする必要があります。FileMaker 
Server では、CLI（Command Line Interface）での署名要求 CSR（Certificate Signing Request）
の作成がサポートされています。本実習では [C:\Program Files\FileMaker\FileMaker Server\
CStore] で作業を実施します。

（引用）FileMaker Server 17 以降でのセキュリティ設定
https://support.claris.com/s/answerview?language=ja&anum=000026004

（1） 有効期限の切れた SSL 証明書が存在していたり、以前の実習が途中で、セットアップが完了し
ていない場合は [serverCustom.pem] および [serverKey.pem] を事前に削除します。

これらのファイルを削除するには、[構成] - [SSL 証明書] タブにアクセスして、[カスタム証明書
のインポート] ボタンをクリックして、[ファイルを削除] ボタンをクリックします。

[ファイルを削除] ダイアログボックスが表示されるので、再び [ファイルを削除] ボタンをク
リックします。ファイルが削除されました。

図 5-24 CSR ファイルの削除
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（2） エクスプローラーを起動して 

[C:\Program Files\FileMaker\FileMaker Server] フォルダへ移動します。
[CStore] フォルダを指定して、[Shift キー] を押しながら右クリックして [コンテキストメ
ニュー] を表示します。

（3） [PowerShell ウインドウをここで開く] を選択して、コマンドプロンプトを起動します。

図 5-25 SSL の申請、設定

（4） 以下のコマンドを実行して、[serverRequest.pem] および、[serverKey.pem] を作成します。

fmsadmin certificate create [FileMaker Server のFQDN] ̶
keyfilepass [SECRET]

※  [FileMaker Server のFQDN] に は、 実 際 の FileMaker Server の Fully Qualified 

Domain Name を入力します。[SECRET] には、カスタム証明書のインポートで使用する、
プライベートキーのパスワードを入力します。

CLI を使った CSR ファイルの作成は、巻末の付録 fmsadmin コマンド を参照してください。

図 5-26 SSL の申請、設定
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（5） 作成された CSR ファイル [serverRequest.pem] と、証明書のインポート時に必要となる、プ
ライベートキーファイル [serverKey.pem] を安全な場所に保管します。

（6） 証明機関（CA）から SSL 証明書を購入します。

（7） FileMaker Server Admin Console にサインインして [構成] - [SSL 証明書] タブにアクセスし
ます。

図 5-27 SSL の申請、設定

（8） [カスタム証明書のインポート] ボタンをクリックして、 [証明書のインポート] ダイアログを表
示し画面の指示に従って、署名済みの証明書ファイル、プライベートキーファイル、中間証明
書ファイルをアップロードします。

必要な場合はプライベートキーパスワードを入力してから [インポート] ボタンをクリックしま
す。

図 5-28 SSL の申請、設定
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（9） 証明書のインポートに成功すると、ダイアログが表示されます。カスタム証明書を有効にする
には [OK] をクリックして FileMaker Server のサービス（Windows）、またはバックグラウ
ンドプロセス（macOS）を再起動します。

図 5-29 SSL の申請、設定

5.2.5 認証プロバイダの設定
FQDN および SSL 証明書を準備し、FileMaker Server へそれらの設定が反映されたら、認証プロ

バイダの登録と設定を行います。以下の手順を参考にし、画面の指示にしたがって認証プロバイダの設
定を完了してください。

（引用）オープン認証（OAuth）資格情報を使用したソリューションへのアクセス
https://support.claris.com/s/answerview?language=ja&anum=000025886
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5.3 Login with Amazon

Login with Amazon は OAuth 2.0 に基づく認証プロバイダです。Login with Amazon を利用す
ると、Amazon のユーザ名とパスワードを使用して、サードパーティの Web サービスや、アプリケー
ションに認証フローを利用できます。必要に応じて Login with Amazon で使用するアカウントを作
成してください。

5.3.1 ［実習］Login with Amazon 設定方法
（1） Amazon Developer Services（https://developer.amazon.com/ja/）にアクセスします。

右上の [ログイン] ボタンをクリックします。

図 5-30 Login with Amazon への登録

（2） E メールまたは携帯電話番号でログインをします。

※ アカウントを作成していない場合、画面の指示に従い、アカウントを作成してください。

図 5-31 Login with Amazon への登録
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（3） 右上の [開発者コンソール] をクリックします。

図 5-32 Login with Amazon への登録

（4） Login with Amazon メニューから Login with Amazon コンソール（トップ画面）にアクセ
スします。[セキュリティプロファイルを新規作成] ボタンをクリックして、セキュリティプロ
ファイル管理画面を表示します。

図 5-33 Login with Amazon
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（5） セキュリティプロファイル名、セキュリティプロファイルの説明、プライバシー規約同意書 

URL を入力して [保存] をクリックします。

図 5-34 Login with Amazon

（6） [歯車] アイコンをクリックして [セキュリテイプロファイル管理] 画面を表示します。

図 5-35 Login with Amazon
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（7） [ウェブ設定] タブを表示し、クライアント ID をメモします。[シークレットを表示] をクリック
して、クライアントシークレットをメモします。[編集] ボタンをクリックします。

図 5-36 Login with Amazon

（8） 許可された返信 URL に以下の内容を入力します。

https:// [FileMaker Server の FQDN] /oauth/redirect

（9） [保存] をクリックして、セキュリティプロファイルを保存します。

図 5-37 Login with Amazon
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（10） FileMaker Server Admin Console にサインインして、[管理] - [外部認証] タブをクリックし
ます。

（11） [アイデンティティ認証設定] - [Amazon] の [変更] をクリックして、フォームを表示します。

（12） 先程メモしたクライアント ID、クライアントシークレットを入力して [認証設定を保存] をク
リックします。

図 5-38 FileMaker Server Admin Console の外部認証（Amazon）の設定

（13） [データベースにサインイン] - [Amazon] のトグルスイッチをクリックして有効にします。
Login with Amazon を使った、カスタム App へのサインインが有効になりました。

図 5-39 FileMaker Server Admin Console の外部認証（Amazon）の設定
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（14） FileMaker Pro で カスタムApp を 開き [管理] - [セキュリティ] から、FileMaker カスタム 

App のアカウント認証方法に、[Amazon] を指定したアカウントを登録します。

図 5-40 カスタム App に Amazon アカウントを登録

（15） アカウント登録が完了すると、カスタム App サインインダイアログに、[または次を使用して
サインイン] - [Amazon] ボタンが表示されます。

図 5-41 サインインダイアログ
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（16） [Amazon] ボタンをクリックすると、Web ブラウザが起動し Amazon へのログイン画面が表
示されます。Amazon で利用可能な、Eメールアドレスまたは電話番号、パスワードを入力し
て [ログイン] ボタンをクリックします。

図 5-42 Web ブラウザからの Amazon サインイン

（17） ログインに成功すると、2 段階認証画面が表示されます。Amazon Developer アカウントに
登録した携帯電話にワンタイムパスワードが送信されます。セキュリティコードをメモして
フォームに入力します。

図 5-43 Web ブラウザからの Amazon サインイン
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（18） 許可ページが表示されます。[許可] ボタンをクリックしてアクセスを許可します。すべての手
続きが成功すると、Login with Amazon アプリケーションに登録した FileMaker Server リダ
イレクト URL に画面が遷移します。

（19） [このページで FileMaker Pro を開くことを許可しますか？ ] とダイアログが表示されるので、
[許可] ボタンをクリックします。

図 5-44 Web ブラウザからの Amazon サインイン

（20） カスタム App にサインインできます。データビューアを使い、現在のアカウント情報を確認
してください。認証方式 Amazon で登録した アカウント情報が確認できます。

図 5-45  Login with Amazon
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5.4 Google API Console
Google API Console は OAuth 2.0 に基づく認証プロバイダです。Google API Console を利用
すると、Gmail、Google Play、Google+ といった、既存の Google サービスのアカウントを使用し
て、サードパーティの Web サービスや、アプリケーションに認証フローを利用できます。必要に応じ
て Google API で使用するアカウントを作成します。

5.4.1 ［実習］Google API Console 設定方法
（1） Google API Console （https://console.developers.google.com/project?hl=ja）にアク

セスしします。

（2） メールアドレスまたは電話番号でログインをします。※ アカウントを作成していない場合、画
面の指示に従ってアカウントを作成してください。

図 5-46 Google アカウントの登録

（3） Google API Console にアクセスします。[プロジェクトを作成] ボタンをクリックして 

OAuth 認証を利用するためのプロジェクトを作成します。[プロジェクト名] に任意のプロジェ
クト名を入力して [作成] ボタンをクリックします。



セキュリティと外部認証
　Google API Console　

128

図 5-47 プロジェクトを作成

（4） プロジェクトが作成されました。[ドメインの確認] タブに移動します。Google API Console 

を使ったカスタム App への外部認証を実装するためには、利用するドメインを所有している
ことを証明する必要があります。

[Add domain] ボタンをクリックして [Webhook 通知の設定] ダイアログを表示します。

図 5-48 プロジェクトを作成

[ドメイン] に FileMaker Server の FQDN を入力し、[ドメインを追加] ボタンをクリックします。

ドメインの所有権が未確認の場合、Google Search Console で所有確認を行う必要がありま
す。[確認する] ボタンをクリックします。
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図 5-49 プロジェクトを作成



セキュリティと外部認証
　Google API Console　

130

（5） Google Search Console 画面が表示されます。URL プレフィックスを選択し、FileMaker 

Server の FQDN を入力して、[続行] ボタンをクリックします。

※ ドメインレコードを使った確認方式では、Google の指定する任意の文字列を DNS TXT レ
コードに登録する必要があります。しかしながら登録した DNS TXT レコードが浸透して 

Google から確認できるようになるまでに、しばらく時間がかかります。

図 5-50 Goolgle Search Console の設定

（6） 所有権の確認画面では、おすすめの確認方法として HTML ファイルを使った方法が表示されて
います。手順に従って、確認用の HTML ファイルをダウンロードします。

図 5-51 Goolgle Search Console の設定
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（7） ブラウザでの作業を一時中断して、FileMaker Server が稼働している Windows OS にログ
インします。先程ダウンロードした確認用の HTML ファイルを、FileMaker Server の HTTP 

Server のルートディレクトリに配備します。

図 5-52 Goolgle Search Console の設定

（8） 再びブラウザを操作します。[確認] ボタンをクリックします。FileMaker Server にアップ
ロードした 確認用の HTML ファイルが Google から確認されると、プロパティに FileMaker 

Server の FQDN が追加されます。

図 5-53 Goolgle Search Console の設定
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（9） Google API にアクセスします。[ドメインの確認] タブで [Add domain] ボタンをクリックし 

[Webhook 通知の設定] ダイアログを表示します。

図 5-54 ドメインの確認

（10） [ドメイン] に FileMaker Server の FQDN を入力し [ドメインを追加] ボタンをクリックしま
す。今度は、認証情報に FileMaker Server のFQDN が追加されました。

図 5-55 ドメインの確認
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（11） 続いて [OAuth 同意画面] タブを表示します。[User Type] に、外部を選択し [作成] ボタンを
クリックします。[アプリケーション名] に任意のアプリケーション名、[承認済みドメイン] に、
先程登録したドメインを入力して、[保存] ボタンをクリックします。

図 5-56 OAuth 同意画面
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（12） [認証情報] タブに移動します。[アプリケーション] の種類に [ウェブアプリケーション]、[名前] 

に任意の名前を入力して [作成] ボタンをクリックします。作成が完了すると OAuth クライア
ントダイアログが表示されます。[クライアントID]、[クライアントシークレット] をメモします。

（13） 許可された返信 URL に以下の内容を入力します。

https:// [FileMaker Server の FQDN] /oauth/redirect

図 5-57 認証情報
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（14） FileMaker Server Admin Console にサインインして [管理] - [外部認証] タブに移動します。

（15） [アイデンティティ認証] の [Google] の [変更] をクリックして、フォームを表示します。

（16） 先程メモしたクライアント ID、クライアントシークレットを入力して [認証設定を保存] をク
リックします。

図 5-58 FileMaker Server Admin Console の外部認証（Google）の設定

（17） [データベースにサインイン] の [Google] のトグルスイッチをクリックして有効にし、Google 

API Console を使った認証を有効にします。

図 5-59 FileMaker Server Admin Console の外部認証（Google）の設定
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（18） FileMaker Pro でカスタムApp を開き [管理] - [セキュリティ] から、アカウント認証方法に、
[Google] を指定したアカウントを登録します。

図 5-60 カスタム App に Google アカウントを登録

（19） アカウント登録が完了すると、カスタム App サインインダイアログに、[または次を使用して
サインイン] 項目と共に、[Google] ボタンが表示されます。

図 5-61 FileMaker Pro サインイン画面
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（20） [Google] ボタンをクリックすると、Web ブラウザが起動し Google へのログイン画面が表示
されます。Google で利用可能な、E メールアドレス、パスワードを入力して [ログイン] ボタ
ンをクリックします。

図 5-62 Web ブラウザでの Google サインイン

（21） ログインに成功すると、許可ページが表示されます。[許可] ボタンをクリックしてアクセスを
許可します。すべての手続きが成功すると、Google API Platform アプリケーションに登録し
た FileMaker Server のリダイレクト URL に画面が遷移します。
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（22） [このページで FileMaker Pro を開くことを許可しますか？ ] とダイアログが表示されるので、
[許可] ボタンをクリックします。

図 5-63 Web ブラウザでの Google サインイン

（23） カスタム App にサインインできます。データビューアを使い、現在のアカウント情報を確認
してください。認証方式 Google で登録した アカウント情報が確認できます。

図 5-64 Google アカウントを使用してサインイン



セキュリティと外部認証
　Microsoft Azure AD　

139

1章

2章

3章

4章

5章

6章

付録

5.5 Microsoft Azure AD

Microsoft Azure Active Directory (AD) は OAuth 2.0 に基づく認証プロバイダです。Microsoft 

Azure AD を利用すると、Microsoft Azure AD で管理されるユーザアカウントを使用して、サード
パーティの Web サービスやアプリケーションに認証フローを利用できます。必要に応じて Microsoft 

Azure AD で使用するアカウントを作成してください。

5.5.1 ［実習］Microsoft Azure AD 設定方法
（1） 必要な場合、新規 Microsoft アカウントを作成します。

（https://azure.microsoft.com/ja-jp/）

（2） メールアドレス、電話番号または Skype でログインをします。※ アカウントを作成していな
い場合、画面の指示に従ってアカウントを作成してください。

図 5-65 Azure AD 設定方法

（3） Microsoft Azure ポータルにアクセスします、[Azure Active Directory] をクリックして既定
のディレクトリを設定します。

図 5-66 Azure AD 設定方法
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（4） [プロパティ] 管理ページを表示して、[テナントID] をメモします。

図 5-67 Azure AD 設定方法

（5） [アプリの登録] 管理ページを表示して [新規登録] ボタンをクリックします。

図 5-68 Azure AD 設定方法
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（6） 画面の指示に従いアプリケーションを作成します。[リダイレクト URI] を以下の形式で入力し、
[作成] ボタンをクリックします。

https:// [FileMaker Server の FQDN] /oauth/redirect

図 5-69 Azure AD 設定方法

（7） アプリケーションが作成されました。[アプリケーション ID] をメモします。

図 5-70 Azure AD 設定方法
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（8） [証明書とシークレット] 管理ページを表示します。[新しいクライアントシークレット] ボタン
をクリックして、クライアントシークレット画面を表示します。

[説明] と[有効期間] をそれぞれ指定して、[追加]ボタンをクリックすると、クライアントシーク
レットが作成されます。作成されたクライアントシークレットの [値] をメモしてください。

図 5-71 Azure AD 設定方法
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（9） FileMaker Server Admin Console にサインインして、[管理] - [外部認証] タブをクリックし
ます。

（10） [アイデンティティ認証] の [Microsoft] の [変更] をクリックして、フォームを表示します。

（11） 先程メモした [Azure アプリケーション ID] をアプリケーション（クライアント）ID に、[Azure 

キー] を クライアントシークレットに、[Azure ディレクトリ ID] をテナントID を入力して [認
証設定を保存] をクリックします。

図 5-72 FileMaker Server Admin Console の外部認証（ Azure AD ）の設定

（12） [データベースにサインイン] - [Microsoft] のトグルスイッチをクリックして Azure AD を使っ
た認証を有効にします。

図 5-73 FileMaker Server Admin Console の外部認証（ Azure AD ）の設定
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（13） FileMaker Pro でカスタムApp を開き、[管理] - [セキュリティ] から認証方法に [Microsoft 

Azure AD] を指定したアカウントを登録します。

図 5-74 カスタム App に Azure AD のアカウントを登録

（14） アカウント設定が完了すると、カスタム App サインインダイアログに [または次を使用してサ
インイン] -[Microsoft] ボタンが表示されます。

図 5-75 FileMaker Pro サインイン画面
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（15） [Microsoft] ボタンをクリックすると、ブラウザが起動し Microsoft へのサインイン画面が表
示されます。Microsoft Azure AD で利用可能な、Eメールアドレス、パスワードを入力して [ロ
グイン] ボタンをクリックします。

図 5-76 Azure AD アカウントを使ったログイン

（16） ログインに成功すると、許可ページが表示されます。[承諾] ボタンをクリックしてアクセスを
許可します。すべての手続きが成功すると、Microsoft Azure AD アプリケーションに登録し
た URL に画面が遷移します。

図 5-77 Azure AD アカウントを使ったログイン
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（17） [このページで FileMaker Pro を開くことを許可しますか？ ] とダイアログが表示されるので、
[許可] ボタンをクリックします。

図 5-78 Azure AD アカウントを使ったログイン

（18） カスタム App にサインインできます。データビューアを使い、現在のアカウント情報を確認
してください。認証方式 Microsoft Azure AD で登録した アカウント情報が確認できます。

※ 初回サインイン時にはパスワードの更新が要求される場合があります。

図 5-79 Azure AD 設定方法
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孫 TO（テーブルオカレンス） ポータル上で、子 TO フィールドでのソート指定
FileMaker プラットフォームでは、関連レコードをポータルに表示することが出来ますが、ソートに指定できる

フィールドは、関連レコードに指定した TO からしか選択できません。

したがって、[親 - 子 - 孫] と関連するリレー
ションシップがある場合、親レコードの画面に
おかれた [孫 TO] ポータル上では、[子 TO] の
フィールドをソート条件に指定できないと思われ
がちですが、ポータルの関連レコードに指定する 
TO を一時的に [子 TO] に変更することで、[子 
TO] のフィールドからもソート条件を選択できま
す。※ソートフィールドの選択が終わったら、再
び [孫 TO] に戻します。

ポータルのソート順を細かくコントロールして、
使い勝手のよいカスタム App を開発を目指して
ください。
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5.6 Microsoft Azure AD グループ
Microsoft Azure AD では、カスタム App へのアクセス権をグループを使って割り当てることがで

きます。例えば、マネージャー権限を有するアカウントで構成される Manager グループを Microsoft 
Azure AD に作成して、対応するグループベース認証アカウントをカスタム App に作成すると、
Manager グループのアクセス権限を、カスタム App セキュリテイ設定で一元管理することが可能です。

新規マネージャーを追加する場合は、Microsoft Azure AD にアカウントを追加して Manager  グ
ループにアカウントを割り当てるだけで設定が完了します。また、Manager グループからアカウント
を削除した場合は、カスタム App からその割り当ても削除されます。必要に応じて Microsoft Azure 
AD で使用する独自ドメインを登録します。

5.6.1 ［演習］Microsoft Azure AD グループ設定方法
（1） Microsoft Azure ポータルを開き、 Azure Active Directory、[カスタム ドメイン名] 管理ペー

ジを表示してドメイン名を追加します。[カスタムドメインを追加] ボタンをクリックします。

図 5-80 Azure AD グループ設定方法

（2） ドメインの所有を証明するために、DNS パブリックゾーンに指定された TXT レコードを追加
します。本書では、Route 53 に TXT タイプレコードを追加しました。

TXT タイプレコードを追加した後、設定内容が反映されるまでしばらく待機します。

Microsoft Azure が TXT レコードの存在を確認すると、Microsoft Azure 上で独自ドメインを
利用したユーザの作成が可能となります。
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図 5-81 Azure AD グループ設定方法
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（3） 再び、Microsoft Azure ポータル を開き、 Azure Active Directory、ユーザとグループ、[すべ
てのユーザー] 管理ページを表示します。

図 5-82 Azure AD グループ設定方法

（4） [新しいユーザー] をクリックして必要な情報を入力し、[作成] をクリックします。本演習では
新規ユーザとして、[takaoka@fmp.cloud] を作成しました。

図 5-83 Azure AD グループ設定方法
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（5） Azure Active Directory、ユーザとグループ、[すべてのグループ] 管理ページを表示します。
本演習ではグループの種類 [セキュリティ]、グループ名として、[Manager] を作成しました。

図 5-84 Azure AD グループ設定方法

（6） [メンバーが選択されていません] リンクをクリックして、手順 4 で作成したユーザ [takaoka@

fmp.cloud] をメンバーに割り当てます。

メンバーを選択したら [選択] ボタンをクリックします。

さらに、グループの [作成] ボタンをクリックして、グループを作成します。

※  メンバーを後から追加するには、Azure Active Directory、ユーザとグループ、すべてのグ
ループ、 グループ名、[メンバー] 管理ページより、[メンバーの追加] をクリックして追加しま
す。
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図 5-85 Azure AD グループ設定方法

（7） グループの作成に成功したら、[プロパティ] 管理ページを表示して、Manager グループの [オ
ブジェクト ID] をメモします。

図 5-86 Azure AD グループ設定方法
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（8） 最後に、グループベース認証を許可するために、アプリケーションのマニフェストを修正します。
Azure Active Directory、アプリの登録、アプリケーション名、[マニフェスト] 管理ページを
表示します。マニフェスト編集画面から、[groupMembershipClaims] を見つけ出し、"Null" 

から "SecurityGroup" に変更し、[保存] をクリックします。

図 5-87  Azure AD グループ設定方法

（9） FileMaker Pro でカスタム App を開き、[管理] - [セキュリティ] から、アカウント認証方法に、
[Microsoft Azure AD] を指定してアカウントを登録します。

（10） [グループまたはユーザ] ではグループを選択し、

[グループ名（オブジェクト ID）]には、先程メモした [オブジェクト ID] を入力し、適切なア
クセス権セットを選択して、[OK] をクリックします。

図 5-88 カスタム App に Azure AD グループを設定
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（11） アカウント登録が完了すると、カスタム App サインインダイアログに、[または次を使用して
サインイン] 項目と共に、[Microsoft] ボタンが表示されます。

図 5-89 FileMaker Pro サインイン画面
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（12） [Microsoft] ボタンををクリックすると、Web ブラウザが起動し Microsoft へのログイン画面
が表示されます。Microsoft で利用可能なアカウントでログインします。

図 5-90 Azure AD グループ設定方法
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（13） ログインに成功すると、許可ページが表示されます。[承諾] ボタンをクリックしてアクセスを
許可します。すべての手続きが成功すると、Microsoft Azure AD アプリケーションに登録し
た URL に画面が遷移します。

図 5-91 Azure AD グループ設定方法

（14） [このページで FileMaker Pro を開くことを許可しますか？ ] とダイアログが表示されるので、
[許可] ボタンをクリックします。

図 5-92 Azure AD グループ設定方法
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（15） カスタム App にサインインできます。データビューアを使い、現在のアカウント情報を確認
してください。

Microsoft Azure AD グループベース認証に成功すると、Get（ アカウントグループ名 ）を使
用してグループオブジェクト ID を取得できます。

図 5-93 Azure AD グループ設定方法

まとめ
システム管理者にとって、利用者のパスワードを管理することは大切な業務のひとつです。しかしな
がら利用者の多い組織では、カスタム App に備わっている標準セキュリティ機能のみで、アカウント
を管理するには限界があるかもしれません。アカウントのメンテナンスにかかる業務を軽減しつつも、
組織が要求するセキュリティポリシーの基準を満たすには、外部認証の導入を一度検討してみてくださ
い。
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5.7 Active Directory フェデレーションサービスを使った外部認証
本章では既に、Active Directory（以下 AD）を利用した外部認証の設定を学習しました。カスタム 

App へのアクセス制御に AD で管理されたアカウント情報を利用することで FileMaker Server 単体
では実現できない、アカウントの一元管理や、強力で柔軟なパスワード管理が実現できます。

しかしながら AD を使った外部認証を利用する為には、組織のドメインに FileMaker Server が参
加している必要があります。例えば FileMaker Server が組織のドメイン外のネットワークで管理され
ドメインに参加できない場合 AD を使った外部認証を利用するにはどうしたらよいでしょうか ?

そこで登場するのがActive Directory フェデレーションサービス（Active Directory Federation 
Service; 以下、AD FS） です。 AD FS はドメインに物理的に属すことができない、サーバーおよ
びアプリケーションに対してADで管理されたアカウント情報による認証を許可します。本節では 
FileMaker Server for Linux のアクセス制御に AD FS を使った外部認証の設定方法を学習します。

（参考）Wikipedia Active Directory Federation Services
https://en.wikipedia.org/wiki/Active_Directory_Federation_Services

（参考）External Authentication for Linux（英語）
https://support.claris.com/s/answerview?language=en_US&anum=000035263

5.7.1 ［実習］Active Directory フェデレーションサービスの環境準備
FileMaker Server for Linux から AD FSへの外部認証を行うためにはAD と AD FS とが稼働した

環境を準備する必要があります。本書では以下の設定を用いてAD、AD FS を同一サーバーで稼働させ
て検証を行いました。実際の運用環境は以下の URL を参考にして構築してください。AD のセットアッ
プは 演習 5.1 で登録したユーザー名、グループ名を利用しています。

設定項目 設定内容
ドメイン名 fmp.cloud

AD FS フェデレーションサービス名 fs.fmp.cloud

（参考） Install the AD FS Role Service
https://docs.microsoft.com/en-us/windows-server/identity/ad-fs/deployment/install-the-ad-fs-role-service
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5.7.2  ［実習］Active Directory フェデレーションサービス アプリケーショング
ループの作成

以下の手順にしたがって AD FS アプリケーショングループを作成します。

（1） [スタートメニュー] - [Windows 管理ツール] - [AD FS の管理] をクリックします。

図 5-94 Active Directory フェデレーションサービス アプリケーショングループの作成

（2） [AD FS の管理] 左ペインで [アプリケーショングループ] を選択します。

図 5-95 Active Directory フェデレーションサービス アプリケーショングループの作成
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（3） [操作] – [アプリケーショングループの追加]　を選択します。

図 5-96 Active Directory フェデレーションサービス アプリケーショングループの作成

（4） [アプリケーショングループの追加ウィザード] が起動します。[名前] に任意の名称を入力しま
す。[テンプレート] には [Web API にアクセスするサーバーアプリケーション] を選択して [次
へ] をクリックします。

図 5-97 Active Directory フェデレーションサービス アプリケーショングループの作成
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（5） [クライアント識別子] をメモします。[リダイレクト URI] に以下の URI を入力します。

https://FileMaker Server for LinuxのFQDN/oauth/redirect

[次へ] をクリックします。

図 5-98 Active Directory フェデレーションサービス アプリケーショングループの作成

（6） [共有シークレットを生成する] にチェックをいれます。[クリップボードへコピー] をクリック
して、生成された共有シークレットをメモします。

図 5-99 Active Directory フェデレーションサービス アプリケーショングループの作成
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（7） [識別子] に先程ステップ (5) でメモした [クライアント識別子] を入力して [追加] をクリックし
ます。[次へ] をクリックします。

図 5-100 Active Directory フェデレーションサービス アプリケーショングループの作成

（8） [アクセス制御ポリシー] に [すべてのユーザーを許可] を選択します。[次へ] をクリックします。

図 5-101 Active Directory フェデレーションサービス アプリケーショングループの作成
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（9） [許可されているスコープ] で、次のスコープにチェックを入れて有効にします。

[allatclaims]、[email]、[openid]、[profile]

[次へ] をクリックします。

図 5-102 Active Directory フェデレーションサービス アプリケーショングループの作成

（10） 設定内容を確認して [次へ] をクリックします。

図 5-103 Active Directory フェデレーションサービス アプリケーショングループの作成
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（11） [閉じる] ボタンをクリックします。

図 5-104 Active Directory フェデレーションサービス アプリケーショングループの作成

5.7.3  ［実習］Active Directory フェデレーションサービス Web API プロパティ
の設定

以下の手順にしたがって AD FS Web API プロパティを設定します。

（1） [AD FS の管理] 左ペインで [アプリケーショングループ] を選択します。実習 5.7.2 で作成した 

[アプリケーショングループ] をダブルクリックします。

図 5-105 Active Directory フェデレーションサービス Web API プロパティの設定
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（2） [Web API] の名前を選択して [編集] ボタンをクリックします。

図 5-106 Active Directory フェデレーションサービス Web API プロパティの設定

（3） Web API のプロパティから [発行変換規則] タブをクリックして [規則の追加] ボタンをクリッ
クします。

図 5-107 Active Directory フェデレーションサービス Web API プロパティの設定
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（4） [変換要求規則の追加ウィザード] が起動します。[変換規則テンプレート] として [LDAP 属性を
要求として送信] を選択して [次へ] をクリックします。

図 5-108 Active Directory フェデレーションサービス Web API プロパティの設定

（5） [要求規則名] に任意の名称を入力、[属性ストア] に [Active Directory] を選択、[LDAP 属性の
出力方向の要求の種類への関連付け] に以下の属性を追加します。

LDAP 属性 出力方向の要求の種類
E-Mail Address email

Surname Surname（直接タイプして入力）
Given-Name Given Name

Token Groups – 名前の指定無し Groups（直接タイプして入力）
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入力が完了したら [OK] ボタンをクリックしてダイアログを閉じます。

図 5-109 Active Directory フェデレーションサービス Web API プロパティの設定

（6） [適用] ボタンをクリックして [変換要求規則の追加ウィザード] を終了します。

図 5-110 Active Directory フェデレーションサービス Web API プロパティの設定
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5.7.4 ［実習］FileMaker Server for Linux 外部認証の設定
以下の手順にしたがって FileMaker Server for Linux外部認証を設定します。

（1） FileMaker Server Admin Console にサインインします。

[管理] – [外部認証] を表示します。[アイデンティティ認証設定] – [AD FS] – [変更] リンクをク
リックして設定項目を表示します。

図 5-111 FileMaker Server for Linux 外部認証の設定

（2） 実習 5.7.2 でメモした識別子、共有シークレットをそれぞれ、[AD FS アプリケーション ID]、
[AD FS アプリケーション シークレット] に入力します。

[AD FS サーバーホスト] には、AD FS サーバーFQDN を入力します。[認証設定を保存] ボタ
ンをクリックして設定を保存します。
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図 5-112 FileMaker Server for Linux 外部認証の設定

（3） [データベースにサインイン] – [外部サーバーアカウント] および [AD FS] トグルスイッチをク
リックして [有効] にします。

図 5-113 FileMaker Server for Linux 外部認証の設定
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5.7.5 ［実習］カスタム App に AD FS 外部認証を設定
以下の手順にしたがって カスタム App に AD FS外部認証を設定します。

（1） 実習 5.6.4 で設定した FileMaker Server for Linux で共有されているカスタム App にサイン
インします。[ファイル] – [管理] – [セキュリティ] をクリックして [セキュリティの管理] ダイア
ログボックスを表示します。

（2） [認証方式] が FileMaker ファイルまたは外部サーバーであることを確認して、新規アカウント
を作成します。

[認証方法] に外部サーバー [グループ名] に AD で管理されている任意のグループ名を入力しま
す。[アクティブ] チェックボックスが有効なことを確認して、適切な [アクセス権セット] を選
択して [OK] ボタンをクリックします。

図 5-114 カスタム App に AD FS 外部認証を設定
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5.7.6 ［実習］AD FS 外部認証を使ったカスタム App へのサインイン
以下の手順にしたがって カスタム App に AD FS外部認証を使ってサインインします。

（1） 実習 5.7.5 で設定したカスタム App にアクセスします。サインインフォームが表示されたら 

[AD FS] ボタンをクリックします。

図 5-115 AD FS 外部認証を使ったカスタム App へのサインイン

（2） AD FS 認証フォームが表示されます。AD で管理されているアカウントとパスワードを入力し
ます。

図 5-116 AD FS 外部認証を使ったカスタム App へのサインイン
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（3） アカウント認証に成功すると FileMaker Server にリダイレクトされます。AD、AD FS、
FileMaker Server for Linux、カスタム App すべての設定内容に誤りがない場合は [このペー
ジで “FileMaker Pro を開くことを許可しますか?”] とダイアログが表示されるので [許可] をク
リックしてカスタム App にサインインします。

図 5-117 AD FS 外部認証を使ったカスタム App へのサインイン

（4） AD で管理されたアカウント名、グループ名でサインインに成功していることを確認します。

図 5-118 AD FS 外部認証を使ったカスタム App へのサインイン
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Active Directory フェデレーションサービス を利用した、カスタム App への外部認証環境がセッ
トアップできました。以降は、ドメインコントローラーのユーザとグループを使って、物理的にドメイ
ンに参加できないFileMaker Server for Linuxで共有されているカスタム App にサインインできます。

AD FS を使った外部認証設定 Tips

著者がActive Directory フェデレーションサービス を使った外部認証を FileMaker Server for Linux で利用す
るにあたり、いくつか確認するポイントを紹介します。

その1
Active Directory フェデレーションサービスをインストールする途中で 「このサービスに必要な SPN は、別

の Active Directory アカウントで既に設定されています。別のフェデレーションサービス名を選択して、再実行
してください。」と警告が表示される場合があります。このままインストールを進め、AD FS および FileMaker 
Server for Linux の外部認証設定を完了させることもできますが、AD FSを使ったカスタム Appのサインインを行
い FileMaker Serve にリダイレクトされても "Authentication Failed" とブラウザに表示され認証に失敗するケー
スがありました。充分な裏付けはございませんが AD FS のフェデレーションサービス名がドメインに登録されてい
る、他のコンピューター名と重複している可能性がありますので、AD FS を再インストールして、重複しない別の
名称をAD FS のフェデレーションサービス名として登録することで解決する場合があります。（AD FS のフェデレー
ションサービス名は FQDN として DNS で名前解決できることをご確認ください。）特にAD と AD FS を同一サー
バーで稼働させた場合、このような設定が発生しやすいかと思われます。



セキュリティと外部認証
　Active Directory フェデレーションサービスを使った外部認証　

174

その2
AD FS のインストール中、セキュリティが強化されたWindows ファイアウォールの AD FS 自動設定が有効に

ならず失敗する場合があります。手動でファイアウォールを有効にして解決できました。

その3
FileMaker Server for Linux と AD FS とで設定されている時刻の差が 5 分以上ある場合、AD FS を使ったカ

スタム App 外部認証は失敗します。両サーバーの時刻設定を確認して、タイムゾーンを東京にあわせた、時刻の自
動設定を有効することをお勧めします。

その4
AD FS アプリケーショングループの作成時、許可されているスコープに [allatclaims] が表示されない場合があ

ります。充分な裏付けはございませんが AD FS や Windows Server のバージョンが古い場合がありますのでマイ
クロソフトウェブサイトのサポート情報をご確認ください。
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第 6章 Webサービスとの連携

目標
• cURL を利用した Web サービスとの連携ができる
• FileMaker Data API を利用できる
• JSON 関数を利用したデータの送受信ができる
• FileMaker WebDirect のワーカーマシンを設定できる

6.1 cURL オプション
cURL（Client for URLs）はオープンスタンダードな、コマンドラインツールの一種です。一般的
に cURL をサポートする環境からは、Web アプリケーションが提供する API エンドポイントを介して、
さまざまな情報のやり取りを行う事ができます。例えば、FileMaker Data API で定義されたエンドポ
イントに対して cURL コマンドを実行する事で、FileMaker Server で共有されているカスタム App 
のレコード操作や、レコード情報の更新を行う事ができます。最新の FileMaker プラットフォームか
らは、[URL から挿入] スクリプトステップに 90 種類を超える、cURL オプションを指定できるように
なりました。

cURL オプションを利用するうえでの注意点
• [URL から挿入] スクリプトステップから利用できるプロトコルは http、https、ftp、ftps、

file、smb、smtp、smtps、ldap、および ldaps の 10 種類です。
• 通常の cURL コマンドラインツールのオプションとは違い FileMaker で利用できないオ
プションもあります。FileMaker Pro ヘルプの「サポートされている cURL オプション」
を必ず確認してください。
サポートされていない cURL オプションは無視されます。

• cURL オプションの引数はシングルクォーテーションではなくダブルクォーテーションで
囲んでください。Quote 関数を利用すると計算式が読みやすくなります。

• ファイルを cURL に渡す時は、オブジェクトフィールドを変数に設定し、その変数の先
頭に @ を付けて @$変数名 のようにして利用してください。
また、--data （または -d）オプション等で JSON オブジェクトを渡すときも、JSON オ
ブジェクトをあらかじめ FileMaker の変数に設定しておき、その変数名を @$変数名 と
して渡すようにすると、エスケープやエンコードを考慮する必要が減りますので、トラブ
ルを減らすことができます。

• [URL を指定] オプションの [URL を自動的にエンコード] オプションは cURL オプション
には適用されません。

• FileMaker 15 までのバージョンや、ランタイムソリューションで cURL オプションを指定
した [URL から挿入] スクリプトステップが実行されても、cURL オプションは無視されます。

（参考）サポートされている cURL オプション
https://help.claris.com/ja/pro-help/#page/FMP_Help%2Fcurl-options.html
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6.1.1 ［演習］cURL オプション
サンプルファイル 「DataAPI_接続テスト.fmp12」 には、cURL オプションをより理解するため

のスクリプトステップが多数含まれています。サンプルファイルでは REST API の接続先として、
FileMaker Data API を利用しています。FileMaker Data API とその利用方法は Claris のドキュメン
トを参考にしてください。

（参考）FileMaker Data API
https:// [FileMaker Server FQDN] /fmi/data/apidoc/

（参考）Claris FileMaker 19 Data API ガイド
https://help.claris.com/ja/data-api-guide/

自身でインストールした FileMaker Server で FileMaker Data API を利用するには以下の設定が有
効になっていることを確認してください。

• 「DataAPI_Sample.fmp12」を SSL 証明書がインストールされた FileMaker Server で
公開し、FileMaker Server Admin Console で FileMaker Data API を有効にします。

図 6-1 Admin Console コネクタ FileMaker Data API
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• [拡張アクセス権を表示] で「DataAPI_Sample.fmp12」の [fmrest] が有効になってい
ること確認してください。

図 6-2 Admin Console 拡張アクセス権を表示

FileMaker Pro で「DataAPI_接続テスト.fmp12」を開き「ServerAddress」フィールドの値を変
更し、スクリプトデバッガを開いた状態でログイン、ログアウト、レコードの取得などのスクリプトを
実行してみてください。それぞれの cURL オプション あるいは JSON 形式の引数に対して、どのよう
な JSON オブジェクトが応答するのか、確認してください。

図 6-3 DataAPI_接続テスト .fmp12
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6.1.2 JSON 関数
JSON（JavaScript Object Notation）は軽量なテキストデータフォーマットです。人間にとって

読み書きが容易なうえ、プログラムでもデータの解析や生成を簡単に行えます。JSON形式のフォー
マットは自由度と再利用性が高いことから、REST API を利用する Web アプリケーション等ではデー
タ変換フォーマットとしてJSONを採用することが多いようです。FileMaker プラットフォームでは、
FileMaker 標準関数として 6 つの JSON 関数が利用できます。

JSONSetElement
オブジェクト名、配列索引、またはパスで指定された JSON データ内の要素
を追加または変更します。

JSONGetElement
JSON データで、オブジェクト名、配列索引、またはパスで指定された要素
のクエリーを実行します。

JSONDeleteElement
オブジェクト名、配列索引、またはパスで指定された JSON データ要素を削
除します。

JSONListKeys
オブジェクト名、配列索引、またはパスで指定された要素に対する JSON デー
タ内のオブジェクト名（キー）または配列索引の一覧を表示します。

JSONListValues
オブジェクト名、配列索引、またはパスで指定された要素に対する JSON デー
タ内の値の一覧を表示します。

JSONFormatElements JSON データ内の要素を読みやすい形に書式設定します。
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6.1.3 ［演習］JSON 関数
サンプルファイル「JSONFunctions.fmp12」には、JSON 関数をより理解するためのスクリプト
ステップが多数含まれています。

サンプルファイルでは REST API の接続先として、国土地理院 標高 API を利用しています。JSON 
関数とその利用方法は公式のドキュメントを参考にしてください。

（参考）国土地理院 標高 API
http://maps.gsi.go.jp/development/elevation_s.html

（参考）FileMaker Pro 19 ヘルプ JSON 関数の使い方
https://help.claris.com/ja/pro-help/#page/FMP_Help%2Fjson-functions.html

サンプルでは指定した緯度経度の情報から、標高を取得し JSON 関数を用いて JSON データを加工
します。サンプルファイルに置かれたボタンをクリックすると、それぞれのボタンに割り当てられた 
JSON 関数の処理が確認できます。どのような JSON データに対して、どのような JSON 関数が有
効か確認してください。

JSON 関数を利用するうえでの注意点

JSON データ内のオブジェクト名（キー）は大文字小文字を区別します。
$json = {"elevation":10} という値の JSON オブジェクトに対して、JSONGetElement 
( $json ; "ELEVATION" ) では値が受け取れません。
キーまたはパスの指定は、大文字小文字を完全に一致させる必要があります。

図 6-4 JSONFunctions.fmp12
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タイプに [JSONString] を指定した場合、JSON データ内のオブジェクト値のタイプが数字だったと
しても、JSONGetElement の戻り値は必ずテキストになります。
戻り値が 10 の場合テキストとして処理され、数字である 9 より小さいと判断されます。

数字として処理するには、GetAsNumber 関数を使ってテキストを数値化する必要があります。

図 6-5 誤動作するスクリプト

JSON 関数に与える JSON オブジェクトが正しくない場合や、空の場合には、戻り値にパースエラー
が返ります。
JSON 関数は「?」に続けて JSON パーサからのエラーメッセージを返します。

JSONFormatElements 関数 を利用すると、戻り値の最初の一文字で引数の JSON オブジェクトが
正しいかどうか判断できます。

図 6-6 JSONFormatElements 関数の戻り値
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JSONSetElement 関数のタイプ引数はダブルクォーテーションで囲まないでください。
JSONSetElement ( json ; キーまたは索引またはパス ; 値 ; タイプ )
のタイプに指定する引数は、あらかじめ定義されている引数なのでダブルクォーテーションで囲まず、その
まま指定してください。

例)
JSONSetElement ("{}" ; "Key" ; .5 ; JSONNumber ) 

図 6-7 ダブルクォーテーションで囲むと引数未定として値が自動判断されて、テキストとして処理されてしまう

図 6-8 正しく数字として処理される
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6.2 FileMaker Data API
FileMaker Data API は、カスタム App のデータに Web サービスからアクセスする為の、ア

プリケーションプログラミングインターフェース（API）です。 この API は 一般的な REST
（Representational State Transfer）アーキテクチャを使用しているため、FileMaker Data API は 
REST API と言えます。例えば、Tableau のようなデータ可視化ツールでは REST API 経由で カスタム 
App のデータを取得し、素早くビジュアル化して分析することができます。

Web サービスまたはアプリケーションから FileMaker Data API を呼び出すには、認証トークンの
取得が必要です。認証トークンの取得に成功すると以降の呼び出しでは、そのトークンを使用してレコー
ドの作成、レコードの更新、レコードの削除、検索の実行が可能です。FileMaker Data API の実行結
果は、特定のプログラミング言語形式に依存しないことから REST API で一般的に使用されているテキ
スト形式 JSON（JavaScript Object Notation）でデータをやり取りします。

FileMaker Server Admin Console で FileMaker Data API 機能を有効にすると FileMaker Data 
API Reference を参照できるようになります。このリファレンスファイルには、FileMaker Data API 
でサポートされるすべての呼び出しに関する詳細情報が含まれています。FileMaker Data API 機能を
使う前に、FileMaker Data API ガイドと併せて、この FileMaker Data API Reference を熟読してお
くことをお勧めします。

（参考）FileMaker Data API Reference
https:// [FileMaker Server FQDN] /fmi/data/apidoc/

（参考）Claris FileMaker 19 Data API ガイド
https://help.claris.com/ja/data-api-guide/index.html

図 6-9 FileMaker Data API
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6.2.1 ［実習］FileMaker Data API を利用するための準備
FileMaker Data API を使用してカスタム App のデータにアクセスするために、以下の手順が全て
完了している事を事前に確認してください。必要な場合、FileMaker Data API 専用のアクセス権セッ
トを作成して専用のアカウントに割り当てます。さらに、FileMaker Data API 専用アカウントには、
FileMaker Data API 専用のレイアウトにしかアクセスできないように、レイアウトに対するカスタム
アクセス権を設定します。専用アカウントを作成すると、演習を進める上でのトラブルシューティング
や、セキュリティ設定が容易になります。FileMaker Data API を使用するカスタム App のアカウン
ト名とパスワードには、コロンは含めない ASCII 文字（a から z、A から Z、0 から 9 など）を使用し
てください。 パスワードのセキュリティを高めるには「!」や「%」などの記号を含める事ができます。

（1） FileMaker Server Admin Console にサインインし、[コネクタ] - [FileMaker Data API] タブ
から、トグルスイッチをクリックして、FileMaker Data API を有効にします。

図 6-10 FileMaker Data API を利用するための準備

（2） FileMaker Server で共有しているカスタム App を開きます。[ファイル] - [管理] - [セキュリ
ティ...] から、カスタム App のセキュリティの管理ダイアログを表示します。

左下の [詳細設定...] ボタンをクリックして、カスタム App の詳細セキュリティ設定ダイアロ
グを表示します。

既存のアクセス権セットを編集するか、新規アクセス権を作成します。本演習では [完全アク
セス] アクセス権セットに、拡張アクセス権 [fmrest] を割り当てます。

（3） [完全アクセス] を選択して、[編集...] ボタンをクリックします。[アクセス権セットの編集] ダイ
アログが表示されます。

（4） 拡張アクセス権 から [FileMaker Data API でのアクセス（fmrest）] を有効にします。[OK] 

ボタンをクリックして、開いているダイアログをすべて閉じます。[完全アクセス権] が割り当
てられたユーザアカウントを使い FileMaker Data API 経由でカスタム App に接続できるよ
うになりました。
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図 6-11 FileMaker Data API を利用するための準備

（5） カスタム App に FileMaker Data API で使用するフォーム形式のレイアウトを作成し、必要
なフィールドをレイアウトに配置します。以降の演習では、FileMaker Data API からのリクエ
ストはすべて、こちらで作成したレイアウト経由で接続します。

図 6-12 FileMaker Data API を利用するための準備
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6.2.2 ［演習］FileMaker Data API Basic 認証を使用したログイン
第 3 章で学習した FileMaker Admin API と同様に FileMaker Data API の学習には、代表的な API 
開発環境のひとつ Postman を使用します。手順に従って FileMaker Data API を使って FileMaker 
Server で共有されているカスタム App  にログインしてみましょう。

※本演習では 「3.3.1 [実習] Postman の準備」で利用した環境 [FileMaker Server] を利用します。

（1） Postman を起動します。

（2） 画面左上にある [+New] ボタンをクリックします。[Collection] ボタンをクリックして、新規
コレクションを追加します。

（3） [Name] に FileMaker Server Data API と入力し [Create] ボタンをクリックします。

図 6-13 Basic 認証を使用したログイン

（4） FileMaker Data API では カスタム App へのログインに Basic 認証、または OAuth 認証の 

2 つがサポートされています。

ログインに必要なアクセストークンを取得するには、リクエストヘッダーに、[Authorization] 

（Basic認証の場合）、または、[X-FM-Data-OAuth-Request-Id] および [X-FM-Data-OAuth-

Identifier] の両方（OAuth認証の場合）を指定する必要があります。

Basic 認証で必要な [Authorization] の値は、Base 64 でエンコードする必要があるの
で、アカウント名とパスワードを変換します。これは、FileMaker Pro のデータビューアと
Base64Encode 関数を使うと簡単に取得できます。
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図 6-14 Basic 認証を使用したログイン

（5） 画面左上にある [+New] ボタンをクリックします。[Request] ボタンをクリックして、新規リ
クエストを追加します。

[Request Name] に Login と入力し [Select a collection or folder to save to:] には、先
程登録したコレクション FileMaker Server Data API を指定し [Save to FileMaker Server 

Data API] ボタンをクリックします。

（6） メソッド、エンドポイント、ヘッダーに必要な内容を入力します。入力に必要な内容は以下の
通りです。
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図 6-15 Basic 認証を使用したログイン

メソッド：エンドポイント
POST：{{host}}/fmi/data/vLatest/databases/カスタム App 名称/sessions

ヘッダー
項目 タイプ 値

Content-Type ストリング application/json

Authorization ストリング "Basic " + Base64 でエンコードされた、アカウント
名 :パスワード
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（7） パラメーターの入力が完了したら [Send] ボタンをクリックします。ログインに成功するとア
クセストークンを取得できます。

※  第 3 章 FileMaker Admin API で既に学習しましたが、アクセストークンは後から {{token}} 

と記述して再利用できるように [Tests] タブで  postman.setEnvironmentVariable を使っ
て Postman 実行環境の [token] 変数に代入しておきます。

図 6-16 Basic 認証を使用したログイン
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6.2.3 ［演習］FileMaker Data API レコードの取得
手順に従って FileMaker Data API を使い FileMaker Server で共有されているカスタム App  にロ
グインしてレコード情報を取得してみましょう。

（1） 画面左上にある [+New] ボタンをクリックします。[Request] ボタンをクリックして、新規リ
クエストを追加します。

[Request Name] に Get Records と入力し [Select a collection or folder to save to:] には、
FileMaker Server Data API を指定し [Save to FileMaker Server Data API] ボタンをクリッ
クします。

図 6-17 レコードの取得

メソッド：エンドポイント
GET：{{host}}/fmi/data/vLatest/databases/カスタム App 名称/layouts/ 
ターゲットレイアウト/records

ヘッダー
項目 タイプ 値

Authorization ストリング "Bearer " + {{token}}
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（2） パラメーターの入力が完了したら [Send] ボタンをクリックします。API の実行に成功すると、
指定したレイアウトからアクセス可能なフィールドを全レコードの情報を JSON 形式で取得で
きます。

エンドポイントに指定できる URL には、いくつかのオプションを指定できます。例えば [_

limit] と [_offset] のオプションを指定すると、取得するレコードの最大数と、レコードの開始
位置を指定できます。

図 6-18 レコードの取得

（3） 例えば、エンドポイントに 

[https:// [FileMaker Server FQDN] /fmi/data/vLatest/databases/カ
スタム App 名称/layouts/レイアウト名/records?_offset=2&_limit=1]

を指定すると、2 レコード目の情報 1 件のみを取得できます。

図 6-19 レコードの取得
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6.2.4 ［演習］FileMaker Data API レコードの編集
手順に従って FileMaker Data API を使って FileMaker Server で共有されているカスタム App  に
ログインしてレコード情報を編集してみましょう。

レコードを編集するには、カスタム App が管理する [レコード ID] が必要です。先程取得した結果
セットから [recordId] の値を控えて、エンドポイントの末尾に指定します。

（1） 画面左上にある [+New] ボタンをクリックします。[Request] ボタンをクリックして、新規リ
クエストを追加します。

[Request Name] に Edit Record と入力し [Select a collection or folder to save to:] には、
FileMaker Server Data API を指定し [Save to FileMaker Server Data API] ボタンをクリッ
クします。

図 6-20 レコードの編集

メソッド：エンドポイント
PATCH：{{host}}/fmi/data/vLatest/databases/カスタム App 名称/layouts/ 
ターゲットレイアウト/records/レコードID

ヘッダー
項目 タイプ 値

Content-Type ストリング application/json

Authorization ストリング "Bearer " + {{token}}
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パラメーター
項目 タイプ 値

fieldData オブジェクト

ターゲットレイアウト内に配置された、フィールド名と値の
ペアを含む JSON オブジェクト。 データ値として "{}" が指
定されている場合、現在のテーブルのスキーマで定義されて
いる自動入力値を使用して空のレコードが作成されます。

portalData オブジェクト
ターゲットレイアウト内に配置された、ポータル行の値を含
む JSON オブジェクト。 フォーマットは Get Records の 
portalData フォーマットを反映しています。

modId ストリング 最後のレコード修正 ID。 modId を使用すると、レコード
は modId が一致したときにのみ編集されます。

script ストリング
API 呼び出しで指定されたアクション（取得、作成、編集、
削除、検索）の後、およびその後のソートの後に実行される
スクリプトの名前。

script.param ストリング script で指定されたスクリプトのパラメータとして使用する
テキスト文字列。

script.prerequest ストリング API 呼び出しで指定されたアクションとそれに続くソートの
前に実行されるスクリプトの名前。

script.prerequest.param ストリング script.prerequest によって命名されたスクリプトのパラ
メータとして使用するテキスト文字列。

script.presort ストリング API 呼び出しで指定されたアクションの後、その後のソート
の前に実行されるスクリプトの名前。

script.presort.param ストリング script.presort によって指定されたスクリプトのパラメータ
として使用するテキスト文字列。
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（2） パラメーターの入力が完了したら [Send] ボタンをクリックします。API の実行に成功すると 

JSON 形式で [response] と [message] を取得できます。

図 6-21 レコードの編集
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6.2.5 ［演習］FileMaker Data API 画像のアップロード
手順に従って FileMaker Data API を使って FileMaker Server で共有されているカスタム App に

画像をアップロードしてみましょう。

画像をアップロードするには、カスタム App が管理する [レコード ID] が必要です。演習 6.1.3 で
取得した結果セットから [recordId] の値を控えて、エンドポイントに指定します。

（1） 画面左上にある [+New] ボタンをクリックします。[Request] ボタンをクリックして、新規リ
クエストを追加します。

[Request Name] に Object と入力し [Select a collection or folder to save to:] には、
FileMaker Server Data API を指定し [Save to FileMaker Server Data API] ボタンをクリッ
クします。

図 6-22 画像のアップロード



Web サービスとの連携
　FileMaker Data API　

195

1章

2章

3章

4章

5章

6章

付録

メソッド、エンドポイント、ヘッダーに必要な内容を入力します。入力に必要な内容は以下の
通りです。

図 6-23 画像のアップロード
メソッド：エンドポイント
POST：{{host}}/fmi/data/vLatest/databases/カスタム App 名称/layouts/ 
ターゲットレイアウト/records/レコード ID/containers/オブジェクトフィールド名称/ 
繰り返し位置番号

ヘッダー
項目 タイプ 値

Authorization ストリング "Bearer " + {{token}}

パラメーター
項目 タイプ 値

upload ファイル [Select Files] ボタンをクリックして、画像ファイルを
指定します。
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（2） パラメーターの入力が完了したら [Send] ボタンをクリックします。リクエストの実行に成功
すると JSON 形式で [response] と [message] を取得できます。

図 6-24 画像のアップロード

（3） カスタム App を開いて、実際に写真がアップロードされたことを確認します。

図 6-25 画像のアップロード
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6.2.6 ［演習］FileMaker Data API ログアウト
手順に従って FileMaker Data API を使って FileMaker Server で共有されているカスタム App か
らログアウトしてみましょう。

この API は、ヘッダーやパラメーターは含みません、リクエストを実行すると指定したトークンが
即座に破棄されます。

（1） 画面左上にある [+New] ボタンをクリックします。[Request] ボタンをクリックして、新規リ
クエストを追加します。

[Request Name] に Logout と入力し [Select a collection or folder to save to:] には、
FileMaker Server Data APIを指定し [Save to FileMaker Server Data API] ボタンをクリッ
クします。

メソッド、エンドポイントに必要な内容を入力します。入力に必要な内容は以下の通りです。

図 6-26  ログアウト

メソッド：エンドポイント
DELETE：{{host}}/fmi/data/vLatest/databases/カスタム App 名称/ 
sessions/アクセストークン



Web サービスとの連携
　FileMaker Data API　

198

（2） パラメーターの入力が完了したら [Send] ボタンをクリックします。API の実行に成功すると 

JSON 形式で [response] と [message] を取得できます。

※  一度トークンが破棄されると、そのトークンを使った FIleMaker Data API リクエストは
実行できません。例えば、破棄したトークンを指定したまま「6.1.3　[演習]　FileMaker 

Data API レコードの取得」のリクエストを再び実行すると、応答結果にエラーメッセージ
を含む JSON が返却されます。

図 6-27 ログアウト
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6.2.7 ［演習］FileMaker Data API  OAuth 認証を使用したログイン
手順に従って FileMaker Data API を使って FileMaker Server で共有されているカスタム App に 

OAuth 認証を使ってログインしてみましょう。本実習を進めるには FileMaker Server で、オープン
認証 (OAuth) 資格情報を使用した外部認証を構成しておく必要があります。必要な場合は前章に戻っ
て、FileMaker Server でサポートされる認証プロバイダを構成してください。

（1） 本実習では、認証プロバイダに [Google] を使います。FileMaker Server Admin Console 

にサインインして [管理] - [外部認証] タブを選択し、認証プロバイダとして [Google] が構成
されている事と、OAuth 認証でカスタム App にサインする、アカウントの拡張アクセス権で 

[fmrest] が有効になっていることを確認してください。

（2） FileMaker Data API で OAuth 認証を使用するには、[X-FM-Data-OAuth-Request-Id]、
[X-FM-Data-OAuth-Identifier] の 2 つが必要です。以降の手順でこれらの値をひとつずつ取
得します。

図 6-28 OAuth 認証を使用したログイン
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（3） Postman を起動します。画面左上にある [+New] ボタンをクリックして新規リクエストを
作成します、[Request Name] の名称を Get OAuth にし [Save to FileMaker Server Data 

API] ボタンをクリックします。

図 6-29 OAuth 認証を使用したログイン

（4） メソッド、エンドポイント、ヘッダーに必要な内容を入力します。入力に必要にパラメーター
は以下の通りです。

メソッド：エンドポイント
GET：http:// [FileMaker Server FQDN] /oauth/getoauthurl?trackingID= 
[任意の数字] &provider= [Google] &address= [FileMaker Server FQDN] 
&X-FMS-OAuth-AuthType=2

※  本演習では {{host}} 変数は使わずに、http:// プロトコル および [FileMaker Server FQDN] をエン
ドポイントに指定してください。

ヘッダー
項目 値

X-FMS-Application-Type 9

X-FMS-Application-Version 15

X-FMS-Return-URL [FileMaker Server FQDN]

※  エンドポイントに指定した 2 つの [FileMaker Server FQDN] と、X-FMS-Return-URL に指定した 

[FileMaker Server FQDN] とに不一致があると、ステータス 400 Bad Request が返ります。
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（5） パラメーターの入力が完了したら [Send] ボタンをクリックします。API の実行に成功すると 

OAuth 認証に必要な、[X-FM-Data-OAuth-Request-Id ] の値が [x-fms-request-id] として
ヘッダーから取得できます。

一方、ボディには OAuth 認証に必要な URL が含まれます。値をクリップボードにコピーをし
ます。

※  URL 引数 scope には 空白文字列が含まれるので、ボディの表示形式は Raw に変更してか
ら URL を確認してください。Rretty で確認すると改行されてしまい正しい URL を取得でき
ません。

図 6-30 OAuth 認証を使用したログイン

（6） ブラウザを起動して、クリップボードにコピーした URL を開きます。Google の認証画面が
表示されるので、アカウントとパスワードを入力します。

認証に成功すると手順 3 で指定した [X-FMS-Return-URL] へ画面遷移します。遷移した画面
の URL には OAuth 認証に必要な、[X-FM-Data-OAuth-Identifier] が [identifier] として取
得でるのでメモします。

例
https://fms.fmp.cloud/?trackingID=1&identifier=  
[X-FM-Data-OAuth-Identifier]
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図 6-31 OAuth 認証を使用したログイン

（7） 画面左上にある [+New] ボタンをクリックして新規リクエストを作成します、[Request 

Name] の名称を Get OAuth Parameters Google にし、 [Save to FileMaker Data API] ボ
タンをクリックします。

新規タブを作成します、[New Tab] の名称を [Login OAuth] として、メソッド、エンドポイ
ント、ヘッダーに必要な内容を入力します。入力に必要な内容は以下の通りです。ボディには
送信する値が無いことを示す「{}」を入力します。

図 6-32 OAuth 認証を使用したログイン
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メソッド：エンドポイント
POST：{{host}}/fmi/data/vLatest/databases/カスタム App 名称/sessions

ヘッダー
項目 タイプ 値

Content-Type ストリング application/json

X-FM-Data-OAuth-Request-Id ストリング 先程取得した、x-fms-request-id の値
X-FM-Data-OAuth-Identifier ストリング 先程取得した、identifier の値

パラメーター
項目 タイプ 値

なし なし "{}"

（8） パラメーターの入力が完了したら [Send] ボタンをクリックします。ログインに成功するとア
クセストークンを取得できます。

OAuth 認証を利用すると、アカウントとパスワードをプログラムにハードコードしなくてよい
ので、セキュリティを高めることができます。

また、手順 3 のエンドポイントで指定した、[Google] を [Amazon]、[Microsoft] に変更する
ことで、別の認証プロバイダも指定できるので、是非試してみてください。

図 6-33 OAuth 認証を使用したログイン
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コメントアウト
FileMaker 17 プラットフォームより FileMaker Pro および FileMaker Pro Advanced は統合され一本化され

ました。

お客様の環境や、新しく FileMaker Pro をインストールしたばかりの PC を操作する場合、[高度なツール] は基
本的に無効になっているのですが、アプリケーションのインターフェースからはその違いはすぐにはわかりません。

筆者はメインで macOS を使っているので、スクリプトステップをコメントアウトする場合には、[ コマンド + / 
] のショートカットを使いますが、[高度なツール] が無効の場合、FileMaker Pro のヘルプがブラウザに表示されます。

筆者がセミナー講師を担当した際に、受講者の方から FileMaker Pro でコメントアウトをどのように操作するか
ご質問を受けたのですが、このことをすっかり忘れており、何度やってもコメントアウトができずに冷や汗をかいた
経験があります。

本書の読者の皆さまは、カスタム App の開発にたずさわっている方が多いと思いますので [高度なツール] は常
に有効にしておきましょう。
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6.2.8 ［演習］FileMaker Data API  復習
本節の演習では FileMaker Data API を使い、カスタム App にログインし、保存されているレコー
ドの操作を学習しました。最後に FileMaker Data API を利用する上で必要な操作を、Postman のよう
なリッチなクライアントではなく、よりネイティブに近い REST クライアントを使って復習しましょう。

本演習では、Visual Studio Code（VSCode）と、その拡張機能として Visual Studio Marketplace 
で入手可能な、[REST Client] と [vscode-base64] を利用します。事前に必要なアプリケーションを追
加してください。Visual Studio Marketplace や拡張機能のインストール手順については本書では割愛
します。

図 6-34 Visual Studio Code と拡張機能、REST Client と vscode-base64 の紹介画面 

（1） アプリケーションから、Visual Studio Code を起動します。[ファイルメニュー] から、[ファ
イル] - [開く...] をクリックして、サンプルファイル 「DataAPI.rest」を開きます。

先頭の 3 行は、ファイル変数として後述のスクリプトから値の参照が可能です。FileMaker 

Data API で利用する、URL、カスタム App 名称、レイアウト名称を定義しています。
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図 6-35 FileMaker Data API  復習

（2） 5 ～ 15 行目　カスタム App へのログイン

REST Client では、[###] で囲まれた範囲を、独立した API として記述し実行が可能です。

FileMaker Data API では、[Authorization] に Base64 エンコードした、アカウント名とパス
ワードの指定が必要です。

拡張機能 [vscode-base64] がインストールされている場合、文字列を選択して [⌘-e] キーを 

2 回押下することで、Base64 形式にエンコードが可能です。[admin:password] という文字
列を選択して、[YWRtaW46YWRtaW4=] にエンコードしました。

図 6-36 FileMaker Data API  復習
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9 行目 の上方にある [Send Request] をクリックすると、ウインドウ右側に実行結果が表示さ
れ、FileMaker Data API 実行に必要な、[token] が取得できます。

さらに 7 行目では、[@name LOGIN] を定義して、後述のスクリプトから取得した response 

データを参照可能としています。

図 6-37 FileMaker Data API  復習

（3） 15 ～ 23 行目　レコードの取得

以降の手順ではヘッダーに [token] が必要になるのですが、参照先を変数{{LOGIN.response.

body.$.response.token}} と指定することで、手順 3 で取得した [token] を参照させています。

図 6-38 FileMaker Data API  復習

二重括弧で囲まれた文字列は正しく値がセットされていると、マウスオーバーで内容を確認で
きます。
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図 6-39 FileMaker Data API  復習

19 行目 の上方にある [Send Request] をクリックすると、ウインドウ右側に実行結果が表示
され、カスタム App のレコード情報を取得できます。

図 6-40 FileMaker Data API  復習

（4） 23 ～ 40 行目　画像のアップロード

画像のアップロードには、[Content-Type] に [multipart/form-data] を指定し、コンテンツの
境界を示す、[boundary] 文字列を定義します。

データ形式が [multipart/form-data] の場合、1回の送信データにいくつかの種類のデータを含
むことができますが [boundary] 文字列は、それらの境界に利用されます。

33 ～ 37 行目では、送信されるデータが [name="upload"]、[filename="10001.jpg"]、
[Content-Type: image/jpeg] として [10001.jpg] のバイナリデータが定義されています。
Visual Studio Code では、[< ./10001.jpg] と記述し、現在編集中のファイルからの相対位置
にある画像ファイルのバイナリデータを参照できます。

※ FileMaker Data API では、送信される画像データの名称は、[upload] である必要があります。
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図 6-41 FileMaker Data API  復習

28 行目 の上方にある [Send Request] をクリックすると、ウインドウ右側に実行結果が表示
され、カスタム App に画像をアップロードできます。

図 6-42 FileMaker Data API  復習
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（5） 40 ～ 56 行目　スクリプトの実行

FileMaker Data API では、API 呼び出しに指定された処理の前後で、スクリプトを実行できます。

スクリプトの実行順序は、図 6-43 の通りです。

図 6-43 FileMaker Data API  復習

42 行目 の上方にある [Send Request] をクリックすると、ウインドウ右側に実行結果が
表示され、指定したスクリプトにエラーがない場合、それぞれ [scriptError.prerequest]、
[scriptError.presort]、[scriptError] の戻り値として [0] が確認できます。

図 6-44 FileMaker Data API  復習
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（6） 56 ～ 64 行目　ログアウト

[token] を指定してログアウトを行います。ログアウトに成功すると、[Response Payload] に 

[200] を取得できます。

図 6-45 FileMaker Data API  復習

さて、Visual Studio Code と REST Client を使って、ログインからログアウトまでの一連の操作を
復習しましたが、いかがでしたでしょうか？

多少の慣れは必要ですが、Postman とは違い 1 つのファイルで、複数の API の実行とその結果を確
認できるので、FileMaker Data API の学習を進めるのに理想的な環境かと思われます。
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6.3 FileMaker WebDirect
Claris FileMaker WebDirect™ は Web アプリケーションとデスクトップアプリケーションの特徴

を組み合わせて、カスタム App の機能を Web ブラウザベースのアプリケーションとして活用できます。

FileMaker WebDirect は、FileMaker Pro や FileMaker Go と違い、クライアント PC または
クライアントデバイスに専用アプリケーションをインストールする必要がありません。FileMaker 
WebDirect がサポートする Web ブラウザと FileMaker Server への接続ライセンスを使って、ユー
ザはカスタム App のデータにアクセスする事ができます。

さらに FileMaker WebDirect は、Web ブラウザから利用されるにもかかわらず、その開発者は 
PHP、HTML5、CSS、JavaScript などの専門知識を必要としません。わずか数クリックでカスタム 
App を Web ブラウザからアクセス可能にする革新的な Web テクノロジーです。

なお、FileMaker Sever 18.0.2 より Java ライセンスの変更に伴い、カスタム Web 公開および 
FileMaker WebDirect の使用に必要な Java Runtime Environment (JRE) が FileMaker Server に
よってインストールされなくなりました。Web 関連のサービスを使用するには、OpenJDK または 
Oracle JRE のいずれかをインストールする必要があります。

本節ではマスタマシン 1 台の構成に OpenJDK を利用した FileMaker WebDirect を展開する為の
手順を学習します。

6.3.1 ［実習］FileMaker WebDirect を利用するための準備

（1） Admin Console にサインインして、[コネクタ] - [Web 公開] タブを開きます。[Web 公開] - 

[FileMaker WebDirect] トグルスイッチをクリックして、FileMaker WebDirect を有効にし
ます。

図 6-46 FileMaker WebDirect を利用するための準備
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（2） [Web 公開エンジン] - [マスタマシン] トグルスイッチをクリックして、FileMaker WebDirect 

を有効にします。

[Java Runtime Environment の使用] ダイアログが表示されます。 [OpenJDK を使用] を選
択して [OK] ボタンをクリックしてください。

※  Oracle JRE を既にインストールし FileMaker WebDirect に Oracle JRE を利用する場
合は [Oracle JRE ] を選択して [OK] ボタンをクリックします。手順に従って FileMaker 

Server を展開したサーバーを再起動します。

図 6-47 FileMaker WebDirect を利用するための準備

（3） [Java Runtime Environment の使用] ダイアログにインストール手順が表示されます。手順 (1) 

の文字列 [AdaoptOpenJDK] はクリック可能なリンク文字列となっています。リンクをクリッ
クして AdaoptOpenJDK ウェブサイトに移動します。

図 6-48 FileMaker WebDirect を利用するための準備
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（4） 手順 (2) に従い、適切な Version と JVM を選択し、プラットフォームから FileMaker Server 

がインストールされている OS アイコンをクリックします。本節では Windows x64 を選択し
ました。

最後に [Download JRE] ボタンをクリックして、ファイルをダウンロードし保存します。

図 6-49 FileMaker WebDirect を利用するための準備
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（5） 再び Admin Console に戻ります。[Java Runtime Environment の使用] ダイアログの [参照...] 

ボタンをクリックして、先程ダウンロードした JRE ファイルを選択して [開く] ボタンをクリッ
クします。

図 6-50 FileMaker WebDirect を利用するための準備

しばらくすると、Java Runtime Environment が使用可能となります。画面の指示に従い、
FileMaker Server を展開したサーバーを再起動します。

図 6-51 FileMaker WebDirect を利用するための準備
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（6） サーバーの再起動が完了したら、再び Admin Console にサインインして、[コネクタ] - [Web 

公開]  タブを開きます。セットアップが正しく完了すると [Web 公開エンジン] - [マスタマシン] 

が実行中と表示されています。

図 6-52 FileMaker WebDirect を利用するための準備

（7） 画面上段にある [起動センターを開く] リンクをクリックして起動センターが表示されるか確認
します。

FileMaker Server にあらかじめインストールされている カスタム App [FMServer_Sample] 

アイコンをクリックしてカスタム App が動作することを確認します。

FileMaker WebDirect のセットアップが正しく完了しました。

図 6-53 FileMaker WebDirect を利用するための準備
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（8） FileMaker Server の準備が完了したらカスタム App の設定を見直します。

FileMaker WebDirect からカスタム App へアクセスするには、拡張アクセス権 

[fmwebdirect] が有効なアカウントが必要です。

拡張アクセス権 [fmwebdirect] を有効にするには、[ファイル] - [管理] - [セキュリティ...] - [詳
細設定] から個別で有効にするか、[ファイル] - [共有設定] - [FileMaker WebDirect 設定ダイ
アログ...] - [アクセス権セットによってユーザを指定] からまとめて有効にできます。

図 6-54 拡張アクセス権の設定方法 （その 1)
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図 6-55 拡張アクセス権の設定方法（その 2）

（9） FileMaker Server および、カスタム App の設定が完了すると以下の URL から FileMaker 

WebDirect ホームページにアクセスできます。

https:// [FileMaker Server FQDN] /fmi/webd/

図 6-56 FileMaker WebDirect ホームページ

FileMaker WebDirect ホームページに共有したいカスタム App アイコン、カスタム App 名が表
示されない場合は、カスタム App のセキュリティ設定をもう一度見直してください。

また、[ファイル] メニュー - [共有設定] - [WebDirect の構成...] で [FileMaker WebDirect 起動セン
ターに表示しない] にチェックが入っていないことも確認してください。
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6.3.2 ［実習］ワーカーマシンの追加
ハードウェア構成を最適化した場合、1 台のサーバーで対応できる FileMaker WebDirect クラ
イアントは最大 100 です。ただし 100 近くの FileMaker WebDirect クライアントを一度にサー
バーにアクセスさせる必要がある場合、FileMaker WebDirect ワーカーマシンを追加する事でサー
バーへのアクセス負荷を分散し、FileMaker WebDirect のパフォーマンスを向上させる事ができま
す。FileMaker WebDirect の利用規模拡大によって負荷が増加した場合、より多くの FileMaker 
WebDirect クライアントに対応するために、最大 5 台までのワーカーマシンを追加することができま
す。FileMaker WebDirect でワーカーマシンを複数台構成した場合、クライアントからの要求は構成
されたワーカーマシンの数に基づきロードバランシングされます。

本章で既に学習した通り、FileMaker WebDirect を利用するには OpenJDK または Oracle JRE 
のいずれかをインストールする必要があります。ワーカーマシンはこれらを手動でインストールする必
要があります。

マスタマシン、ワーカーマシンを使った複数サーバーから構成される FileMaker WebDirect 展開
を使用すると、マスタマシンをファイアウォールの背後に配置し、ワーカーマシンをファイアウォール
の前に配置することで、マスタマシンのみで共有する FileMaker ネットワークを使ったカスタム App 
のセキュリティを強化することもできます。

ワーカーマシンを追加するには以下の手順で設定します。

（引用）複数のマシンでの FileMaker Server の展開
https://help.claris.com/ja/server-installation-configuration-guide/#about-multiple

（1） インストーラ画面の指示に従って [展開オプション] までインストールを進めてください。

（2） 展開オプションに、[FileMaker WebDirect ワーカー] を選択して、[次へ] をクリックします。

図 6-57 ワーカーマシンの追加 
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（3） 画面の指示に従い、[インストール] をクリックします。

図 6-58 ワーカーマシンの追加 

（4） ソフトウェアが正常にインストールされると、Claris FileMaker WebDirect ワーカー展開ア
シスタントを起動します。インストーラの最後のステップで、[展開アシスタントを開始する] 

を選択してから、[完了] をクリックします。

図 6-59 ワーカーマシンの追加
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（5） ブラウザが起動して Claris FileMaker WebDirect ワーカー展開アシスタント画面が表示され
ます。必要な場合、[証明書をインポート] をクリックして署名済みの SSL 証明書をインポート
できます。署名済みの SSL 証明書がない場合は、FileMaker のデフォルト証明書をテスト目的
にのみ利用できます。実際の運用環境では署名済みのカスタム SSL 証明書が必要です。

図 6-60 ワーカーマシンの追加

（6） [JRE のインストール] ボタンをクリックして、実習 6.3.1 同様に Open JDK をインストール
します。インストールが完了したらワーカーマシンを再起動します。

図 6-61 ワーカーマシンの追加
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（7） ワーカーマシンが起動したら再び、Claris FileMaker Webdirecrt ワーカー展開アシスタント
を開始します。[接続設定] にマスタマシン、ワーカーマシンの情報を入力して [マスタに追加] 

をクリックします。

図 6-62 ワーカーマシンの追加

（8） ワーカーマシンの登録が完了すると、[正常に接続されました。] とメッセージが表示されて、
マスタマシンの FileMaker Server Admin Console では、Web 公開エンジンに2台目のワー
カーマシンが表示されます。

※ 要求がタイムアウトする場合、ワーカーマシンのファイアウォール設定で「16000 - 

16002」のポートが解放され通信が可能なことを確認してください。

図 6-63 ワーカーマシンの追加
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（9） FileMaker WebDirect ホームページにアクセスすると、FileMaker WebDirect を介してアク
セス可能なカスタム App が表示されます。

図 6-64 ワーカーマシンの追加

（10） カスタム App へアクセスするとワーカーマシンのホスト名または IP アドレスがブラウザの 

URL 欄に表示され、どのワーカーマシンを経由してカスタム App にアクセスしているか確認
できます。

図 6-65 ワーカーマシンの追加
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6.4 JavaScriptとの相互連携
FileMaker Pro 19 から Web ビューアに記述された JavaScript を FileMaker スクリプトから直接

実行できるようになりました。反対に Web ビューアに記述された JavaScript から FileMaker スクリ
プトを直接実行することも可能です。つまり FileMaker スクリプトと JavaScript とは相互に連携し、
カスタム App を拡張することができるようになりました。

FileMaker Pro 単体では難しかったユーザーインターフェースや複雑な演算処理も、サードパーティ
の JavaScript ライブラリを使用してスマートに実装ができます。本節ではサンプルファイルを使った
演習を通して FileMaker スクリプトと JavaScript とが相互に連携したカスタム App の作成方法を学
習します。

（参考）FileMaker Pro 19 の新機能
https://help.claris.com/ja/pro-help/index.html#page/FMP_Help/new-features.html

6.4.1 ［演習］JavaScriptとの相互連携
FileMaker Pro 標準機能を使ってリストや JSON 配列に保存された値をランダムに並び替えるには、

いくつかの方法が考えられますが JavaScript にはよく利用する機能をひとつにまとめた便利なライブ
ラリが多数存在します。本演習では Underscore.js を使い、JSON 配列のシャッフル機能をカスタム 
App に追加してみます。

Underscore.js はオープンソースとして提供されている便利な機能をまとめたライブラリです。ラ
イブラリをカスタム App に組み込む事で、配列の検索／並び替え／フィルタといった 100 を超える
関数の利用が可能となります。演習を開始する前に以下のウェブサイトから、ライブラリをダウンロー
ドして任意のパスに保存します。

（参考）Underscore.js
http://underscorejs.org/

（1） 演習ファイルに含まれるカスタム App UnderScore.fmp12 を開きます。[js_underscore] 

フィールドに、ダウンロードしたライブラリ本文を挿入します。

図 6-66 JavaScriptとの相互連携
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（2） レイアウトに配置された Web ビューアのオブジェクト名が [wv] であることを確認します。

Web ビューアの設定ダイアログを表示して、[JavaScript による FileMaker スクリプトの実行
を許可] チェックボックスを [有効] にします。

※  FileMaker から Web ビューアに記述された JavaScript を実行するには、このチェックボッ
クスが有効になっている必要があります。

図 6-67 JavaScriptとの相互連携

（3） スクリプトワークスペースを開き、スクリプト [Shuffle A] を確認します。スクリプトデバッ
ガを起動してスクリプトを実行します。

2 行目のスクリプトステップでは JSON 配列 ["A","B","C"] を作成します。

（4） 3 行目のスクリプトステップでは、手順 1 で確認した Web ビューアに記述された JavaScript 

[shuffle] 関数を実行します。

図 6-68 JavaScriptとの相互連携
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（5） Web ビューアに記述された JavaScript [shuffle] 関数では、Underscore.js の関数を使い 

JSON 配列 ["A","B","C"] をランダムに並び替えます。

並び替えられた配列は、同じ JavaScript にある exec 関数の引数として [Return] という文字
列と共に渡されます。

図 6-69 JavaScriptとの相互連携

（6） exec 関数では、FileMaker.PerformScript を使って、ランダムに並び替えられた JSON 配列
をスクリプト引数として FileMaker スクリプト [Return] を実行します。

図 6-70 JavaScriptとの相互連携
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（7） FileMaker スクリプト [Return] では、スクリプト引数に指定された、ランダムに並び替えら
れた JSON 配列を受け取ります。

ここで注目するべき点は、FileMaker スクリプト [Return] は FileMaker スクリプト [Shuffle 

A] のサブスクリプトとして実行されている点です。

この特性を利用すれば [現在のスクリプト終了] スクリプトステップを利用して [Shuffle A] に 

JavaScript の実行結果を渡せます。

図 6-71 JavaScriptとの相互連携

（8） スクリプト [Shuffle A] では関数 Get（スクリプトの結果）を使い JavaScript でランダムに並
び替えられた JSON 配列を取得できます。

カスタムダイアログを使って結果を表示します。

図 6-72 JavaScriptとの相互連携
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いかがでしたでしょうか？ FileMaker スクリプトと JavaScript とを相互に連携させるには、最初
は複雑に感じるかもしれません。しかしながら連携のコツをつかんでしまえば、オープンソースとして
公開されている JavaScript ライブラリを使って、既存のカスタム App の機能を拡張することも可能
です。FileMaker スクリプトと JavaScript との連携サンプルは FileMaker Pro ヘルプにも記載があ
るので、興味のある方は確認してみてください。

まとめ
FileMaker プラットフォームでは、チームの情報共有に必要な画面や帳票の開発にはそれほど高度

な IT の知識は必要ありません。そのため FileMaker プラットフォームで開発されたカスタム App を
基幹システムとして採用する組織も多いと思います。本章では、FileMaker Server に蓄積されたデー
タを FileMaker Pro や FileMaker Go で共有するばかりではなく、FileMaker Data API を利用して、
別のプラットフォームからカスタム App のデータにアクセスできることを学習しました。

FileMaker Data API を活用すれば、柔軟にそして簡単にシステムの拡張が可能となります。これを
機会に様々な Web サービスと連携して、データを有効活用することも検討してみてください。

FileMaker.PerformScript

FileMaker.PerformScript を使えば JavaScript から FileMaker スクリプトを指定して実行できます。

しかしながら、実行タイミングによっては FileMaker.PerformScript が失敗する場合があります。

例えば Web ビューアがレイアウトに表示された直後に JavaScript の window.onload イベントを経由して 
FileMaker.PerformScript が実行された場合、
FileMaker オブジェクトの読み込みができて
おらず処理は失敗します。

これを回避するには setTimeout 関数を
使って FileMaker.PerformScript が失敗した
場合は、数ミリ秒経過したのちに再実行する
処理を追加します。

演 習 6.4.1 の サ ン プ ル フ ァ イ ル に
は setTimeout 関 数 を 使 い FileMaker.
PerformScript を実行した場合と、直接実行
した場合の 2 つの処理が記述されています。

コメントアウトを切り替えて、実行結果を
確認してみてください。

図 6-73 FileMaker.PerformScript

[テキストを挿入 ] スクリプトステップ
Web ビューアに HTML ソースコードを直接記述する場合、HTML 属性は一般的にダブルクォーテーションで囲

まれています。ダブルクォーテーションをエスケープしてもよいのですが [テキストを挿入] スクリプトステップを
使い、任意の変数を経由することでダブルクォーテーションをエスケープせずに HTML ソースコードをそのまま 
Web ビューアに記述することが可能です。ただし [テキストを挿入] スクリプトステップを使った変数の設定には、
最大 30,000 字の文字数制限があるので、制限を超えるような巨大な HTML ソースコードは直接変数に設定するこ
とができません。

そのような場合、[テキストを挿入] スクリプトステップの [内容を選択] オプションをはずすと、ターゲット変数
の内容を書き換えることなくその変数の末尾に、指定したテキストを追記するように振る舞いが変わります。つまり、
複数の [テキストを挿入] スクリプトステップを組み合わせると、最大文字数以上のテキストを任意の変数に設定で
きるようになります。
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付録 A fmsadmin コマンド

FileMaker Server には FileMaker Server Admin Console の他に、コマンドラインインターフェー
ス（CLI）を使った管理ツール fmsadmin ツールが付属します。fmsadmin ツールは FileMaker 
Server Admin Console から操作できるほとんどの機能を CLI から実行できるので、スクリプト、ま
たはバッチファイルから FileMaker Server を操作したり、FileMaker Server Admin Console が利
用できない状況下で FileMaker Server を制御できます。

（引用）FileMaker Server コマンドラインリファレンス
https://support.claris.com/s/answerview?language=ja&anum=000025601
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[付録-1]　fmsadminコマンド一覧
コマンド

AUTORESTART
Admin Server あるいは FMSE の自動起動を設定したり、設定状況を
取得します 

BACKUP カスタム App をバックアップします 

CERTIFICATE SSL 証明書を管理します 

CLEARKEY 保存されているカスタム App 暗号化パスワードを削除します 

CLOSE カスタム App を閉じます 

DISABLE スケジュールあるいは詳細の統計ログを無効にします 

DISCONNECT クライアントの接続を解除します 

ENABLE スケジュールあるいは詳細の統計ログを有効にします 

GET (FileMaker Server 17 にて追加) FileMaker Server あるいは CWP の設定を取得します 

HELP ヘルプを表示します 

LIST
クライアント、カスタム App、プラグイン、スケジュールの一覧を表
示します 

OPEN カスタム App を開きます 

PAUSE カスタム App を一時停止します 

REMOVE
カスタム App をホストされたフォルダから削除します。または空の
フォルダを削除します 

RESETPW 管理者ユーザーのパスワードをリセットします 

RESTART Server プロセスを再起動します 

RESUME 一時停止したカスタム App を再開します 

RUN スケジュールを実行します 

SEND メッセージを送信します 

SET (FileMaker Server 17 にて追加) FileMaker Server あるいは CWP の設定を変更します 

STANDBY (FileMaker Server 17 にて削除) スタンバイサーバーの接続、役割を管理します 

START Server プロセスを開始します 

STATUS カスタム App のクライアントの状況を取得します 

STOP Server プロセスを停止します 

VERIFY カスタム App の一貫性をチェックします 

WPE FileMaker WebDirect ワーカーマシンを追加、削除、一覧表示します 
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fmsadmin AUTORESTART

使用方法：fmsadmin AUTORESTART [タイプ] [フラグ]

説明：
有効なフラグが指定されている場合、タイプで指定されたサーバーまたはプロセスの自動再起動を有
効および無効にします。 フラグを指定しないと、そのタイプの現在の自動再起動設定が表示されます。

有効なタイプ
'ADMINSERVER' 管理サーバー。
'FMSE' FileMakerスクリプトエンジンプロセス。

有効なフラグ：
'ON' 自動再起動をオンにします。
'OFF' 自動再起動を無効にします。

FileMaker Server サービス（Windows）または fmserver_helperd デーモン（macOS）は、デフォ
ルトで Admin Server および FMSE プロセスの障害を監視し、プロセスが停止したか 60 秒以上応答
しない場合は常にプロセスを自動的に再起動します。

'fmsadmin STOP' コマンドを使用して適切に管理サーバーまたは FMSE プロセスを停止した場合、
FileMaker Server はプロセスの監視を停止しますが、自動再起動設定は変更されません。

自動再起動のデフォルト設定はオンです。自動再起動オフ設定は永続的ではありません。 FileMaker 

Server サービスまたは fmserver_helperd デーモンが起動するたびに、自動再起動は自動的にオン
になります。

このコマンドは、FileMaker Server サービス（Windows）または fmserver_helperd デーモン
（macOS）が実行されている場合にのみ機能します。

オプション：
コマンド固有のオプションはありません。
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fmsadmin BACKUP

使用方法：fmsadmin BACKUP [ファイル ...] [パス ...] [オプション]

説明：
指定されたカスタム App （ファイル）または指定されたフォルダー内（パス）のすべてのホストされ
ているカスタム App をバックアップします。

BACKUP コマンドは、FileMaker Server へ接続しているクライアントが存在しているかどうかに関
わらず、ホストされているカスタム App のライブバックアップを実行します。または、最初にカスタ
ム App を一時停止してから BACKUP コマンドを発行し、オフラインバックアップを実行します。宛
先パスを指定しないと、カスタム App はデフォルトのバックアップフォルダにバックアップされます。
バックアップするカスタム App またはフォルダを指定しないと、ホストされているすべてのカスタム 

App がバックアップされます。

バックアップが完了したら、オプションを使用してバックアップファイルを検証してクローンを作成
できます。カスタム App のクローンには、すべてのフィールド定義、テーブル、レイアウト、スクリ
プトなどが含まれていますが、レコードデータは含まれていません。

オプション：
'-d PATH, --dest PATH'
カスタム App を指定したパスにバックアップすることによって、デフォルトのバックアップフォルダ
の保存先を上書きします。

パスが存在しない場合、FileMaker Server は作成を試みます。フォルダーへのパスはスラッシュ（/）
で終わらなければなりません。
例：
'filewin：/ driveLetter：/ folderName /'
または
'filemac：/ volumeName / folderName /'
'-k count, --keep count'

保持するバックアップの世代を指定します（デフォルトは1）。 count が 0 以外の場合、宛先にタイム
スタンプ付きバックアップフォルダが作成され、ディスク容量が許す限り、そのタイムスタンプ付き
バックアップフォルダの最大数まで保持されます。 count が 0 の場合、タイムスタンプ付きフォルダ
は作成されず、バックアップファイルとカスタム App のクローンがコピー先に書き込まれ、同じ名前
のファイルはすべて上書きされます。

'-n, --clone'
検証後に、各バックアップファイルのクローンを作成します。

'-x, --verify'
各バックアップファイルの整合性を確認します。
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fmsadmin CERTIFICATE

使用方法：fmsadmin CERTIFICATE [証明書操作] [オプション] [名前] [ファイル]

説明：
このコマンドにより、管理者は SSL 証明書を管理できます。
有効な（証明書操作）は次のとおりです。

'CREATE' 署名のために認証局に送信される SSL 秘密鍵と証明書要求を生成します。
'IMPORT' 認証局によって発行された SSL 証明書をインポートします。
'DELETE' 証明書要求、カスタム証明書、および関連する秘密鍵を削除します。

CREATE 操作には、データベースサーバーに固有の（名前）が必要です。これは、サーバー名または 

DNS 名の形式です。
例：
'fmsadmin certificate create svr.company.com --keyfilepass secret'
または
'fmsadmin certificate create /CN=svr.company.com/C=US --keyfilepass 
secret'

IMPORT 操作には、認証局からの署名された証明書（ファイル）のフルパスが必要です。
例：
fmsadmin certificate import /tmp/Signed.cer --keyfilepass secret
注：フォルダーとファイルの許可は、fmsadmin グループが SSL 証明書と、秘密鍵ファイルを読み取
ることを許可する必要があります。

オプション：
'--keyfile KEYFILE'
署名付き証明書ファイルに関連付けられている秘密鍵ファイルを指定します。このオプションを使用
して、CERTIFICATE CREATE を使用して生成されなかった証明書をインポートします。

'--keyfilepass secret'
秘密鍵ファイルの暗号化と復号化に使用される暗号化パスワードを指定します。このオプションは 

CREATE 操作には必須です。暗号化証明書をインポートするには、このオプションを使用します。

'--intermediateCA intermediateCAfile'
中間 CA 証明書を含むファイルを指定します。証明書が中間認証局によって署名されている場合は、
このオプションを使用して証明書を発行したベンダーからの中間 CA ファイルをインポートします。
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fmsadmin CLEARKEY

使用方法：fmsadmin CLEARKEY [ファイル...]

説明：
̶savekey オプションを指定した OPEN コマンドを使用して、以前にサーバーに保存されたカスタム 

App （ファイル）暗号化パスワードを削除します。

（ファイル）が指定されていない場合は、サーバーに保存されているすべてのカスタム App 暗号化パ
スワードが削除されます。

オプション：
コマンド固有のオプションはありません。

fmsadmin CLOSE

使用方法：fmsadmin CLOSE [ファイル ...] [パス ...] [オプション]

説明：
指定されたカスタム App （ファイル）または指定されたフォルダー内（パス）のすべてのホストされ
ているカスタム Appを閉じます。 （ファイル）または（パス）が指定されていない場合は、すべての
カスタム App を閉じます。

カスタム App をファイル名ではなく ID で指定するには、まず LIST FILES -s コマンドを使用してカ
スタム App とその ID のリストを取得します。

オプション：
'-m message, --message message'
切断されているクライアントに送信されるテキストメッセージを指定します。

'-t seconds, --gracetime seconds'
クライアントを強制的に切断するまでに待機する合計秒数を指定します。 デフォルトかつ最小値は90

秒です。

'-f, --force'
カスタム App を強制的にクローズし、すぐにクライアントを切断します（-t オプションをオーバーラ
イドします）。
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fmsadmin DISABLE

使用方法：fmsadmin DISABLE [タイプ] [スケジュール番号]

説明：
スケジュールまたは詳細統計ログを無効にします。

有効なタイプ
'SCHEDULE'  スケジュールID番号（スケジュール番号）のスケジュールを無効にします。 

各スケジュールの ID 番号を取得するには、LIST SCHEDULES コマ
ンドを使用します。

'CLIENTSTATS' クライアント統計ログを無効にします。
'SERVERSTATS' サーバー統計ログを無効にします。
'TOPCALLSTATS' トップコール統計ログを無効にします。

オプション：
コマンド固有のオプションはありません。

fmsadmin DISCONNECT

使用方法：fmsadmin DISCONNECT CLIENT [クライアント番号] [オプション]

説明：
指定されたクライアントを切断します。 （クライアント番号）は、クライアントの ID 番号です。 LIST 

CLIENTS コマンドを使用して、クライアントとその ID 番号のリストを入手してください。 CLIENT_

NUMBER が指定されていない場合は、すべてのクライアントが切断されます。

オプション：
'-m message, --message message'
切断されているクライアントに送信されるテキストメッセージを指定します。

fmsadmin ENABLE

使用方法：fmsadmin ENABLE [タイプ] [スケジュール番号]

説明：
スケジュールまたは詳細統計ログを有効にします。

有効なタイプ
'SCHEDULE'  スケジュール ID 番号（スケジュール番号）のスケジュールを有効にし

ます。 各スケジュールの ID番号を取得するには、LIST SCHEDULES 
コマンドを使用します。

'CLIENTSTATS' クライアント統計ログを有効にします。
'SERVERSTATS' サーバー統計ログを有効にします。
'TOPCALLSTATS' トップコール統計ログを有効にします。

オプション：
コマンド固有のオプションはありません。
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fmsadmin GET 

使用方法：fmsadmin GET BACKUPTIME [ID]
 fmsadmin GET CONFIG_TYPE [名前1 名前2 ...]

説明：
オプションの（ID）パラメータを使用すると、GET BACKUPTIME コマンドは指定されたバックアッ
プスケジュールの開始時刻を取得します。オプションの（ID）パラメータを省略すると、すべてのバッ
クアップスケジュールの開始時刻が返されます。GET CONFIG_TYPE コマンドは、サーバーまたは
カスタム Web 公開設定を取得します。

CONFIG_TYPE の有効な構成タイプ
'SERVERCONFIG' サーバー設定を取得します。
'CWPCONFIG' カスタムWeb公開の構成設定を取得します。

SERVERCONFIG の有効な設定名：
'BACKUPINTERVAL'  FileMaker Server がプログレッシブバックアップを実行する

頻度（分単位）。
'CACHESIZE' サーバによって割り当てられたキャッシュメモリ（メガバイト単位）。
'LOGSIZE' 各ログファイルの最大サイズ（メガバイト単位）。
'HOSTEDFILES' ホストできるカスタム App の最大数。
'PROCONNECTIONS' FileMaker Pro Advanced クライアント接続の最大数。
'SCRIPTSESSIONS' サーバー上で同時に実行できるスクリプトセッションの最大数。
'SECUREFILESONLY'  フルアクセス権限セットを割り当てられたパスワードで保護されたアカ

ウントを持つカスタム App のみをホスティング用に開くことができ
るかどうか。

'STATSINTERVAL' FileMaker Server が統計情報を収集する頻度（秒単位）。

CWPCONFIGの 有効な構成名
'ENABLEPHP' PHP を使用したカスタムWeb公開が有効になっているかどうか。
'ENABLEXML' XML を使用したカスタムWeb公開が有効になっているかどうか。
'ENCODING' PHP ファイルのデフォルトの文字エンコーディング。
'LOCALE'  FileMaker API for PHP によって返されるエラーメッセージ

の言語ロケール。
'PREVALIDATION'  FileMaker API for PHP が、データベースサーバーへの変更

をコミットする前にレコードデータを検証するかどうか。
'USEFMPHP'  独自のバージョンの PHP ではなく、FileMaker バージョンの 

PHP エンジンを使用するかどうか。

構成名が指定されていない場合は、対応する CONFIG_TYPE のサポートされているすべての構成が
リストされます。

注：入力設定名は大文字と小文字を区別しません。

例：
'fmsadmin GET BACKUPTIME'
'fmsadmin GET BACKUPTIME 1'
'fmsadmin GET SERVERCONFIG HOSTEDFILES SCRIPTSESSIONS'
'fmsadmin GET SERVERCONFIG'
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'fmsadmin GET CWPCONFIG ENABLEPHP USEFMPHP'
'fmsadmin GET CWPCONFIG'

fmsadmin HELP

使用方法：fmsadmin [オプション] [コマンド]

説明：
fmsadmin は、ローカルマシンにインストールされている FileMaker Server のデータベースサーバー
コンポーネントを管理するためのコマンドラインツールです。

シェルコマンドまたは端末コマンドの実行を可能にするスクリプト言語を使用して、fmsadmin を使
用して多くのタスクをスクリプト化できます。

'fmsadmin HELP COMMANDS'
利用可能なコマンドを一覧表示します

'fmsadmin HELP [コマンド]'
指定された COMMAND に関するヘルプを表示します

'fmsadmin HELP OPTIONS'
利用可能なオプションを一覧表示します

fmsadmin LIST

使用方法：fmsadmin LIST [タイプ] [オプション]

説明：
指定された（タイプ）の項目をリストします。

有効なタイプ
'CLIENTS' 接続されているクライアントを一覧表示します。
'FILES' ホストされているカスタム App を一覧表示します。
'PLUGINS' データベースサーバー計算プラグインを一覧表示します。
'SCHEDULES' スケジュールを一覧表示します。

オプション：
'-s, --stats'
各項目の追加詳細を報告します。
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fmsadmin OPEN

使用方法：fmsadmin OPEN [オプション] [ファイル...] [パス...]

説明：
デフォルトおよび追加のデータベースフォルダ内のカスタム App を開きます。 指定された各FILEが
開かれるか、または各フォルダー内（パス）のすべてのカスタム App が開かれます。 （ファイル）ま
たは（パス）が指定されていない場合は、ホスティングエリア内のすべてのカスタム App が開かれます。

カスタム App をファイル名ではなく ID で指定するには、まず LIST FILES -s コマンドを使用してカ
スタム App とその ID のリストを取得します。

オプション：
'--key encryptpass'
開かれているカスタム App の暗号化パスワードを指定します。

'--savekey'
--key オプションで提供された暗号化パスワードを保存します。 パスワードは、開かれる暗号化され
たカスタム App ごとにサーバーに保存されます。 保存されたパスワードにより、サーバーは毎回 

--key オプションを指定せずに暗号化されたカスタム App を開くことができます。 サーバーに保存さ
れている暗号化パスワードは、CLEARKEY コマンドを使用して削除できます。

fmsadmin PAUSE

使用方法：fmsadmin PAUSE [ファイル...] [パス...]

説明：
指定されたカスタム App （ファイル）または指定されたフォルダー内（パス）のすべてのホストされ
ているカスタム App を一時停止します。（ファイル）または（パス）が指定されていない場合は、す
べてのカスタム App を一時停止します。カスタム App が一時停止した後は、RESUME コマンドが実
行されるまで、カスタム App をコピーまたはバックアップしても安全です。

オプション：
コマンド固有のオプションはありません。
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fmsadmin HELP REMOVE

使用方法：fmsadmin REMOVE [ファイル...] [パス...]

説明：
閉じられたカスタム App を「削除済み」フォルダに移動し、ホストされなくなるようにします。 指
定された各カスタム App （ファイル）が削除され、各フォルダー（パス）内のすべてのカスタム App 

が削除されます。 （ファイル）または（パス）が指定されていない場合は、ホスティンされているすべ
てのカスタム App が削除されます。 指定したフォルダ（パス）が空の場合、そのフォルダは削除さ
れます。

オプション：
コマンド固有のオプションはありません。

fmsadmin RESETPW

使用方法：fmsadmin RESETPW [オプション]

説明：
このコマンドにより、管理者はアドミンコンソールアカウントのパスワードをリセットできます。 い
ずれかの（オプション）を省略すると、（オプション）を入力するように求められます。 オプションな
しで RESETPW コマンドを指定すると、インストール中に作成された PIN 番号と新しいパスワードを
入力するようにプロンプトが出されます。

オプション：
'-p pass, --password pass'
新しいパスワードを指定します。

'-z pin, --pin pin'
インストール中に作成された 4 桁の PIN 番号を指定します。
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fmsadmin RESTART

使用方法：fmsadmin RESTART [タイプ]

説明：
指定された（タイプ）のサーバーまたはプロセスを再起動します。このコマンドは、サーバーまたは
プロセスを停止してから少し遅れて開始します。

有効なサーバーのタイプ
'ADMINSERVER' 管理サーバーを停止して起動します。
'SERVER' データベースサーバーを停止します。

有効なプロセスタイプ
'FMSE' FileMaker Script Engine プロセスを再起動します。
'FMSIB' サーバープログレッシブバックアッププロセスを再起動します。
'XDBC' ODBC / JDBC リスナープロセスを再起動します。
'WPE' すべての Web 公開プロセスを再開します。
'FMDAPI' すべての FileMaker Data API プロセスを再起動します。

このコマンドは、FileMaker Server サービス（Windows）または　fmserver_helperd デーモン
（macOS）が実行されている場合にのみ機能します。

オプション：（サーバにのみ適用可能）
'-f, --force'
データベースサーバを迅速にシャットダウンします。すべてのクライアントは直ちに切断されます（-t 

オプションをオーバーライドします）。

'-m message, --message message'
接続されているクライアントに送信するテキストメッセージを指定します。

'-t seconds, --gracetime seconds'
クライアントを強制的に切断するまでに待機する合計秒数を指定します。デフォルトでは、90 秒後に
すべてのクライアントが切断されます。
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fmsadmin RESUME

使用方法：fmsadmin RESUME [ファイル...] [パス...]

説明：
一時停止したカスタム App を再び使用可能にします。 指定されたカスタム App （ファイル）または
指定されたフォルダー内の一時停止されたすべてのカスタム App（パス）上で共有を再開します。 

（ファイル）または（パス）が指定されていない場合は、一時停止されているすべてのカスタム App 

が再開されます。

オプション：
コマンド固有のオプションはありません。

fmsadmin RUN

使用方法：fmsadmin RUN SCHEDULE [スケジュール番号]

説明：
（スケジュール番号）で指定されたスケジュールを手動で実行します。 スケジュールとその ID 番号の
リストを入手するには、LIST SCHEDULES コマンドを使用してください。

オプション：
コマンド固有のオプションはありません。

fmsadmin SEND

使用方法： fmsadmin SEND [オプション] [クライアント番号] [ファイル...] [パ
ス...]

説明：
（クライアント番号）で指定されたクライアント、指定されたカスタム App に接続されているクライ
アント（ファイル）、または指定されたフォルダー内（パス）の任意のカスタム App に接続されてい
るすべてのクライアントにテキストメッセージを送信します。

（クライアント番号）、（ファイル）、または（パス）が指定されていない場合、メッセージは接続され
ているすべてのクライアントに送信されます。 デフォルトでは、パラメータは（ファイル）または（パ
ス）です。 （クライアント番号）を指定するには、-c オプションを使用する必要があります。

例：
fmsadmin SEND -c 2 -m "This is a test message"

オプション：
'-m message, --message message'
送信するテキストメッセージを指定します。

'-c, --client'
（クライアント番号）を指定します。
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fmsadmin SET

使用方法：fmsadmin SET BACKUPTIME [ID] HH：MM
 fmsadmin SET CONFIG_TYPE [名前1=値1、名前2=値2 ...]

説明：
オプションの（ID）パラメータを使用すると、SET BACKUPTIME コマンドは指定されたバックアッ
プスケジュールの開始時刻を変更します。オプションの（ID）パラメータを省略すると、デフォルト
のバックアップスケジュールが変更されます。必要な開始時刻を HH：MM 形式で指定します。ここで、
HH は 00 から 23 での 24 時間形式の時間、MM は 00 から 59 までの分です。例えば、18:30 は 6:30 

PM を意味します。 00:15 は午前 12:15 を意味します。

SET CONFIG_TYPE コマンドは、サーバーまたはカスタム Web 公開の構成設定を変更します。

CONFIG_TYPE の有効な構成タイプ
'SERVERCONFIG' サーバー構成設定を変更します。
'CWPCONFIG' カスタム Web 公開の設定を変更します。

SERVERCONFIG の有効な設定名：
'BACKUPINTERVAL'  FileMaker Server がプログレッシブバックアップを実行する

頻度（分単位）。
'CACHESIZE' サーバによって割り当てられたキャッシュメモリ（メガバイト単位）。
'LOGSIZE' 各ログファイルの最大サイズ（メガバイト単位）。
'HOSTEDFILES' ホストできるカスタム App の最大数。
'PROCONNECTIONS' FileMaker Pro Advanced クライアント接続の最大数。
'SCRIPTSESSIONS' サーバー上で同時に実行できるスクリプトセッションの最大数。
'SECUREFILESONLY'  フルアクセス権限セットを割り当てられたパスワードで保護されたアカ

ウントを持つカスタム App のみをホスティング用に開くことができ
るかどうか。

'STATSINTERVAL'  FileMaker Server が統計情報を収集する頻度（秒単位）。統計
の計算に必要なオーバーヘッドを減らすには、間隔を増やします。

CWPCONFIG の有効な構成名
'ENABLEPHP' PHP を使用したカスタム Web 公開が有効になっているかどうか。
'ENABLEXML' XML を使用したカスタム Web 公開が有効になっているかどうか。
'ENCODING PHP ファイルのデフォルトの文字エンコーディング。
'LOCALE'  FileMaker API for PHP によって返されるエラーメッセージ

の言語ロケール。
'PREVALIDATION'  FileMaker API for PHP が、データベースサーバーへの変更

をコミットする前にレコードデータを検証するかどうか。
'USEFMPHP'  独自のバージョンの PHP ではなく、FileMaker バージョンの 

PHP エンジンを使用するかどうか。
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注：入力設定名は大文字と小文字を区別しません。
例：
'fmsadmin SET BACKUPTIME 00:30'
'fmsadmin SET BACKUPTIME 1 22:00'
'fmsadmin SET SERVERCONFIG CACHESIZE=1024 SECUREFILESONLY=true'
'fmsadmin SET CWPCONFIG ENABLEPHP=true ENCODING=ISO-8859-1 
LOCALE=de'

fmsadmin START

使用方法：fmsadmin START [タイプ]

説明：
指定した（タイプ）のサーバーまたはプロセスを起動します。

有効なサーバーのタイプ
'ADMINSERVER' 管理サーバーを起動します。
'SERVER' データベースサーバを起動します。

有効なプロセスタイプ
'FMSE' FileMaker Script Engine プロセスを起動します。
'FMSIB' サーバープログレッシブバックアッププロセスを開始します。
'XDBC' ODBC / JDBC リスナープロセスを起動します。
'WPE' すべてのWeb公開プロセスを開始します。
'FMDAPI' すべての FileMaker Data API プロセスを起動します。

このコマンドは、FileMaker Server サービス（Windows）または fmserver_helperd デーモン
（macOS）が実行されている場合にのみ機能します。

オプション：
コマンド固有のオプションはありません。

fmsadmin STATUS

使用方法：fmsadmin STATUS [タイプ] [クライアント番号] [ファイル]

説明：
指定された（タイプ）の状況を取得します。

有効なタイプ
'CLIENT' （クライアント番号）で指定されたクライアントのステータスを取得します。
'FILE' （ファイル）によって指定されたカスタム App の状況を検索します。

オプション：
コマンド固有のオプションはありません。
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fmsadmin STOP

使用方法：fmsadmin STOP [タイプ] [オプション]

説明：
指定された（タイプ）のサーバーまたはプロセスを停止します。

有効なサーバーのタイプ
'ADMINSERVER' 管理サーバを停止します。
'SERVER'  データベースサーバを停止します。デフォルトでは、90 秒後にすべてのク

ライアントが切断されます。

有効なプロセスタイプ
'FMSE' FileMaker Script Engine プロセスを停止します。
'FMSIB' サーバープログレッシブバックアッププロセスを停止します。
'XDBC' ODBC / JDBC リスナープロセスを停止します。
'WPE' すべての Web 公開プロセスを停止します。
'FMDAPI' すべての FileMaker Data API プロセスを停止します。

このコマンドは、FileMaker Serverサービス（Windows）または fmserver_helperd デーモン
（macOS）が実行されている場合にのみ機能します。

オプション：（サーバにのみ適用可能）
'-f, --force'
データベースサーバを迅速にシャットダウンします。すべてのクライアントは直ちに切断されます（-t 

オプションをオーバーライドします）。

'-m message, --message message'
接続されているクライアントに送信するテキストメッセージを指定します。

'-t seconds, --gracetime seconds'
クライアントを強制的に切断するまでに待機する合計秒数を指定します。
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fmsadmin VERIFY

使用方法：fmsadmin VERIFY [ファイル ...] [パス ...] [オプション]

説明：
指定されたカスタム App （ファイル）、または指定されたフォルダー内（パス）のすべてのホストさ
れているカスタム Appを閉じ、それらを再び開くときに整合性チェックを実行します。 チェックに失
敗したカスタム App は閉じたままにします。 （ファイル）または（パス）が指定されていない場合は、
すべてのカスタム App を閉じてチェックします。

オプション：
'-m message, --message message'
切断されているクライアントに送信されるテキストメッセージを指定します。

'-t seconds, --gracetime seconds'
クライアントを強制的に切断するまでに待機する合計秒数を指定します。 デフォルト（および最小）
値は 90 秒です。

'-f, --force'
カスタム App を強制的にクローズし、すぐにクライアントを切断します（-t オプションをオーバーラ
イドします）。
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fmsadmin WPE

使用方法：fmsadmin WPE [WPE_OP] [オプション]

説明：
このコマンドにより、管理者は FileMaker WebDirect ワーカーマシンを追加、削除、および一覧表
示できます。

マルチマシン展開では、1 台のコンピューターを FileMaker Server マスターマシンとしてインストー
ルする必要があります。

1 台以上のコンピューターを FileMaker WebDirect ワーカーマシンとしてインストールできます。

有効な WPE 操作（WPE_OP）は以下のとおりです。
'ADD'  このオプションを使用してワーカーマシンをマスターマシンに追加します。 このコマンド

は、ワーカーマシンとしてインストールされているサーバーから実行する必要があります。 
マスターマシンとしてインストールされているサーバーで　WPE ADD コマンドを実行す
ることはできません。

'REMOVE' このオプションを使用して、マスターマシンからワーカーマシンを削除します。
'LIST'  マスターマシンで、接続ステータスやクライアント接続数などのワーカーマシンを表示し

ます。

fmsadmin help WPE [WPE_OP] を使用した、各操作に関する追加のヘルプは以下の通り
です。

fmsadmin WPE ADD [MASTER_HOST] [WORKER_HOST]
FileMaker WebDirect ワーカーマシンを FileMaker Server マスターマシンに追加します。

'MASTER_HOST' はマスターマシンのネットワーク名または IP アドレスです。
'WORKER_HOST' はワーカーマシンのネットワーク名または IP アドレスです。
'WORKER_HOST' を複数のマスターマシンに追加することはできません。

このコマンドは、マスターマシンではなく、ワーカーマシンとしてインストールされたサーバーから
実行する必要があります。

このコマンドを実行する前に、ワーカーマシン上のWeb公開エンジン（WPE）を停止する必要があり
ます。ワーカーマシンで STOP WPE コマンドを実行して WPE を停止します。

fmsadmin WPE REMOVE [WORKER] [WORKER_HOST]
FileMaker Server マスターマシンから FileMaker WebDirect ワーカーマシンを削除します。

'WORKER' はワーカーマシンの WORKER_HOST または WORKER_ID です。
'WORKER_HOST'  はワーカーマシンのネットワーク名または IP アドレスです。 WPE ADD 

コマンド で使用されている WORKER_HOST 設定と一致している必要が
あります。

WORKER_HOST ではなく WORKER_ID でワーカーを指定するには、まず WPE LIST コマンドを使
用してワーカーとその ID のリストを取得します。

このコマンドは、ワーカーマシンではなくマスターマシンから実行する必要があります。

このコマンドを実行する前に、ワーカーマシン上のWeb公開エンジン（WPE）を停止する必要があり
ます。ワーカーマシンで STOP WPE コマンドを実行して WPE を停止します。
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オプション：
'-f, ̶force'
ワーカーマシンの構成変更が失敗した場合に、ワーカー設定をマスターマシンから強制的に削除します。

fmsadmin WPE LIST
FileMaker Server マスターコンピューター用に構成されているすべての FileMaker WebDirect ワー
カーマシンを表示します。

このコマンドは、ワーカーマシンではなくマスターマシンから実行する必要があります。

Amazon WorkSpaces

昨今ますますクラウド環境に FileMaker Server を構築するお客様が増えてきました。クラウド環境に 
FileMaker Server を展開することで、サーバー構築の手軽さと、機材のメンテナンスから解放される恩恵が得られ
る一方、サーバークライアント間の通信速度に関してだけは、オンプレミス環境下の FileMaker Server がまだ有利
といえます。

オンプレミス環境からクラウド環境に移行したが、思ったよりスピードがでないと感じている場合、Amazon 
Workspaces を試してみるとよいかもしれません。Amazon WorkSpaces は、AWS が提供する 仮想デスクトップ
サービスです。VPC の設定にもよりますが、EC2 上の FileMaker Server と WorkSpaces 上の FileMaker Pro と
が同一アベイラビリティゾーンに存在する場合、その通信はオンプレミス同等のレイテンシしか発生しないはずなの
で、体感的にも軽快に動作しているように感じます。

（引用）Amazon WorkSpaces
https://aws.amazon.com/jp/workspaces/
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付録 B アドオン

目標
• カスタムアドオンをインストールして、カスタム App に機能追加できる
• カスタムアドオンをパッケージ化して、別のユーザーに配布できる

付録B.1　アドオンとは
アドオンとは、テーブル、レコード、レイアウト、スクリプト、カスタム関数、値一覧といった 

FileMaker で利用する部品を一つのパッケージにまとめ、目的のレイアウトにドラッグ & ドロップす
るだけで再利用できるようにした機能です。FileMaker Pro 19 からはさらに、ベンダやユーザが作成
したカスタム App を「アドオンパッケージ」として保存して、配付できるようになりました。また、
FileMaker Pro にも、JavaScript を利用したカレンダー、カンバン、アクティビティタイムライン、グ
ラフといった便利なアドオンが標準で同梱されています（19.1.2 以降）。

本書ではアドオンの使用方法とその作成方法を簡単なサンプルを使って学んでいきます。

（参考）アドオンの使用
https://help.claris.com/ja/pro-help/#page/FMP_Help%2Fadd-ons.html%23

付録B.2　アドオンの使用
演習ファイルに含まれるアドオン 「Postcode-JP」 を使ってカスタム App の機能を拡張してみま
しょう。アドオン 「Postcode-JP」 は、郵便番号から住所を検索する API をパッケージ化し、その機能
を再利用できるようにしたものです。一般的に郵便番号から住所を検索するには、日本郵便株式会社
が公開している郵便番号データ ken_all に含まれる郵便番号と、住所を対応させたデータをカスタム 
App にインポートして利用することが多いのですが、データのメンテナンスやサイズ、利便性を考慮
すると外部のサービスや API を利用する方がスマートかもしれません。

Japan Postal Code Web API ( PostcodeJP API) は、住所入力補助を目的にカスタマイズされた
郵便番号データベースとその API です。cURL や JavaScript などからアクセスし、郵便番号に対応し
た住所を JSON 形式で取得できます。本書での演習を行う前に Japan Postal Code Web API ウェブ
サイトでアカウントを登録して API を利用する為のキーを取得する必要があります。Free プランを選
択すれば 1 日あたりの問い合わせ回数やレートに制限はありますが、その機能を無償で試すことがで
きます。

（参考）Japan Postal Code Web API のウェブサイト
https://postcode-jp.com
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付録B.2.1　［演習］アドオンの使用
手順に従ってアドオン 「Postcode-JP」 をインストールしてみましょう。

（1） 演習ファイルに含まれるアドオン 「Postcode-JP」 を FileMaker Pro アプリケーションフォル
ダに保存します。 

FileMaker Pro アプリケーションフォルダへアクセスするには、 [環境設定] - [プラグイン] から 

[プラグインフォルダを表示] をクリックしてフォルダを開き、さらに階層を上に辿って、以下
のフォルダまで辿るのがわかりやすいです。

[FileMaker Pro アプリケーションフォルダ]

•Windows
C:¥Users¥ユーザー名¥AppData¥Local¥FileMaker¥Extensions
¥AddonModules

•macOS
~/Library/Application Support/FileMaker/Extensions/
AddonModules

FileMaker Pro が起動していた場合は再起動します。
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図 B-1 FileMaker Pro アプリケーションフォルダ（ 上 : macOS, 下 : Windows）

（2） FileMaker Pro で新規カスタム App を作成します。

※ 本書では、あらかじめ定義された App の中から [連絡先] を対象に演習を進めます。

図 B-2 アドオンの使用
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（3） レイアウト [連絡先詳細] でレイアウトモードに切替ます。オブジェクトパネルを表示して、ア
ドオンタブに切り替えます。

図 B-3 アドオンの使用

（4） 左下 [+プラスボタン ] をクリックします。アドオンインストールダイアログから 「Postcode-

JP」 を指定し [選択] をクリックします。カスタム App にアドオンがインストールされました。

図 B-4 アドオンの使用
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（5） アドオンをドラッグ & ドロップして、レイアウトに配置します。本書ではアドオンを住所タブ
に配置しましたが、任意の場所に配置いただいて構いません。

※ 本アドオンには Web ビューアが含まれるので、ポータル上には配置できません。

図 B-5 アドオンの使用
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（6） ブラウズモードに切替ます。住所タブを表示するとマッピングダイアログが表示されます。
Japan Postal Code Web API で入手したキーを [API キー] に入力します。続いて API への
問い合わせに必要な郵便番号、API の実行結果を挿入するフィールドをそれぞれマッピング情
報として入力します。

本書では API の実行結果 [都道府県]、[市区町村]、[町域名] をそれぞれ [住所::国]、[住所::州]、[住
所::市] フィールドにマッピングしました。[保存] ボタンをクリックします。

図 B-6 アドオンの使用
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（7） 新規レコードを作成します。[郵便番号フィールド] に郵便番号を入力します。アドオン [ i ボタ
ン] をクリックします。それぞれのフィールドに住所データが挿入されました。

（8） マッピングダイアログを再び表示するには、Shift や Option といった修飾キーを押しながらア
ドオン [ i ボタン] をクリックします。

図 B-7 アドオンの使用

いかがでしたでしょうか？ほんの数クリックで一般的にも需要の高い「郵便番号住所検索機能」をカ
スタム App に追加できました。

次節ではアドオン 「Postcode-JP」 をパッケージ化する前のオリジナルファイルを使ってアドオンの
仕組みについてポイントを絞って学習していきます。
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付録B.3　アドオンの作成
演習ファイルに含まれるカスタム App「Postcode-JP.fmp12」は、アドオン「Postcode-JP」 をパッ

ケージ化する前のオリジナルファイルです。アドオンはいくつかのルールに沿った形でカスタム App 
を作成し、スクリプトステップ [名前を付けてアドオンパッケージとして保存] を実行することで、他
の FileMaker Pro でも利用できるようにパッケージ化されアドオンフォルダに書き出されます。本節
ではアドオン 「Postcode-JP」 を作成した際に気がついた、アドオン作成に必要な最低限のポイントを
確認していきます。

執筆にあたり、海外で大変有名な Claris パートナーが公開しているウェブサイトの記事がとても参
考になりました。英語のコンテンツになりますが、アドオンの作成について大変丁寧に解説されており
ますので事前に確認しておくことをお勧めします。

（参考）FILEMAKER 19: CREATING FILEMAKER ADD-ONS（英語）
https://www.geistinteractive.com/2020/06/02/filemaker-19-creating-filemaker-add-ons/

付録B.3.1　［演習］アドオンの作成
手順に従ってカスタム App「Postcode-JP.fmp12」から、アドオン 「Postcode-JP」 を作成してみ

ましょう。本演習をはじめる前に、前節演習でインストールしたアドオン 「Postcode-JP」 をアプリケー
ションフォルダから削除し FileMaker Pro を再起動してください。

（1） 演習ファイルに含まれるカスタム App「Postcode-JP.fmp12」を開きます。

レイアウトモードに切り替えて、レイアウト [__FMAddonTemplateDirectives_ja] を
表示します。レイアウトに配置されたオブジェクトグループ Postcode-JP_[<^FMXML_

AddonInstanceUUID>] を確認します。

この特別なレイアウトに含まれるオブジェクトのグループは、カスタム App レイアウトに配
置されるアドオンオブジェクトとなります。

レイアウト名の末尾には ISO_639-1コードを付与します。

__FMAddonTemplateDirectives_国コード

FileMaker Pro ではユーザーの言語環境を参照し、対応する国コードを持つレイアウトにある
オブジェクトグループをレイアウトに配置します。

国コード毎にレイアウトを複数準備することで、言語環境にあわせたローカライズが可能とな
るのです。本書では日本語環境を想定してアドオンを作成したので、国コードに ja が付与され
たレイアウトのみ作成してあります。
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図 B-8 アドオンの作成

（2） オブジェクトグループの [名前] を確認します。

Postcode-JP_[<^FMXML_AddonInstanceUUID>]

[<^FMXML_AddonInstanceUUID>] は、レイアウトにアドオンを配置した際に、システム
が付与するユニークな ID に置き換えられます。

アドオン 「Postcode-JP」 は、複数配置されても動作できるように、配置されたアドオンオブ
ジェクトの ID と API で取得した住所を挿入するフィールドの組み合わせを Config テーブル
のレコードに保存しています。

※  JavaScript で処理した結果を、Web ビューア を指定して描画するには、アドオンの名前に
固有の ID を指定しておくと便利です。

住所取得スクリプトを実行した際は、割り当てられたユニークな ID が引数としてスクリプト
に渡されます。
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図 B-9 アドオンの作成

（3） スクリプトワークスペースを開きます。スクリプトは全て、アドオンをカスタム App に追加
した際にコピーされます。

カスタム App の既存スクリプトと区別できるように、わかりやすい名前のフォルダにまとめ
ておくことをお勧めします。

図 B-10 アドオンの作成
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（4） [レイアウトの管理]ダイアログボックスを表示します。 
特別なレイアウト [__FMAddonTemplateDirectives_ja] を除いてレイアウトは全て、アドオ
ンをカスタム App に追加した際にコピーされます。

カスタム App の既存レイアウトと区別できるように、わかりやすい名前のフォルダにまとめ
ておくことをお勧めします。

図 B-11 アドオンの作成
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（5） データベースの管理ダイアログボックスを表示します。テーブルとレコードは全て、アドオン
をカスタム App に追加した際にコピーされます。

既存のテーブルと名前が重複しないように、なるべく固有の名前になるように工夫します。

※本書では演習のために、わかりやすい名前をつけています。

アドオンの操作を説明するためにサンプルレコード、テストを行うためのサンプルレイアウト
をあらかじめ作成しておくこともお勧めです。

図 B-12 アドオンの作成

（6） 本演習では利用していませんが、カスタム関数／カスタムメニュー／テーマなどもアドオンを
追加した際に、カスタム App にコピーすることも可能です。

アドオンにパッケージされる内容を確認したら、いよいよスクリプトステップ [名前を付けて
アドオンパッケージとして保存] を使ってアドオンを作成するのですが、書き出し用のスクリ
プト自体をアドオンに含めることはお勧めできません。

したがって本書は、アドオンをパッケージ化するためだけのカスタム App を別に作成してい
ます。

（7） 演習ファイルに含まれるカスタム App AddOn-Installer.fmp12 を 開きます。

図 B-13 アドオンの作成
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（8） [Reload] ボタンをクリックします。FileMaker Pro で現在開いている、ウインドウの一覧を取
得します。

対象ファイルフィールドに 「Postcode-JP」 を指定して [Install] ボタンをクリックします。

（9） アプリケーションフォルダにアドオンパッケージがインストールされました。スクリプトステッ
プ [名前を付けてアドオンパッケージとして保存] ではウインドウを指定して、パッケージ化す
るカスタム App を選択できます。

図 B-14 アドオンの作成

（10） 展開されたアドオンパッケージから、info_ja.jsonをみつけてエディタで開きます。

JSON ファイルに記載されている情報が、アドオンの情報として、FileMaker Pro に表示され
ます。必要に応じて任意の情報に上書きします。

Title：アドオンの名前です。アドオンのインストールダイアログに表示されます。

Description：アドオンの機能を記述します。

Category：インストールダイアログ／オブジェクトパレットで表示される際、カテゴリで指
定したグループ欄にアドオンのアイコンが表示されます。

Features：配列要素ごとに 1 つの機能を記述します。

Optimized：どのデバイスに最適化されたアドオンであるのか記述します。
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図 B-15 アドオンの作成

（11） 必要な場合、インストールダイアログに表示されるアドオンのプレビュー画像（preview.

png）、アイコン画像（icon.png）を任意の画像に書き換えます。

最後にパッケージ化されたアドオンフォルダを、付録.2.1　[演習]　アドオンの使用　と同じ手
順で、任意の PC にコピーして、アドオンを利用できるか確認します。

図 B-16 アドオンの作成

いかがでしたでしょうか？よく利用する機能をアドオンでパッケージ化し再利用すれば、カスタム 
App 開発効率が格段にあがります。近い将来には、一般的なプログラム言語で配布されているオープ
ンソースライブラリのように、FileMaker の部品もアドオン化され、世界中の開発者で共有できるよう
になる時が来るのかもしれません。
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付録 C Core ML

目標
• モデル定義ファイルを使い、カスタム App で画像分類ができる
• オリジナル画像を使ったモデル定義ファイルを作成し、カスタム App で画像分類がで
きる

付録C.1　Core ML とは
Core ML は、Apple が 2017 年 WWDC（World Wide Developers Conference）で発表した、
機械学習フレームワークの総称です。機械学習とは Artificial Intelligence（人工知能）の概念に属す
る技術のひとつで、機械に大量のデータを与えることでパターンやルールを学習させ、予測や判別を行
う技術のことです。例えば Core ML を使えば「画像の認識と分類」「人体の姿勢や関節位置の検出」「テ
キスト段落に対する質問への回答の検出」といった処理を、必要最低限の知識でアプリに追加できま
す。最新の FileMaker プラットフォームでは macOS、iOS、iPadOS を対象に、カスタム App から 
Core ML の一部を利用可能となりました。

（参考）Introducing Core ML（Apple WWDC 2017）
https://developer.apple.com/videos/play/wwdc2017/703

付録C.2　Core ML の使用
演習ファイルに含まれるカスタム「Image-Classifier.fmp12」を使ってカスタム App に登録した
画像を分類します。冒頭でもお伝えしましたが Core ML を使った機能は Windows では動作しません。
iPhone または iPad をお持ちの場合は、App Store から FileMaker Go をダウンロードして演習を進
めてください。

Apple ウェブサイトでは、Core ML で利用する「.mlmodel」形式のモデル定義ファイルをダウン
ロードできますが、一部のモデル定義ファイルは FileMaker プラットフォームの標準機能ではそのま
ま使うことができません。プラグインなどを経由することで YOLOv3、PoseNet、BERT-SQuAD といっ
たモデル定義ファイルの利用が可能となります。興味のある方は研究してみてください。

本書では Core ML のなかでも視覚的にわかりやすいモデル定義ファイル Resnet50.mlmodel を
使い、画像分類機能をカスタム App に追加します。 Resnet50.mlmodel はニューラルネットワーク
を 50 層重ねた事前学習済みの機械学習モデルで、入力された画像を 1000 種類のカテゴリに分類でき
ます。ちなみに、ニューラルネットワークが 4 層以上の層で構成された機械学習モデルは、深層学習
（ディープラーニング）と呼ばれています。
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（参考）機械学習モデル - Apple Developer
https://developer.apple.com/jp/machine-learning/models/

機械学習モデル紹介 YOLOv3

YOLOv3 は、画像やカメラフレーム内の物体を検出し、その分類が可能な機械学習モデルです。物体の大きさや
位置、そして物体同士の相関関係を非常に高速に検出できます。

プロジェクトの中心メンバーであるジョセフ・レドモン 氏が登壇した TED のビデオアーカイブ は大変わかりや
すくその機能が紹介されています。興味のある方はぜひ視聴してみてください。

[参考リンク]
http://www.ted-ja.com/2017/08/joseph-redmon-how-computer-learns-to.html

機械学習モデル紹介 PoseNet

PoseNet は、画像やカメラフレーム内にある人体の姿勢を検出する機械学習モデルです。

人体を 17 のジョイントで分類し、ジョイント同士のオフセットやオーバーラップの判定結果から複数人の姿勢
検出も可能です。

画像から検出された JSON データを加工し、複数人の姿勢をマッピングするまでに複雑な計算が必要ですが、
ディープラーニングの凄さを再認識できるモデルです。

[参考リンク]
https://developer.apple.com/documentation/coreml/detecting_human_body_poses_in_an_
image

https://developer.apple.com/documentation/coreml/detecting_human_body_poses_in_an_image
https://developer.apple.com/documentation/coreml/detecting_human_body_poses_in_an_image
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付録C.2.1　［演習］Core ML の使用
手順に従ってカスタム App で画像分類を行ってみましょう。

（1） Apple ウェブサイトから Resnet50.mlmodel をダウンロードします。

図 C-1 Core ML の使用

（2） 演習ファイルに含まれるカスタム App Image-Classifier.fmp12 を開きます。.mlmodel 

フィールドにダウンロードした Resnet50.mlmodel を挿入します。

図 C-2 Core ML の使用
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（3） スクリプトメニューからスクリプト [Prediction] を実行します。

（4） ダイアログが表示されました。画像は Egyptian cat、信頼度は 49 % という結果を得ることが
できました。

図 C-3 Core ML の使用

（5） 新規レコードを作成し、別の画像を挿入しスクリプト [Prediction] を実行してみます。 
※ 最適な画像サイズは 224 x 224 になります。

Brittany spaniel、信頼度は 41 % という結果を得ることができました。

図 C-4 Core ML の使用
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（6） スクリプトワークスペースを表示して、スクリプト [Prediction] を確認します。Core ML を
利用するには以下の 3 つの手順があります。

スクリプトステップ
機械学習モデルを構成 [ 処理: 視覚 ; 名前: $modelName ; 次から: @Sys::モデル ] 
カスタム App に配置したモデル定義ファイルを、カスタム App で利用できるようにロードします。

スクリプトステップ 
変数を設定 [ $Result ; 値: ComputeModel ( $modelName; "image"; @Sys::画像 
) ] 

ComputeModel 関数を使い、モデル定義ファイルに画像を渡し、Core ML の解析結果を 
$Result に挿入します。

スクリプトステップ　
機械学習モデルを構成 [ 処理: アンロード ; 名前: $modelName ] 

メモリからモデル定義ファイルをアンロードします。

図 C-5 Core ML の使用

（7） $Result に保存された JSON は信頼度の高い順に配列データとして解析結果が保存されていま
す。最上位の配列に保存されている classification と confidence を取得して、カスタムダイ
アログに表示します。

すべての解析結果は [結果] フィールドに挿入された JSON を確認してみてください。
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図 C-6 Core ML の使用

いかがでしたでしょうか？ Core ML が FileMaker プラットフォームに統合されたことで簡単に機
械学習の恩恵を得ることができました。ただし Resnet50 はあらかじめ学習した 1000 種類のカテゴ
リからしか画像を分類できません。Resnet50 の分類カテゴリ以外のカテゴリに分類するためには、独
自に準備した画像セットで学習したモデル定義ファイルが必要です。

次節では、macOS で利用可能な Create ML アプリケーションを使ってモデル定義ファイルの作成
を学習します。
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付録C.3　オリジナル画像を使ったモデル定義ファイルの作成
機械学習技術で画像を分類するアプリケーションを開発するには、画像と正解ラベルを組み合わせた
画像セットを準備し、それらを機械に学習させるための工程が必要です。一般的にこれらのプロセスに
は Keras、Tensorflow、JupiterNoteBook、Python といったプログラミング技術やライブラリ、そし
てそれらの運用環境の準備が必要です。したがって機械学習の習得とその利用にはまだまだ敷居が高い
ものがあります。

一方 macOS ユーザーはこれらのプロセスを Create ML アプリケーションを使って簡単に実現でき
ます。ユーザーは特別な専門知識なしで、利用したい機械学習のアルゴリズム、そして学習データを準
備すれば、iOS、iPadOS、そして macOSから利用可能なモデル定義ファイル .mlmodel を作成でき
ます。

モデル定義ファイルを作成するには、トレーニング用の画像ファイルが大量に必要です。トレーニン
グ画像には識別したい画像分類ごとに 10 枚以上の画像ファイルの準備が推奨されています。画像は多
い方がよい結果を得られるのですが、画像分類ごとのファイル数のバランスも考慮し均等に画像セット
を準備します。本書では Creative Commons Attribution-ShareAlike 4.0 International License で
権利処理され共有されている The Oxford-IIIT Pet Dataset に含まれる動物の画像を使って学習を進め
ます。オリジナルの画像を準備できない場合は、こちらの画像データセットをダウンロードしてご利用
ください。

（参考）Create ML
https://developer.apple.com/jp/documentation/createml/

（参考）The Oxford-IIIT Pet Dataset
https://www.robots.ox.ac.uk/~vgg/data/pets/

付録.C3.1　［演習］オリジナル画像を使ったモデル定義ファイルを作成
Create ML は Xcode のサブアプリケーションです。Xcode のインストールがまだの場合は、手順

に従ってインストールを行っておきます。既にインストールが完了している場合は、手順 1 をスキッ
プして、手順 2 から進めてください。

（1） App Store から Xcode を検索してインストールしておきます。

図 C-7 オリジナル画像を使ったモデル定義ファイルを作成
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（2） オリジナル画像を準備するか、The Oxford-IIIT Pet Dataset をダウンロードして画像を準備し
ます。本演習ではThe Oxford-IIIT Pet Dataset を使い演習を進めます。

画像セットから次の 3 つの分類を独自に作成します。フォルダは以下のような構成となります。
Create ML ではフォルダ名がそのまま、分類名称となります。

画像
├アビシニアン
├ビーグル
└ベンガル

図 C-8 オリジナル画像を使ったモデル定義ファイルを作成

（3） 各フォルダにそれぞれの画像を配置します。

※本演習では学習用画像をそれぞれ約 100 枚ずつ配置しました。



付録
 

271

1章

2章

3章

4章

5章

6章

付録

図 C-9 オリジナル画像を使ったモデル定義ファイルを作成
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（4） Xcode を起動します。[Open Developer Tool] から [Create ML] をクリックして Create 

ML を起動します。

図 C-10 オリジナル画像を使ったモデル定義ファイルを作成

（5） [File] - [New Project] で表示される [Choose a Template] ダイアログボックスから [Image 

Classifier] を選択して [Next] ボタンをクリックします。

図 C-11 オリジナル画像を使ったモデル定義ファイルを作成
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（6） [Project Name] に任意の名称を入力して [Next] ボタンをクリックします。任意のパスを指定
して、プロジェクトファイルを保存します。

図 C-12 オリジナル画像を使ったモデル定義ファイルを作成

（7） Create ML のメインウインドウが開きました。Training Data から [Select Files...] をクリッ
クして、手順 2 - 3 で準備した画像セットを指定します。

準備した画像データセットの分類数、ファイル数が表示されます。本書で準備した分類は、ア
ビシニアン、ビーグル、ベンガル の 3 つなので 3 Classes と表示されます。
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図 C-13 オリジナル画像を使ったモデル定義ファイルを作成

（8） メニューにある [Train] ボタンをクリックしてトレーニングを開始します。トレーニングが完
了すると実行結果が表示され、モデル定義ファイルが作成されます。

図 C-14 オリジナル画像を使ったモデル定義ファイルを作成
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（9） [Output] をクリックします。作成されたモデル定義ファイルは Create ML ウインドウで直接
テストできます。

トレーニングに使用していない画像をウインドウにドラッグして、モデル定義ファイルの判定
結果を確認してください。

問題ない場合は、モデル定義ファイルアイコンをドラッグして、デスクトップに保存します。

図 C-15 オリジナル画像を使ったモデル定義ファイルを作成

（10） 「付録.2.1 [演習] Core ML の使用 」と同様に、モデル定義ファイルをカスタム App に挿入し
ます。

スクリプトメニューからスクリプト [Prediction] を実行します。

（11） ダイアログが表示されました。先程と同じ画像を分類したのですが今度は アビシニアン、信頼
度 99 % という結果を得ることができました。

図 C-16 オリジナル画像を使ったモデル定義ファイルを作成
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いかがでしたでしょうか？ Create ML を使うことでオリジナル画像を使って学習したモデル定義
ファイルも簡単に作成できます。完成したモデル定義ファイルはカスタム App に読み込むことですぐ
に利用が可能です。例えば、独自の商品画像でトレーニングをしたモデル定義ファイルを作成すれば、
iPhone や iPad で撮影した画像の特徴を判断して、カスタム App の商品マスタから検索する仕組み
を実装することも可能です。

本書で学んだとおり macOS を利用している FileMaker ユーザにとって、機械学習モデルの作成や
利用は大変身近なものになりました。この機会に是非、Core ML を使ったカスタム App の開発にも
チャレンジしてみてください。

機械学習モデル紹介 BERT-SQuAD

BERT-SQuAD は、与えられた文章から質問に対する回答を検出する機械学習モデルです。

BERT で使われている自然言語処理技術は、Google の検索エンジンにも採用され、検索結果品質が大きく向上し
たことでも話題になりました。

Apple ウェブサイトで公開されている機械学習モデル BERT-SQuAD は、スタンフォード大学が作成した質疑応
答データセットで BERT を Fine-Tunedしたものです。

[参考リンク]
https://developer.apple.com/documentation/coreml/finding_answers_to_questions_in_a_
text_document

MBS Plugin

FileMaker で利用可能な [機械学習モデルを構成] スクリプトステップでは、 Resnet50 のような入出力が単純な
機械学習モデルや、Create ML で作成した画像分類、またはテキスト分類といった一部のモデルのみ対応しています。
本書コラムで紹介した 機械学習モデル YOLOv3、BERT-SQuAD、PoseNet 等の複雑な入出力を伴う機械学習モデ
ルを FIleMaker Pro で利用するには、MBS Plugin が必要となります。MBS Plugin には Add2DArrayParameter 
関数を使って、機械学習モデルに必要な配列リストを渡すことができます。

世の中には大変素晴らしい機械学習モデルがたくさんありますので、FileMaker 標準機能だけで利用できるよう
になるとよいですね。

[参考リンク]
https://www.monkeybreadsoftware.com/filemaker/

https://developer.apple.com/documentation/coreml/finding_answers_to_questions_in_a_text_document
https://developer.apple.com/documentation/coreml/finding_answers_to_questions_in_a_text_document
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